


人気の秘密を分析すれ出・-

T OT O洗面化粧台。

蛍光灯

置き場所や使う時間を考えて

蛍光灯を設置しました 。

1. 5mのコード付きです。

三面鏡

磨き込んだ自立式の三面鏡を

採用。鏡の裏面が侵されない

防湿性です。鏡の裏側に便利

な歯ブラシ立てをつけました。

カウンタ一

美しい洗面器との調和か'

デザイン面の基調にな って

います。化粧品などの

日用品がゆ ったり置ける設計。

便利なコンセン ト付きです。

恒正姐幽

本物の感触、陶製のカラ

洗面器です。水返しがついて

いますので、 衣服や

床をぬらす心配も ao ったく

ありません。その上 、汚れが

つきにくく、お手入れも簡単。

キャビネ ット・引出し

湿気に備えて 、 ビス一本まで

素材を検討。妥協のない眼を

仕上げに向けています。

タオルなどの小物入れに最適。



太 陽 の 神 殿 〔黒住教大教殿〕

設 計 浦 辺 建 築 事 務 所

構 造/ 塩 路 建 築 事 務 所 電 気/ 設 備 計 画

施 工 清 水 建 設

所 在 地

敷 地 面 積

大 教 殿

神 結 館

電 気/ 中国 電 気工 事 給 排 水 ・空 調/ 斎 久 工 喋

岡 山 市尾 上 神道 山

293. 3 1 8 ω m'  

建 築 面 積 1. 7 ω O Om'  

延 床 面 積 1. 324. 80m・

床 面 積 地 階 184. 32m'  

1  ':.i 1. 140 . 48m'  

建 築 面 積 944. 83  m'  

延 床 面 積 1. 227 . 61 m'  

床 面 積 il! 'J :.i 45 . 53m'  

1  ，皆 611. 33 m'  

2  ，皆 57 0. 75 m・

構 造 ・規 模 大 教 殿 鉄 骨 造 及 び 鉄 筋 コ ンク リー 卜造 平 家 建( 一 部 地 階 )

神 結 館 鉄 筋 コ ン クリート 造 2 階建( 一部 地 階 )

工 期 昭和 47年 11 月 11日~昭 和 何 年 11月 1 日
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太 陽 の 神 殿

設 計 浦 辺 建 築 事 務 所

施 工 清 水 建 設

主 な 仕 上 材

- 大 教 殿

干木、銀魚木、いらか覆い備前焼

屋 根

基 痩石

内 部 天 井

壁

床

神 殿 部 分

廻 廊 高欄

・神 結 館

屋 根

庇

外壁

腰

内 部 主 階 段

壁

床

天 井

主 な 協力 業 者

岡山 県重要無形文化 財

藤原建氏製作

玄 畠 石 3 枚 葺

四 国 石 植 山 窪 石積

箔 磨 き 丸 太

白しっくい 塗

た た み 敷 込

総 槽i宣

日本 槽

玉 砂 利 数 込

玄 昌 石 3 紋 葺

i由ねずみし っ く い 塗

カナディアンブラックバーナー仕 上

米 松

ね ず み し つ く い 塗

鏡 石 乱 貼 、情栂融矧占、栗木レンガ貼

ミ ク ラ イ ト 吹 付( ヒル石モルタル下)

中 国電 気工 事

斎 久 工 業

岡 崎 木 材 工 業

田 中 鉄 工

東 北 天 燃 ス レ ー ト 工 業

岡 田 石 材 工 業

撮 影 東 出 清 彦

3  





日商岩井大阪本社ビル

設計監理: 東畑建築事務所

施 工 : 清 水 建 設 大 林 組 鹿 島 建 設 共 同 企 業 体

所 在 地 : 大 阪 市東 区 今 橋 3 - 30 

地 域 地 区 商 換地 域 防 火 地 域 第 6 種 容 積地 区

敷 地 面 積 ・6 ，067. 20 m'

建 築 面 積 2 . 014 . 47 m'

延 床 面 積 : 48 . 842  . 6 2 m'  

基 準 階 床 面 積 1. 987 . 6 4 m'  

MI! "ベ い 率 ・33 . 2%

容 積 率 708 . 5%

階 数 : 地 下 3 階 地上 21 階 塔 屋 2 階

高 さ : 軒 高 80 . 85 m 最 高 高 さ 87 . 55 m 基 礎 底 G L ー 12. 90 m

基 準 階 階 高 3 . 65 m 

駐 車 台数 137台

<<1賃 : B 3 F - 2  F 床 鉄 筋 鉄 骨 コ ン ク リー ト造

3 F - P 2 床 鉄 骨 造

外 周 ラ ー メ ン 骨組 及 び コ ア 骨 組の ダ ブ J レ鳥 か ご 構 造

B 2 F - B 1 F  鉄 筋 コ ン ク リ ー ト造

工 期 : 昭 和 47年 11 月 7 日 一 昭 和 叩 年 2 月 18 日





主 要 仕 上

外 装

〔 柱 型 〕 ア ル ミ ジ ャ ン ポ 押 出 材 マ ジ ク ロ ン 焼 付

[ 窓横様〕アルミサ y シ a パ ー 7 ジ ク ロ ン 焼 付

〔窓〕熱線吸収ガラス( ブ ロ ンズフ ロ ー ト ガ ラ

ス) ( 屋 上 〕 ア ス フ ア ル ト 防 水 軽 量 コ ン ク リ

ー ト押え ク リ ンカ ー タ イ ル 貼

内 装

基 準 階 事 務 室 〔 床 〕 ビ ニ ー ル ア ス ベ ス ト タ イ

ル 〔 巾 木 〕 ビ ニ ー ル 巾 木 [ 盤〕コ アー倶IJ

AL C版 下 地 プ ラ ス 9 ー ボ ード 庄 渚 貼 ベ ン キ

塗 外 周 柱 型 石 綿 珪 政 カ ル シ ウ ム 板 ベ ン キ 塗

〔天井〕岩綿吸音板

l'皆ホール〔床〕外国産大理石カーボンイ土よ

〔巾木 ) S US板 加 工 〔 壁 〕 外 国 産 大 理 石 本 選

仕 上 〔 天 井 〕 ア ル ミ エ ン ポ ス 板 ベ ン キ 焼

付 格 天 井 ア ル ミ ル ー パ ー

外 摘

〔 プ ロ ム ナ ー ド 〕 磁 器 タ イ ル 貼 〔 緑 地 〕 植 樹 花

関 石 積

設 備 概 要

電 気 設 備

受 電 設 備 特 別 高 庄 3 回 線 ス ポ y トネットワ

ーク 受 電 方 式2 ，000KV AX 3 台

自 家 発 電 設 備 "' I ，I OOK V AX I 台

中 央 制 御 設 備

受 変 電 ・動 力 ・電 灯 の 監 視 ・市IJ 御 室 鵠 の 最

適 化 制 御

防 災 設 備

以 下 の 設 備 を 中 央 制 御 室 カ 、 勺 迎 方 監 視 ・ 制 御

自 家 火 災 報 知 非 常 放 送 非 常 電 話 設 備 ， 肖

火 設 備 排 煙 設 備

空 気 調 和 段 備

蒸 気 ボ イ ラ ー 10 T  X  2 台 都 市 ガ ス と 灯 油 に よ

る 切 換 専 焼 吸 収 式 冷 凍 機6 7 8 U S R T X  2 台

2 3 5 US R T X  I 台 基 準 階 空 鯛 方 式 〔 イ ン テ リ

ア ゾ ー ン 〕 単 一 ダ ク ト 方 式 〔 ベ リ ー メ ー タ ー

ゾ ー ン 〕 イ ン ダ ク シ ョ ン ユ ニ ッ ト方式

昇 降 機 お よ び 微 送 設 備

エレ ベ Ｍ ｾー 〔乗用〕低層用 5 台 ( 20人 乗

150m/ 分 ) 高 層 周 5 台 ( 20人 乗2 10m/ 分 ) ( 非

常 用 ) 2 台 ( 22人 乗 150m/ 介)

エア シュータ ー メ ー ル シ ュ ー ト テ レ シ ュ

ート ゴンドラ X I 台

日商岩井大阪本社ビル

電 気 : 近畿電気工事

栗原工業

大阪電気工事

東光電気工事

六興電気

日本電設工業

空調: 給排水衛生 : 三機工業

空調 : 高砂熱学工業

給排水 : ナミレイ

防災: 能美防災工業

中央制御 : 富士通

昇降機 : 日立製作所





l 階 ホ ー ル

日商岩井大阪本社ビル

設計にあたって

日商岩井大阪本社ビルは自社専用の大型ピルで、介散した商社事務室を

統合せんとする 目的で建設されたものである 。敷地は北浜の一角にあっ

て四周道路の街区ーブロックを占める 6000m' 余のものであり、その立地

条件を生かして分割化密集化した船場ビジネス街再開発のモデルケース

の→列であるべく設計したものである 。即ち「総合設計」の制度に立脚

して 600% 容積上限に対 して 708% の建築規模を確保し、建べい率33% に

押えて街路と同じレベルに広い公関空地を提供して此処を大小の植樹で

可能な限り緑化し( 舗床面積を減らして) 大阪市の緑化方童十に添ってビ

ジネス街のオアシス空間を創 り出し 、オープンな新しい緑の都市空間で

有効な社会還元を意図した q 建築形態は略4 正方形に近い敷地中央に一

辺約45 mの正方形平面の塔型建築一棟にまとめ、周辺への日照と風の影

響を最少限に押え、更にその効果を高める為に平面の四隅は隅切り型と

している 。

建築内部は、均質フレキシプルで明かるい室である検に中央コア一方式

でまとめられ、防災避難計画上はコアー全体が充分なス ペースと機能を

持った| 次 2 次の安全区画を構成しており、諸防災設備と相い倹って余

裕のある安全性を確保している 。構造方式は、外壁と コア一周壁に 3. 15

m ピッ チの柱列を有する所謂ダフ'ルチュ ーブ型の純鉄骨架機である 。又

公関空地の下は全部地下 2 階の駐車場とし、底面をf広げて建物全体の安

定を高めている 。建築外裟の特徴は押出能力9500屯の大型押出機による

アルミ大型押出型材を全外装に用いた事で、在来のアルミ材仕上に無い

新しい表現を求めた 。全体表現は重圧感を減じ高さの感覚を強める為に、

柱型をアルミ型材としその中間の窓面を全面ガラス仕上とする竪縞パタ

ーンで図面共に揃え、仕上材種類を単純なものとした 。柱型パネルの両

端はサッシュ竪枠材兼用であり、これによって全体はノックダウン型式

のカーテンウオールを構成し資材の節減と工数省略運賃低減を計ったも

のである 。

設備の特徴はその制禦であり、空調と共に使用電力等も含めた全設備の

最適運転の制禦と、防災設備の状況監視を行うのに、 コンビューターの

使用を広汎に導入してプ ログラム化された経済運転を行える様に計画さ

れている 4 これらの平常の運転制禦と非常時の防災監視を一室にて行え

る械に配置し、ビルの安全性経済性を常に一本化して把握できるシステ

ムを採用しているのが特色であろう 。 鈴木洋也/ 東畑建築事務所

総力を あげて激動期克服

当工事は解体 ・準備の 3 ヶ月を含め延27ヶ月、足掛け 4 年に及ぶ長丁場

大型現場であり、工事前半はかつてみない労務 ・資材不足に見舞われ、

中盤から後半にかけては未曽有の物価狂乱期に遭遁、終始激動の異常な

環境のもとで工事を推進したため、 よりキメの細かい綿密な現場運営管

理を行うと同時に、幾多の新工法 ・新技術にも積極的に逃戦した 。例え

ば都心部と L 、う立地条件上、 s s s 式地下連続壁による脱公害工法の採

用もその一つであり、外周床先打併用ア イラ ン ド工法と併せて結果は極

めて良好であった 。次に十分な事前検討に基〈、 「施工要領害」の作成、

インスペク卜の徹底等、品質管理にも留意、 モデルフロア( 3  F  ) で問題

点、を洗い出してから基準階標準作業に入門、タク ト工程によるシステム

工法により工事を進めた 。又、重点、をおいた安全管理、スクランプル方

式による合理化等、一貫した当現場のシス テムオーガナイズと、共同企

業体の特長を生かしたこと、設計者と 一体となったこと等々が結実、総

力をあげて，数動期を克服し、ここに商社機能にふさわしい超近代的な自

亙の殿堂を、緑に図まれた都心のオアシスの中に工期通円高度な精度で

完成させることができた 。 山下忠男/ 共同企業体所長





日商岩井大阪本社ビル
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- 日 商 岩 井 大 阪 本 社 ビ ル 工 事 関 係 業 者 P R  

( 順不同)

. 連続皇室施工 日 東 工 業 大阪市東区瓦田T 5  - 37( 住友生命瓦田T ビル) T  E  L  06- 227ー1000

. iカアールテミン大ウ型オ押ー出ル材} 神 鋼 ノ ー ス ロ ッ プ 大 阪 支l吉 大阪市北区曽根崎中 1 - 5 2  T  E  L 町一 312- 8791

. カーテンウオール 日 軽 ア ル ミ 販 売 大 阪 支 庖 大阪市東区高燦橋 5 - 1  ( 大阪興銀ビ j レ) T  E  L 回一 203- 5171

. カーテンウオール 日 銭 カ ー テ ン オ ー ル 大 阪 支 庖 大阪市北区伊勢田丁30( 伊 勢 町 東 洋 ピ ル7F ) T  E  L  0 6 - 3 6 4 - 1171 

. カーテンウオール 不 ニ サ ッ シ 販 売 大 阪 支 l吉 大阪市東区本田T 4 - 4 ー 1 ( 本町野村ピル) T  E し06- 262- 2541

. 銅製建具エ事 神 鋼 建 材 工 業 尼 崎 市 西 向 島 町77 T  E  L  06- 411 ー1301

. シャ ッ ター工事 日 本 シ ャ ッ タ ー 製 作 所 大 阪 市 淀 川 区 田 川 北 3 - 2 - 4 T  E  L  06- 301- 3656 

. へーベル工事 三 和 商 工 大阪市東区道修町 3 - 24 (錦; 工ビル) T  E  L  06- 201- 1441 

. 耐 火 間 仕 切 朝 日 石 綿 工 業 大 阪 第 一 支 庖 大阪市北区神山町4 3 - 1  T  E  L  06- 312- 8521 

. 耐 火 間 仕 切 小 野 田 A L C 大 阪 支 庖 大阪市北区梅田 2 ( 第一生命ビル) T  E  L  0 6 - 345 - ∞51 

. 耐 火 間 仕 切 日 本 ア ス ベ ス ト 大 阪 支 庖 大阪市南区塩町通 4 - 2 5 T E L 0 6 - 252- 1371 

. アスフ アルト防水工事 高 山 工 業 大阪市北区老松町 2 - 19( 昭栄ピル) T  E  L  0 6 - 364- 7135 

- 大理石工事 矢 橋 大 理 石 商I吉 大 阪 支 庖 大阪市東区高麗橋 2 ( 野村ピ j レ5F ) T  E  L  06- 202- 4905 

. iス玄テ関ンロレビスー製壁作面化・笹手金摺物・社工名事板 専} 山 本 金 属 製 作 所 大阪市南区西賑町25 T  E  L  缶ー 761ー0127

. 天 井 下 地 奥 村 重 兵 衛 大阪市北区伊勢田T 22 T  E し0 6 - 312 - 4131 

. 建 築硝 子 工事 相 商 会 大阪市北区川崎町33 T  E し 06- 358- 0991

. 板硝子工事 西 国 板 硝 子 庖 大阪市大正区大正通 4 - 1 8  T  E  L  侃 - 551- 1025

. 各種 建 築硝 子 工事 浜 田 硝 子 庖 大阪市西区京田丁堀 2 - 1 4 6 T  E し06- 441- 8681- 4  

. 造 作 高 島 屋 装 飾 部
大阪市浪速区日本橋筋 3 ( 高島屋東別館) T  E  L  06- 632- 3191 

. 手動 タテ型 ブラインド( パーチカル ) 立 川 ブ ラ イ ン ド 工 業 大 阪 支 庖 大阪市南区安堂寺橋通 4 - 3 5  T  E  L  06- 251- 1821 

. 手動タ テ型プラ インドiソーラ V)

電動タテ型ブラインドオートソーラ)
日 米 ブ ラ イ ン ド 販 売 大 阪 営 業 所 大阪市東区京橋 ( OMMピル私書箱 115号) T  E  L  06- 943- 2331 

. カカベーパテンリ・・カイースパベッリト
川 島 織 物 大 阪 営 業 所 大阪市東区京橋 1 - 7  (OMMビj レ8F ) T  E  L  06- 942- 6281 

- 植 樹 工事 東 光 園 緑 化 大 阪 支 底 大阪市西区立売堀上通 1 - 1  ( トヨダピ j レ) T  E し 0 6 - 5 3 1 - 1431

- tぞJJ J J AGE4・H T _  sc - 5002- H了) 横 浜 ゴ ム
東 京 都 港 区 新 矯 5 - 3 6 - 1 1  T  E  L  03- 432- 7111 

- 塗 料 東 軍 ペ イ ン ト 大阪市北区堂島浜通 2 - 4  ( 古河大阪ピル) T  E し 0 6 - 344- 1371

. 塗 料 関 西 ペ イ ン ト 大 阪 市 東 区 伏 見 町 5 - 2 7  T  E  L  06- 203- 5531 

. 床タイル・ マチコ S

マテコル・巾木
東 洋 リ ノ リ ユ ー ム 大 阪 営 業 所 大 阪 市 東 区 京 橋 l ー 7 (OMMピル 7F) T  E し 0 6 - 943- 1641

. 床 材 日 東 紡 績 大 阪 支 庖
大阪市東区高麗橋 5 ー 1 ( 興銀ピ j レ) T  E  L  0 6 - 202 - 1 3 01  

. 高低圧配電盤・名種監視盤

自動制嗣盤 日 満 電 気 大阪市淀川区十八条 3 - 1 9 - 8 T  E  L  06- 331- 2261 

- 監 視 悠 森 井 電 業 大 阪 支 庖 大阪市北区玉江田T 1 - 7  ( 正宗ピル) T  E  L  0 6 - 443- 8381 ・443- 8386( 夜 間 専 用 )

. ポンプ・ 送 風機 ・空調機 器 荏 原 製 作 所 大 阪 支 社 大阪市北区中之島 2 - 22( 新朝日ビル) T  E し0 6 - 2 0 3 - 5441

- C  C  F  F WV 型型主セ軸ンセトルンクトル木中ク汚汚軸崎ポポンンププ
相 互 ポ ン プ 製 作 所

大阪市東淀川区小松北通 1 - 2 2  T  E  L  06- 328- 5780 
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東 大 阪 都 市 清 掃 施 設 組 合 水 走 工 場

設

施

計 東 大 阪 都 市 清 掃 施 設 組 合

株 式 会 社 タ ク マ

株 式 会 社 大 建 設 計 大 阪 本 社

コニ

〈建 築 〉 前 回 建 設 工 業 株 式 会 社 大 阪 支J吉

〈 焼 却 設 備 〉 株 式 会 社 タ ク マ

東 大 阪 市 ・ 大 京 市 は 生 駒 山 脈 の ふ も と に 面 し 、 現 在 、 来 大 阪 市 の み に お

い て も 人 口 は 約53万 人 に 達 し よ う と し て い る 。 し た が っ て 、 ご み 誌 の 均

加 に よ り 近 代 的 ご み 焼 却 工 場 の 建 設 が 必 要 と な り 、 本 総 設 が 計 画 さ れ た。

し か し 、 こ こ 数 年 来 球 筑 前 へ の 関 心 が 泊 ま る な か 、 ご み 焼 却 に 伴 う 排 煙 、

排 水 な ど の 諸 問 題 を 解 決 す べ 〈 設 備 水 準 を 高 め 、 関 連 設備 を 組 み 入 れ た

段 新 の オ ー トメ ー シ ョ ン ご み 焼 却 工 場 ( 処 理 能 力 600T / 24H) の 設 計 に

約 手 し む

平 面 計 画 は 、 ご み 焼 却 機 能 を ス ム ー ズ に 遂 行 し う る 機 械 配 訟 に よ っ て お

の ず か ら 決 定 さ れ 、 建 物 は 収 納 す べ き 機 械 に よ り 必 然 的 な 大 き き と な っ

た。 し た が っ て 全 体 主 し て は 、 四 周 の 壁 面 を 基 測 と し た お と な し い 建 物

に ま と め る こ と に 留 意 す る 一 方 、 内 部 的 に は 従 来 の ご み 焼 却 工 場 の 炉 室

が 非 常 に 附 〈 感 じ ら れ た の に 対 し 、 本 工 場 は サ イ ド か ら と 、 モ ニ タ ー を

応 用 し た ト y プ ラ イ ト か ら の 採 光 を 考 慮 し た。

なお 、 この総 訟 は ゴ ミ ピ ッ ト ・灰 ピ y ト な ど の 特 殊 用 途 の さを間が支配的

に 位fE する こ と と 、 炉 体 を は じ め と す る 重 機 械 、 | 附 属 機 械 類 が 平 面 的 ・

立体 的 に 不 規 則 な 配 置 と な り 、 絞 雑 な 構 造 形 休 を 余 儀 な く さ れ る た め 緋

造計四I ( U では -1其mな 配 慮 を は ら っ た 。 ま た 、 採 光 ・照 明 ・4臭気 ・2E胃1.1・消 火

なと ・の 抱Ａｾ ｾ 生イ ｬ ｩｩ ￬ の 完備により良好な作業 主 主問を硲保するとともに、公害

防 止 面 で も 充 分 に 注 意 を は ら い 、近 代 的 な ご み 焼 却 工 場 に ま と め た。

14  

〈電 気〉

〈空間・衛生〉

〈鉄 骨、〉

〈タ十 迭を〉

〈道@" S主〉

〈吹 イ寸〉

〈ガ τァ ス〉

〈金 属〉

配置図

北 陸電 気工 事 株 式 会 社

山 田 工 業 株 式 会 社

川 岸 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 銑 産業 株 式 会 社

住 友 ウ オ ー ル シ ス テ ム 株 式 会 社

A C 建 材 株 式 会 社

三 好 ガ ラ ス 建 材 株 式 会 社

株 式 会 社 天 野



f最影

所 在 地 大 阪 府 東大 阪 市 水 走500 ー l

敷 地 面 積 33， 803 .  18m
2  

建 築 面 積 5 ，340. 22m
2  

延 床 面 積 9 ， I∞58m
2  

( 工 場 棟 の み )

相似隼声見格ｾ S R C、R C、S i 重

施 設内 容 工 場棟 、 管理 棟、 汚 水 処 理 紋 備 、

トラッ ク ス ケ ー ル 、 ポ ン プ 室 、 そ の 他

処 理 能 力 600T / 24Hr s  

工 期 昭 和48年 3 月 一 昭 和 50年 3 月

室衣

室

室

室

一

史

析

務

衣

子

山

'

A

分

事

一

火

山

町

食

①

②

③

③

⑤

 

図面断 ⑥ プ ラ ッ ト ホ ー ム 管 理 室

⑦ プ ラ ッ ト ホ ー ム

③1111i11 

@投入J l i¥機械 室

⑬ ク レ ー ン 操 作 宅

⑪I) A芥t霊

⑫ IL1 ) f 芥供給 ク レ ー ン

⑬ l準芥投入ホ y パ ー

⑬ 押 入 通 風 機

⑬ 炉 室

⑬ ) A芥 焼 却 炉 本 体

⑫ 灰 出 フ ラ イ ト コ ン ベ ア

⑬灰仕ｾ＿レーン

⑬ 灰 fflli 張

⑫ 電 気 線 路 装 置

@"I" 央制御室

② ｬ ￼Ｎ ｾ｜ｲ 包

③ ベンチュ リースクラパー

⑧誘IJli 泊風機

⑧ 煙 突
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日 本 建 築 協 会 会 告一一一一一

4 通常総会結果報告
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報
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引
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J反 )1ニ 1主 j，l H  

U: 谷川外1I { 1 It 

湯 浅 止t 犬 H

F 山 丈 彦 打

、1'- ｩｾ ｦ｛栄 ｮ

j 、型f' 1l券:日1I It 

i，;; '1'  :. 1111 n  

o  11¥ 1' l  o1t It 

ＩＧ，Ｇ桐正人ｻｾ

f公 開 照 夫 H

d長)J;t i [  - /t 

Ｔ 昭和 ＵＰ 年 ｾ ＵＱ 年度支部選出評議員の選任

作文部 ￬ ￏＡｩ ｉｈ の 新しい，ＩＧｉＧ，Ｎｎ以が下 ＱＱｾ の とおり決まりました ，

( 京都) 川瀬平年 以1I {t 扶桑竹工主側)

4会irli ti-1. (1111  {t 11 -j>: '，[L池(仰

( 中国) 山田 幸 夫 代 l附山 mr: 柳川

‘r-..-js.: f変秋 lt ( ，附Il 興 1

( 和歌山) 児 島 政j，i { t 児 j;，¥411築 'J 場 所 )

北 山 ｪｾ＠ i¥ 11 tirill ，設工業側)

Ｉ｝［回現 ｈ 乃花 ＯｬＮｕｬｩｬｬ 築 ｳ ｩ 主，， Ｑ リ ｬ リｾ， ［ｦｲ ｬ

trl る 育 犬 H (，附H:，ill ，没

( 東海) 服 部 小 虎 ，t ).;附 ill ，泣(仰

民主) 1: iι ，¥ ( 1'，城大学 ill !l¥"f: H l

森 U 雅文 H (附f J 何事m築，l!i ，;1- Ｇｊｾ 務所

小野 勉. f t (仰 大 榊R 仰 耐 えlJi

rl'l み .  lt 愛 知 T: :¥，<k .till 築''{:料、

- 司E喋課よりお願い

本会の1mしは、 f主{ 慨はがきでの巾込を原則といたしております。

返信は大体| 苅1m当日より 4.5日前までに到; " y I i するようが務取扱いは

いたしておりますが、ＡＺｦＱ込をされて、返・ ｊｾ がない場合はご面倒 ｬ なが

ら Ｇ ｊ ｾｾ 監課へお問合せ願います

参加証米Mのため無断欠席をされる万がありますのでご注意lit います。

( 事業課専用電源 06-231 - 964例書)

4 吉本ダイヤビル新築工事の見学会( 第 1 回)

大 阪 駅 前 に 円 筒 形 の 鉄 骨 が 異 彩 を 絞 っ て お り ま す この建物は、

大 阪 市 の 再 開 発J I刊Ij が 進 め ら れ て い る 大 阪 駅 前 地 区 に お け る 民 li n防j

党 の パ イ オ ニ ア と し て 円 引 超 ，:' :j ! Mビルを計画、 「こ こ に 最 も ふ さ わ し

い知市空間j を 創 造 す る こ と 」 を 大 前 従 と さ れ た 吉 本 ダ イ ヤ ビ ル で す。

このビルは、 ifE府方11 を エ レ ガ ン ス 主 円 型 の 超 高 府 建 築 と し 、 1 階

は 緑 の オ ー フ ン ス ベ ー ス と し て 公 開 さ れ 、 3 階 に 遊 歩 廊 を 派 ね た 人

工 デ ッ キ を も ち 、 地 下 2 階~地1 : 5 階までの低府古11には結婚式場、

宴 会 場 、 フ ア ソ シ ョ ン 街 、 高 級 飲 食 街 、 パ ス タ ー ミ ナ ル な ど 、 ま た

6階 - 28階 を 500室の多目的シティホテル、 29階 に ス カ イ レ ス ト ラ ン

が 設 け ら れ ま す。

こ の た び フ ジ タ 工 業 株 式 会 社 殿 の ご 厚 意 と こ' 協力により、欽' f ' l - 組

立 完 成 後 と 竣 工IHJ際 の 2 固 に 民 り 、 こ の 吉 本 ダ イ ヤ ビ ル を 見 学 す る

こ と に い た し ま し た

な お 、 定 員 の 都 合 で 2 r!Eに 分 け て 見 学 い た し ま す 多数ご参加I下

さし、。

日 時 5 月14H附・一一一一 ( A IJ f) 

5  rJ 21 fl附… - 一 ( B JlE)

い ず れ も 集 合 13 . 30→ 解 散 16. 00

集 合 場 所 国 鉄 大 阪 駅 伝j ・悶 [- . ビル 3 号門 ( 南側IJ ) I狗 ・FI標 会 級

定 員 為政J U 01円、計60.?' ，

会 費 200 円

申 込 往 似 は が き に 限 り ま す は が き は l 枚 に 1 名 と し 、 氏 名

・勤 務 先 名 ・連 絡1正J，f ; 番号 ・返 信 用 宛 名 ・郵 便 番 号 ・希

望m. . ? ' ，を記入し、 「庁 本 ダ イ ヤ ビ ル の 見 学J と 明 記 の |二4

H  30 卜I (水) までに主主築 協 会 事業 課 へ。 た だ し 定 員 を 超 過 し

た場介は Ｎｊ Ｑ￙ せんにて決定の上、ご ￬ｩｬｬｾ ｬｉ いたします

なお、旦'1 せ ん 者 て ¥ ご 希 望 の 班 に ご 参 加 願 え な い 場 合 も

あ り ま す の で ご 了 /1明E い ま す。

大ｼ仮 Ｂ￬ｾ じ医総 凶 Ｔ

有 本 l二地建物株式会社

関 丙 地 域 開 発 株 式 会 社

フジタ工業附大阪支が:

敷 地 而 桁 3，244. 6m'  

建 築 面 制 2，546. 5m'  

延床面相 41 ，152. 2m'  

基準階床面積 745. 06m宮

情 j立 規 模 地下 mI S R C & R C泣

地 |二百1I S ;; 主( ただし

2 F ま で 住 S C泣)

さ ltl 高市さ 123. 92 m 

J長礎路面深さ G L - 18 . 7 m

Ｉｪ ｾｩ ｬＧ ｱ［ 骨 ｊ ｅ さ ＳＮＲｭ

外 装 タ イ ル打 込 P C カ ー テ ン ウ オ ー ル

n  事 台 数 113台

ホテル客室数 500宅

見 学 11与の状況 高 層 躯 体 工 ・F完 了 、

J也ヒ12階 ま で外 装 P C カ ー テ ン ウ オ ー ル 取付 終 了

工事概要

所 従 地

位 築 主

総 fT 管 理

設，U' . 施工

，(Ii fl' !  

"・1

円型高層部の基準階平面図

i I!襲 と社会 1975年 4 }'p; .  1 7  



日 本 建 築 協 会 会 告

4 近畿大学医学部並びに附属病院の

新 築 工 事 山 人
見 千 京

大|却下jーの雨知、狭山ニュータウンに隣嫁した Ii - . 陵地に新しく近畿

大Ｇ下の ｉ ｾ｟Ｂ ｪｬＺ ｭｬ が誕 Ｇ Ｑ ＭＭ しました

これは 800 Iぷの総イヤ病院を m・設した教打、研究及び医療のー体化

を阿 っ た |京ヴ:背11で あ り 、 大 阪 府 i*i 日11の 大 メ デ イ カ ル セ ン タ ー で あ

ります

''{:行111民H系は進 'γ: 課程から 111門 課 松 へ の -11 教 育 を 行 い 、 ま た 研 究

仰 の ｼ人｝部に医学総介研究所を配［ Ｍ ［ｾし、教 ｦｻ ・ 研究の効率的全小利川

を，; 1 - 阿しており、また附j瓜病院には '1' 央病庁長システム 、京洋l宗"'f:そ

の 他 に 特 色 が み ら れ ま す

目銀総 小 11 タイル打込み の PC板で地[ された外喰の赤褐色は、 IlH 

j!I: の 駄 に 調 和 す る よ う に 立 聞 き れ 、 ま た t付' [ の，N' 1I H l には充分な l犯1.1I:i'

がなされております

今 川 は ｪ ＡｉＺ畿大学の特別のご ＱＧＯ 立により、 Ｑ Ｉ ｦＮ ｊｉ ｾ､ ｌｦ 去のユニークむ病

院生lr後 を 凡 午 い た し ま す。 多数工参 }J II ドさい

なお、この工 ＧｊＧ［ ご ｪｬｬ 吋の Ｑ［Ｚ 家ｾ築ー ｊ￧ 務所、ＧＡ，Ｈ， ｪｬ ニ Ａｩｬｬ 築設計事務所、 ｕ［ ，

びに松村組、大林組、 :， )1二位設般に干，n . ご々 ttlJ )J ; をいただきました

日 時 5 }J 24 rlC上) 集 介14 : 00→ 解 散17 : 00 

集 合 場 所 近 畿 大 学 附 属 病 院 ・A 凶i 玄関 liij ， " 僚会旗

( 参考〕 ・交通行は各 l司負 JII，のこと

(1)  雌波より l羽海辺欽，: : ) 野線 ，Ｑ Ｎｬｻｉｩ ｉｊ 急行えは ｩＱｆｪ 虚に釆司王→ 「 イｴＮ Ｑｾｊｉｊ

T ' 車→駅前より南海パス釆 t巨 ( 狭 山 ニ ュ ー タ ウ ン h ) → 終 点

の 狭 山ニ ュ ー タ ウ ン ド 車

(2)1削除川卓 ・1 II ，¥qj ¥Jに 2 、 3 本あり ・II)j 安35分 ( 140円)

Iy. iiift ノ〈ス ・15分 li ¥l I'Mで発 『巨 ・ 11 15ぅj- (  801
1
1)  

定 員 401"，

会 費 200 1
1
]

申 込 it 彼はがきに| 浪ります。 は が き は l 枚に 1 1'， とし、氏名

- 勤務先 r，・i主総定話番号 ・j!6f，; m宛r，・郵 便 番 サ を 記

入し、 「近畿大' 下院学部、 I l HM病 院の 見 学」 と明 ;ieの 1'，

4  Jl 30 ＱＱＧ 村までに Ａｩｬｬ 築協会がた ｉ｜ｾ へ

た だ し 定 只 を 超 過 し た と き は flli せ ん に て 決 定 し 、 ごj泊知l

いたします。

工 事 概 要 所 イE 地 大 阪I( .f 1判河 l人，1ｭ￭ｾ 央 ｉ ｌｊｬｬｬ ｦ ｊＮ［｟ ＧＱＡｦＧ ＱＱＷ

設 計近畿大学1 f i' . f l 1l 財務i ) j l営 綿 課

Ｈ的 ｾｪ［ｾＧ ｲｾ 反往築‘ ｊｱ Ｚ￭ｊ ＧￎＩ ｪＭ Ｇ ｦ 附安 ｊｉ 二位築設 ｾ ｉ Ｇ 'J'; 務 IIfr

他 工 附 絵 付 組 ・鮒 J ..;.f材且 - ゾド也設側

般J也凶I:fl' 1 2 5 6 ，300
m 2

建 物 概 要

名 ;ffl; 構 造 ・規 悦 往 築 面 積 延 l附! ' (

(1)進 学 謀 総 校 f??煉 R C j立 地 1' ，4 F 926 m2 3，326 1112  

(2)1ヌ1 )Ir- ft i'i 練 R C ;立 J也 1' ，2 F 、J也 ド1 F  802 11 2，424 11 

(3) '，1i， P' J ? 果花校合縦 S j立 11 5  F  1  ， 152  11 6，228 11 

(4)Mf  究 棟 S j立 11 7  F 、地ド 2 F  1，611"  15 ，418"  

(5)llH Ｉｉｾ＠ 11河| 淀棟 S R C造 11 l l F 、 /1 1  F  6 ，883 11 39 ，825 11 

(6)石必I rrtf 1百 合 R C j.立 11 3  F  1  ，406 11 3，768 11 

12，780 m
2  

70，989 m'  

工 期 i昭和48年 4 }J →nMU50
i
ド3 }J 
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4 建築家のための「みどり」学習会( 第 3 回)

一一香里団地のホみどりかの観察一一

行 い 会 li の 集 L 、では 「みどり について勉偵を ill ね、シリーズと

してお 3 ｛ｵｬ を迎えるに奄リましたが、今 ＱＢＱ は、樹木が ｦ ￬ｊ ｾｩ 境の形成、

{ 主宅地におけるオーフンスペースやランドスケーフ。の村山記 などに立11

Mなる /1 '，IIIJ を 米 た し て い る か と い っ たことを 、 よ り 深 < J"I¥解するた

め の 「みどり 」 学 問 会 を iil: したいと思 L 、ます。

香里 ｉｾｉ の ｪ 立｛，［ｩｊ ，i lJ llij は、 n然、樹木の保存、作. f ; 1 ! : のテー? を1 ' . ¥' っ た ブ

ロ ッ クやi 1r路 の 設 定 な ど バ ラ エ テ ィ に ;;1ん で い ま す このようなさ

ま ざ ま な 尉 木 が 、 住 設 後 17. 1 ド1 i ¥J を統た現点、ど の ように ff ち、人ひ

とや往物とどの よ う な か か わ り を 作 っ ているかを、つぶさに EjtZ4 し、

より良い fi ・' - ( : J 也を，¥1' 阿する中:I

f

( に し よ う で は あ り ま せ ん か ・・・

会 i1 の川氏の多数のご参加1; をお n ちしています

( 芥虫卜JH也〕

J.，:!YJ  ml 心 の 以 北 約 17/" 1/1、 );':1以' ，[ LJ . 士、枚 )j r! i ｾｋ の ｩｈＱＱ 昨今 Ｒ ! . -I/Iに付.

［ｩ ｴｩ ｾ する臼 Ｇ ｾ， Ｚ Ｇ Ｚｪ 30 - 80 川の |主陵地を 11 Ｂｪｾ作定公同が切り ＱＩ ｦＮ ｊ き 、 1: .1'也

1;，( ｊｬｬｊ ￮［ ，Ｇ，ｾｊＱＱ｜＠ ' j ¥業により、 IJfJ 党された fl 官同地である

また、香曳卜Jj . t也は 「みどり 」 にI YoJする陀々の従来がなされ、 T

里 ・泉 北 な ど の ニ ュ ー タ ウ ン1) f. J ＩｴＡＺに大きな ［ｪＡｾ 号事を あ たえた

日 時 5  JJ 31 11 山 ・小 1，Iuがとれ 集 介13 :  3か→解W07 ・00

講 師 irj' '1' 他 1¥ Ｂ 判 ｩＢｴ ＺｾＺＱ 刊 行 部 Ｑｍ 閲 覧 本 部 事 ｌ めＩ j'fl ; j山 J 1. 'll"J f'.t 

鈴 鹿 幸 紘 氏 Ｂ本 ｦ ｩＺＧｴ Ｚ ｾＺ Ｑ 丹 ｗｉ ， 叫幻 ｌ ｬＮＡＡ 築部ム， ｉ ，，ｾ［立 ｬ 叫仰 と

集 合 場 所 ;]¥1:仮パス 「新 芥 里 j jo';O:fWli) j- lii! ・ ( 香 里 同 地 の '1' 心i ) j l l

" 般会脱

( 参々 〕 集イ干 ｊｾｪｬ ｩＩ￭ までの交 ｪ 凶作は作 ＡＧｉ ｦ ｴｪｬｬ

...... 

疋

. 6. .  

ヨ玄

行

申

(1)  ぶ ｬ￭ 反Ｂ正欽は ｪ 壬 ｴｦｦｩ より［［Ｈ行 ｉ ｉｾ i急 行 来 '1;: ( 特定、は刊にまりません )

→ 「芥里 l帝j j Y...は 「枚 J ) 公 I¥i J j 駅 下 車 ( 所 要 約 20分 )

(2)  京阪ノ〈ス ・ 「 芥里 ｉ 叫 」 駅 ｬ￬￭ｪ より→ Ｒ 喜子のりば発①枚 ｽｪＧ ､ｩｾｮ えは

新 香 里 行 来 'fl → 「新 芥 里」 下車( 15分 li ¥J pMて、) H王

(3) 11 • r枚 万 公 開」駅 liij よ り → ④ 又 は ⑥ 枚 J j di 駅 、 芥 里 同

員 ＳＰｾ ぅ

J也、 d長田川 f I 采 'Il → 「新 香 里」 下車 15分間 1

'

Mで

Ｉｾ＠ r巨)

費 500Jl J  ( 資料 代 そ の 他 )

程 13 :  30-→ 14 :  10 ，況 lリ1 ・芥盟 問 地 の い み ど り " に つ い て

14 :  10→ 16:  40 収 地1必然 ( 1&)シグJ 2 - 3 /" 1/1 )  

16:  40→ 17 ・00 '1' 央 公 開 に て 懇 談 会

17 ・00 JJU也にて解11'.<

iE 今InJ ' ( ; 樹木のUi 日とはできません l

込 i HiiI まヵ、きに| 民ります はがきは l 枚 1 r，l浪りとし、 r み

どり ｪ γＺ 門会 Ｈ ｾ￬ 31"1 ) と明記の r: 、氏名 ・勤務光名 ・

所イ1: 地 ・j主給' ，[L，; ，rif存りー ・i民j，un宛r，・郵 1史需りーを『記入し、

4  }  J  30 11 ( 水) までに処築協会。123た課へ。

た だ し 定 ii を超過したときは fl ll せ ん に て 決 定 し 、 ごj凶知l

い た し ま す
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特 定 の 工 作 物 の 用 途 規 制 に 関 す る 政 令 改 正

一建築基準法施行令の一部改正についてー

昭和50年 1 月 9 日付で建築基準法施行令の一部

が改正されました。主な内容は、特定の工作物

の用途規llil lに閲する法改正が昭和49年 6 月 1 日

付で行われましたが、それの政令が定められた

もの です。 なお、 Hf:l利50年 4 月 1 日から施1' 1' さ

れます。

改正条文は、ゴジックにして示しました ので、

参考にしてください。

(大阪市立II 築局主I t 築指辺宇都指導担11 諜 平 林 孝)

|建築基準法施行令の一部改正 |

( 面積、日さ等の算定方法)

第 2 条 ( 第 1 項第 1 号から第 4 号まで田島)

(5) 築造函積 工作物の水平投影面積による 。

ただし、建設大臣が別に算定方法を定めた工作

物については、その算定方法による 。

2. 前項第 2 号、 第 6 号又は第 7 号の「地盤面」

とは、 ・以下回各ー-

4  第 1項第 6 号ロ文は第 B 号の場合における

水平投影而績の算定方法は、 ・以下略・

( 建築設備及び工作物に関する確認申諮手数料)

第11条 法第 6 条第 7 項又は法第87粂の 2 第 2

項 ( 法 第88条第 3 項 において準用する場合を含

む。) ー以下略

(収用委只会の裁決の申請手続)

第15条 補償金額について不服がある者が、法

第11条第 2 項 ( 法第88条第 1 項、 第 2 項文は第

4 項 において ー以下回在 ー

( 有効I面積の算定方法)

第20条 ( 第 1 項第 l 号及ぴ第 2 号略)

(3)  道 (都市計画区域内においては 、法第42粂

に規定する道路をいう 。第144条の4を除き、・・・以

下略。..

(危険物の数量)

第116条 ｾ Ｑ 項の表中

に改める 。

( 危険物の貯蔵又は処理に供する建築物)

第130条の9 法別表第 2 ( は) 項第 6 号、 ( ほ) lTI

1再4 号及び( へ) 項第 2 号 ( 法第87条第 2 項又 li

第 3 項において法第48条第 3 項 、第 5 項及び第

6 項の規定を準用する場合を含む。) の規定によ

り政令で定める危険物の貯蔵又は処理に供する

建築物は、次の表に定める数量を 超える 危険物

( 同表に数量の定めのない場合にあっては、そ の

数量を問わないものとし、地下貯蔵槽により JI I'

蔵される第2石油類、第 3 石油類及び第 4 石油類

並びに容量の合計が 50000 リッ トル・以下略・

3 . 製造施設、貯蔵施設、遊戯施設等の工作物

で法第88条第 2 項の規定により政令で指定する

ものは 、次の各号に掲げる工作物 ( 土木事業そ

の他の事業に一時的に使用するためにその事業

中臨時にあるもの及び第 1号又は第 5 号に掲げ

るもので建築物の敷地 ( 法第 3 条第 2 項の規定

により法第48条第 1項から第 8 項までの規定の

適用を受けない建築物については、第137条に規

定する基準時における敷地をいう 。) と同ーの

敷地内にあるものを除< 0  ) とする 。

(1) 法別表第 2 ( ほ) 項第 3 号 ( 13)又は ( 13の 2 )  

の用途に供する工作物で用途地域( 準工業地域、

工業地域及び工業専用地域を除 < 0  ) 内にある

もの及び同表( へ) 項第 1号 (21 ) の用途に供する

工作物で用途地域 ( 工業地域及び工業専用地域

を除< 0  ) 内にあるもの。

(2)  自動車車庫の用途に供する工作物で次のイ

からノ、まて Ｇ に持 ｾｴ ずるもの 。

イ、築造面積が50平方メートルを超えるもので

第 1種住居専用地域、第 2 穫住居専用地敏文は

住居地域内にあるもの (建築物に附属するもの

を除< 0  )  

口、第 1 種住居専用地域内にある建築物に附属

するもので築造面積が300平方メートル( 同一敷

地内にある建築物( 自動車車庫の用途に供する部

分を除< 0) の延べ面積の合計lニ2分の1を乗じた

値 が、50平方メートルを超え 300平方メー卜ル未

満の場合においてはその値、50平方メートル以下

の場合においては50平方メートル) を超えるもの

ハ、第 2 種住居専用地峨又は住居地峻内にある

建築物に附属するもので築造函積が同一敷地内

にある建築物( 自動車車庫の用途に供する部分を

除 ( 0) の延べ面積の合計の2分の1を超えるもの

(築造面積が50平方メートル以下のものを除< 0) 

(3)  高さが 8 メートルを超えるサイロその他こ

れに類する工作物のうち飼料、肥料、セメント

その他これらに類するものを貯蔵するもので第

1種住居専用地域内にあるもの

(4)  前項各号に掲げる工作物で第 1 種住居専用

地域内にあるもの

(5) 汚物処理場、ごみ焼却場その他の処理施設

の用途に供する工作物で都市計画区域内にある

もの

(製造施設、貯蔵施設、遊戯施設等)

第 144条の2 第 138条第3項第 1号から第 4 号ま

でに掲げるものについては、第 137条中法第48条

第 1項から第 8 項までに関する部分、第137条の

4 及び第 137条の 10第 2 項 ( 第 3 号 を 除 < 0) の

規定を準用する 。 この場合において、第 137条の

4 第 2 号及び第 3 号中「床面積の合計」とある

のは、「築造面積」と読み替えるものとする 。

2  第 138条第3項第 5 号に掲げるものについて

は、第 130条の2 ( 第 1項第 1号及び第 3 号を除

(  0) の規定を準用する 。

第 10章 雑 則

Ｈ 市町 村 の建築主 ｾ ｊ ｯ［等の特例 Ｉ

第148粂 ( 第 1項及び第 2 項略)

3 .  (田畠)

(1)  法第9条( 法第88条第 11頁及び第 4 項並びに

法第90条第3項において機用する場合を含む。) 、

法第 9 条の 2 ( 法第88条第 1 項及び第 4 項並 び

に第90条第3項において準用する場合を含む。)、

法第 9 条の 3( 法第 88条m 1項 及び第 4 項並びに

法第90条第3J 買においてi ¥主用する場合を含む。) 、

法第 10条 ( 法第88条第 1 項及び第 4 項 において

準用する場合を含む。) 、法第 11条第 l 項 ( 法第88

条第 l 項 及び第 4 項 において準用する場合を含

む。) 、法第 12条 ( 法第88条約l 項及び第 4 項 にお

いて準用する場合を含む。) 、法第 18条第9項( 法

第88条第 1 項 及び第 4 項並びに法第90条第 3 項

において準用する場合を含む。) 、 以下略…

( 特別区の特例)

第 149条 (略)

( 第 1 号から 4 号まで目白)

(5)  第138条第 l項各号に掲げる工作物で前各号

に掲げる建築物に附置するも の及び同条第 3 項

第 2 条ロ又はハに掲げる工作物で前各号に掲げ

る建築物 に附属するもの

( 第 6 号及び第 7 号略)

2.  (略)

(1)  法第 9 粂 ( 法第88条第 11賞、第 2 項及び第

4 項並びに 法首¥90条第 3 Jfi において準用する場

合を含む。) 、法第 9 条の 2 Ｈ 法書 ｾ ＸＸ 条第 Ｑ 項、

第 2 項及び第 4 項並びに法釘¥90条第 3 項におい

て準用する場合を含む。) 、法m90条の 3 ( 法第

88条第 1 項、 第 2 項及び第 4 項並びに法 m90条

第 3 項において準用する場合を含む。) 、法第10

粂 ( 法第88条第 1項及び第 4 項において準用す

る場合を含む。) 、法第11 条第 1項 ( 法第88条 第

1項、第 2 項及び第 4 項において準用する場合

を含む。) 、法第 12条 ( 法第88条第 1)算、第 2 項

及び第 4 項において準用する場合を含む。) 、法

第18粂m 9 項 ( 法第88条第 1 項、 第 2 項及び第

4 項並びに法第90条第 3 項において準用する場

合を含む。) 及び法第93粂の 2 ( 法第88条第 2

項において準用する場合を含む。) に規定する

都知事たる特定行政庁の権限 以下略 一

附 員IJ

( 施行期日 )

1 . この政令は 、都市計画法及び建築基準法の

一部を改正する法律 ( 昭和49年法律第67号) の

施行の日 ( 昭和50年 4 月 1 日) から施行する 。

(  2 から 4 まで略)

(地方公共団体手数料令の一部改正)

5  地方公共団体手数料令( 昭和30年政令第330

号) の一部を次のように改正する 。

建築基準法第88条第 2 項の改正に伴い、製造施

設、貯蔵施設、遊戯施設等の許可申請手数料の

基準 (表 現) の追加

(  6 から 29まで略)

(建築基準法施行令の一部を改正する政令の一

部改正)

3 . 建築基準法施行令の一部を改正する政令

( 昭和45年政令第333号 ) の一部を次のように改

正する 。

附則第 2 項中「第 144条の3第 1) 冥各号」を「第

144条の4第1 l 賓各号」に改める 。

建築と社会 / 1975年 4 月号 1 9  
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. ワンタ ッチ開閉操作 で す .

弊 社 独 特 の ワ ン タ ッ チ 問 問 機 榊( PAT. P )

をセットしているため、内粋を押 しよげ

る繰 作 だけで、簡単 に開閉 します 。

. 施工が簡単です.

I i 日問機構が内蔵されているため、 UHIJn ツ

マミの穴をあける必要がなく、更に従来

品と巽なり点検口を天井にセッ 卜した状

態のまま、簡単に内枠ボードを取付ける

ことが出来ます。

. 丈夫で美しい外観です.

アルマイト処理を完全に施しているため 、

いつまでも美しく、丈夫です 。 しかもＱｬ ｾＱ

閉ツマミなど附属品が外的に出ていませ

んので、 外 観 が シンプ Jレでスッキリして

います 。

. 種類が豊富です・

規 格 寸 法 (m/m)

ザンヲミ非点機ロ

タテ ヨコ 高 サ

3 0 3 X 3 0 3 X 4 5  

4 5 4 X 4 5 4 X 4 5  

6 0 6 X 6 0 6 X 4 5  

品 添

# N 3 0  

# N 4 5  

# N 6 0  

ダ4

ご注文により、規格寸法以外も製作いた

します。

ー

，

1

 

• • 

. 床点検口も魅力い っぱいです.

* アルミニウム床点検 円はハ ー ド 7 1レミ

ニウムを使用 、 ピス ・アンカーなども

5愈カなメッキをほどこしていますから、

強 度 、 耐J努触性はパッグンです。

また、モ Jレタルなどの銭高9! 面 には、高

度なア Jレマイト処理をほどこしていま

す。

* 工L鈴 ・ステンレス張り床点検 1 1は2富山

出11分の強i I.立もおく 、 いつまでも美しさ

を保ちます 。

*  A  .  B  ｾ正丹 Ｑ t型床点検1 - 1 は、 1 台 でP タ

イ J レとモ J レタ J レ主主そ れ ぞれに使い分け

ることが出来ます 。

Ｊ 半 ￭ Ｇ ｉ ｊ Ｎ立の日い ｾ ｉｰ 出機 の組合せであるため、

気官官性がおく 、臭気のもれる心配があ

りません。

・規 俗 寸 法. m/m 

ご注文により 、規格寸法以外も製作いた

します。 また 、オ ールステンレス、オー

Jレn鎗 製 も 別 注 製 作 いたします。

タテ ヨコ 高 サ

3 0 3 X 3 0 3 X 4 0  

4 6 0 X 4 6 0 X 4 0  

6 0 6 X 6 0 6 X 4 0  

一

日

間

一

…

特

許

ワ

ン

世

ツ

チ

機

岨

帽

を

探

用

株式会社ダイケン

本 社 ・大阪市津川区新高2 丁目 7 番 13号

tI1Ii l説 l 掛 川

夏草宮. 所管03(1621419附 lu瞳宮舞所副 11(l1li1) 312ト4

Ｊｵ 工 唱時 限 ｬ 筋師貰車工 場醐 疋仰 Ｑ ＶＱＱＱｾ

+ 三工 唱tI1Ii (貌日間寸重 圃工唱国143(43)沼 ト長

岡山工唱 。宮』息所包岱磁国 2111111

中島出彊所包岱82(71)0四

住 宅 産 業 の 総 合 メ ー カ ー で あ る 弊 社 で は 、天

井 点 検 口 ・ 床 点 検 口 の ほ か 、 ガ ー デ ン ・フ ェ

ンス 、 ガ ー デ ン 門 扉 、 ガ ー デ ン ハ ウ ス 、 カ -

J 、ウス 、 カー ロビー、 へ・ランダ、 テ ラ ス 、 ク ー

ル トイ レ 、 そ の 他 住 宅 関 連 資 材 を 各 種 製 作 ・

販 売 し て お り ま す 。
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し¥

し¥

か

ら

丈 !

夫 i

だ、

か
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ク
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カ タ ロ グ を ご請 求下 さ い
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読者の頁

コ ン ペ に お け る 空 間 一一最高裁判所一一

戦 後 最 大 と い わ れ た 挫 築 物 が で き あ が っ た . そ

し て コ ン べ と い う も の が 我 可 個 人 的 . . 力 個 人 的

経 済 的 背 景 " そ し て 個 人 的 . エ ネ ル ギ ー " を 趨 越

し た も の と し て 君 臨 し 、 時 代 の 象 徴 と し て の 拡

が 怒 さ れ た 。 こ の コ ン ペ が 行 な わ れ た 頃 、 必 は

滋 賀 の 片 田 舎 で 彦 被 械 の 石 垣 と 城 、 そ し て 背 い

主 主 を 眺 め の ん び り と し て い た . "!Qi: IUI . . の概念の

中に" 個人、とか・コノレとか“ ラ イ ト と か い っ た

ロマンチズムをもってオ公中本を l挑 め て い た 。 こ の

ｬｬｾ 比千車内個人の ｫ ｴｴＭ蕊とも思える ｊ ￯ 註百Ｇｲ，ｾｩｉ￬判戸斤のコ ン

ベ の 展 示 会 で 、 琵 琶湖 の ーお 自 に も 似 た 入 選 裟 を

見 た 時 、 7 ト こ の 世 に 天 図 と か 地 獄 と か い っ た

も の が あ る な ら ば 、 あ の 賞 金 に 縦 〈 赤 〈 燃 え た

夕 陽 は 、 人 々 の ' L、 の 中 で 天 国 と し て 生 き て ゆ く

"rt正 " で あ ろ う 。 あ の 裁 判 所 で 行 な わ れ る 判 決 は

入 選 突 の 夕 陽 の 中 に 含 ま れ て い る 天 国 へ の 都 わ 、

そ の も の で は な い だ ろ う か と 胸 を 附 ら せ た の は

五 年 前 で あ っ た 。

し か し 、 今 私 の 手 併 に あ る 雑 誌 か ら み る こ の 辿

物は非 Ｃｩ Ｍ ｩ ｾＧ に冷たい 。そして 人 ｉ ｈｬスヤ ー ルという

も の と ど め よ う な 所 で 結 ぴつ い て い る の か 全 〈

F坪 か ら な い も の と し て 、 毛 ム の IIht に 写: っている.

外 壁 に 使 用 さ れ て い る 花 陶 岩 稲 悶 石 、 そ れ は 百

分 の ー の ス ケ ー ノ レ 的 中 で 生 き て き た 紫 材 な の か .

' I ' . l . には疋王の固まりとしでもあの抱昨釦は島平らない

し、また、 何 を 人 々 に 踏 り か け よ う と し て い る

の か も 解 か ら な し 」 石 と し 寸 君 主 材 を 考 え る 時

私 は 関 西 に 住 ん で い る 関 係 で あ る か も 知 れ な い

が 大 阪 織 の 石 垣 を 思 い 起 こ す 。 そ こ に は 八 位 敷

と か い っ た マ イ ル ス ト ン が 組 ま れ て い る . そ れ

が 人 IHI を 一 向 に 圧 迫 し な い で 自 然 体 と し て 存 在

し 、 時 代 を 越 し う る の は 、 人 間 的エ才、ノレギーの

集 約 が あ っ て 始 め て 何 年 も 何 百 年 も 越 え て 生 き

続 け て ゆ < ZI: i C ができる の で あ ろ う 。 こ の泊Z物 を

園 固 圃 園 <No . 川村〉

斎 藤知 信

私 の 勤 務 し て い る 会 社 は 、 ri!t抗Lの ill 材 」 と い

うZJJ . で P R し て い る よ う に 、 i:J 王' ¥; m材( 内外装

l次イ寸材や主主床 材、 i坊似l 材 や 療 治 剤 、 機 械 基 礎 用

グ ラ ウ ト 材 等 ) の メ ー カ ー と し て 、 ま た 長 尺 床

材 や 磁II器 タ イ ノ レ 等 、 イ ン テ リ ア 材 、 フ ァ y ショ

ン 建 材 の 総 合商 社 と し て の こ 種 類 の 簡 を 持 っ て

います。

こ の 中 で 私 の 所 属 し て い る 商 品 開 発 音11では、 i &

式 総 材 会 音11 を あ つ か っ て お り 、 建 材 メ ー カ ー と

し て の 立 場 が 、 一 番 明 確 に 現 わ れ て い る 昔11所 で

上 谷 宣 男

.>，l， て 思 う 司 王 、 そ れ は 人 !日1と し て の エ ネ ル ギ ー が

何 と な く 感 じ ら れ な い . 人 tt 目的 エ ネ ル ギ ー そ れ

は Y 干" とか. 凶1 . . とか. . 動" とかいったものではな

い で あ ろ う o " aT . 的" なもの“ 無機的" なるものの

中 に も そ れ は 存症 し て い る で あ ろ う 。 し か し 、

そ れ だ か ら と い っ て 非 人 間 的 な も の の 中 に そ れ

をf感じる司王はがとしてできないて' あろう。またミ

ニ チ ュ ア 空 l則的 中 か ら も そ れ ら の も の は 決 し て

m匹 じ ら れ な い で あ ろ う @

人 ｉ ｈｬ という生きものは体を切れば泊ｬｩＮｾ引が飛占。

そ し て そ の 切 口 は 決 し て 豆 腐 を 切 っ た よ う な 切

口 で は な 〈 、 物 質 を 引 き ち ぎ っ た か の よ う な 再

び ぴ っ た り と 以 前 の 物 質 を 形 成 す る 事 の で き な

い 切 口 で あ る 。 そ れ が 空 間l の 切 断 で は な い だ ろ

うか。人がt 11) る と い う 事 、 そ れ は 切 断 面 が そ れ

ぞ れ 終 な る 事 を 意 味 す る 。 こ の 最 高 裁 判 所 内 最

も 良 い ア ン グ ル と 思 わ れ て い る の で あ ろ う が 、

全 て の 雑 位 、 の 中 で 探 り 上 げ ら れ て い る 写 真 を 見

る 時 、 私 の 体 的 且l 液 は ー 11鼻 冷 め た し 、 鉛 の 流 れ に

変 っ た 。 そ れ は 百 分 の ー の ス ケ ー J レ の 物 体 が 百

倍f と な っ て そ こ に 出 習もし て い る で は な い か 。 ニ

れ は 一 人 の 人 間 的 手 に よ っ て 自1) ら れ た 空 間 と し

て は 苦 手 跡 で あ ろ う . 岡 田 氏 の オ ル ガ ナ イ ザ ー と

し て の 手 腕 で あ ろ う 。 成 仏 独 股 と い う 建 設 オ ル

ガ ナ イ ザ ー の 中 で 育 っ た 人 fll] で し か 創 り 得 な い

物 、 そ し て 創 つ て 申 〈 手 法 の i過白平程呈の梢成は挫築

家と呼ぱれる個人そのものてで- ，( は立な〈主建註築Z設宜言計十才

Jル レ ガ ナ イ ザ 一 そ の も の を F凡正

岡 図 氏 が こ 町 狙 池I物 の デ サ ザ ， イ ン に つ い て 次 の よ う

に 雷 つ て い る . ｣ ｦ倹興の Ｗ背 Ｂｈ 後圭 に立つ女 ｦ性主を町 ｾｩ 盛謀じる ｊ

と@ そ し て ま た 「 コ ン ベ は 形1悠岱の美を泣逃皇ぷもの

てで' (は立なしい、、。 百丁古 ｅ 他 Ｒ を立 ｾＮＮｬ ぐ勺 ｊ とルい、う j軍砥Lに書晋つてい

る 。 ご れ も 一 世 あ る 司 王 か も し れ な い 。 し か し こ

の 組物 の 背後 に 感 じ る も の そ れ は 女 性 そ の も の

〈 、 バ ラ エ テ ィ ー に 富 ん で い ま す 。

こ れ ら 数 々 の 仕 事 の 中 で 、 私 達 が 常 に 気 づ か っ

て い る 問 題 が あ り ま す 。 そ れ は 湿 式 建 材 の ウ ィ

ー ク ポ イ ン ト 、 い わ ゆ る 現 場 に お い て 施 工 し な

く て は な ら な い 材 料 で あ る が 為 に 、 現 場 に 材 料

が納入されて以後の包ー理体 ｈｾｉ であります。

現 在 の 械 に 工 場 並 び に 研 究 所の 設備 が 充 実 し 、

品 質TI ・王I ! が十分に行きとどい て き ま す と 、 材 料

上 の 問 題 点 と い う事 は 、 ま ず 出 て き ま せ ん。 例

え ば 、 吹 イ 寸 材 、 主 主 床 材 等 の 樹 脂 系 統 の 材 料 に お

て て は 、 各 ロ ッ ト ご と の 抜 き 取 り 試 験 等 に よ っ

て 全 て に 波 っ て チ ェ ッ ク す る 司 王 が で き 、 完 全 な

る商品である ｾ ｊｾ ｩｊ＼笑証された後に出荷、とい う

形 態 を 取 っ て い る か ら で す 。

と こ ろ が 、 施 工 す る 前 の 生 の 状 態 の 湿 式 建 材 と

す 。 会 社 に お け る 主 な 役 割l は 、 新 商 品 お よ び 新 いうものは、非 Ｇｩ［ｾＧ にデリケートな材料であり、

工 法 の 開 発 、 営 業 部 只 の 簡 品 知 織 向 上 の た め の 水 分 、 熱 、 お よ び 直 射 日 光 と い う も の を 鑑 端 に

研 修会 5昨日ili 、 施 工 業 者 に 対 し て の 施 工 指 様 、 現 嫌います 。 必袈以 外 の反応を起こす ｾ ｊｾ があるか

場 に 且IJ し た 適 切 な 工 法 を 行 な う た め の 仕 様 岱 作 らです。

成 等 に く わ え 、 担 当 商 品 の 市 場 性 、 地 域 性 の 把 そ の 為 に 現 場 に お い て の 官 官1 ( 雨 が か か ら な い

握 、 売 上 げ 状 況 の 翻 査 お よ び 次 年 度 の 見 通 し 等 、 よ う に シ ー ト を か け た り 、 屋 内 に 入 れ た り す る

プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム 的 な 要 紫 を 多 分 に も ち 、 は 事 ) が 十 分 に 行 な わ れ る 必 婆 が あ る の で す 。 温

て は ク レ ー ム 調 査 、 処 理 ま で と 非常 に 間 口 が 広 式 建 材 と い う の は 包 ・ 理 状 態 に よ っ て か な り 左 右

で な 〈 、 女 性 的 弱 さ を 感 じ る の は 必 だ け で あ ろ

う か 。 女 性 独 特 の 性 " の 反 価 点 に あ る 優 し き "

を 感 じ る . ):iCが で き な し 」 女 性 特 宥 内 側 υ ¥そ れ

を! Qi : rJ Iの 中 に 感 じ ら れ て 仕 方 が な い. あの主主物

的Tr oJ 商品主にある取 っ て 付 け た か の よ う な 倒 木 "

そ れ は 女 性 的 制 ぴ の 一 手 段 と し て 涙 " そ の も の

ではないだろうか。同じように長い ｊＺ ｉｊ の挫設 ｊｾ Ｉ

!日l を用いて主) ! ; てられたウオッオンのシドニーの

オベラハウス、ニれと枇悶裁判所と ｬ 百 ｊ Ｍ Ｊｊｾ 上で

愉 じ る 司王 は 不 可 能 で あ る か も 知 れ ないが、 同 じ

よ う に 長 年 月 と コ ン べ と い う 手 段 の 中 か ら 生 れ

て 来 た 建 物 と し て 考 え τ ゆ 〈 時 、 何 と な く 前 者

は 無 条 件 の リ ズ ム 美 が あ り 、 後 者 に は そ れ が 感

じ ら れ な L 、 . こ れ は 迎 設 者 向 中 に あ る 創 造 へ の

思 み ー へ の 鈴 な り で あ る か も 知 れ な い. 可古E性、

そ れ は 長 年 月 の 聞 に 酸 し 出 さ れ て 米 る も の で あ

ろ う 。 そ し て そ の 可 能性 を ニ の 雄 物 的 中 の ど こ

に 組 め て し ま っ た の か。 そ れ を 探 し 出 す 司 王 の で

き な い の は何 故 な の か .

抱ＡｾＦＮＡを凡る ＱＱ 寺、私はそれが私の心の中へ何かを

打ちＱｉ｟ｮ らＭｾかどうかをチミ旬 Ｗ にする 。それは オ勿を

抱1) る と い う 行 為 の 中 で 色 々 の 手 法 と い う も の が

存者E す る で あ ろ う が 、 し か し 、 そ れ ぞ れ の 手 法

的 中 で生 れ 出 て く る も の 、 ま た 、 そ れ に 対 峠 す

る か の よ う に 存 在 す る 感 覚 と い う も の 、 あ ら ゆ

る 知 微 な り 手 法 が あ る 瞬 間 、 瞬 発 的 に 出 て 〈 る

も の だ と し 、 え る の て ' は な い だ ろ う か . そ う し て

々 え て ゆ く な ら ば あ る 物 を 見 た 瞬間 と い う も の

の! i i ¥' ，じ 、 そ れ は 大 七 日 な ま た 宜l 裂 な ポ イ ン ト で あ

ろ う 。 こ う し て 見 て い る 松 町 裁 判 所 は 何 と な く

ミ ニ チ ュ ア 自 の で 私 に 感 動 を 一 向 に 湧 か せ て 〈 れ

ない。事 ｕ 主 Ｇ ｊ￯ 止［ｴｾｾｩｉ￬半 ｬ Ｉ ｰｊ 干の中のｾｩｉ￬ Ｇ ｉ Ａ ｉ Ｉ Ｇ￻・ｾ Ｇｙ ｉｉ 或カ ･ 夕

方 派 . が 多 い と い わ れ て い る 芯 突 と 結 び つ け て

J貯 え る の は 巧 え す ぎ で あ ろ う か。

同 じ l時 期 に 中 央 文 化 、 中 央 行 政 庁 か ら 主 主 〈 離 れ

た 倉 敷 と い う 町 に 故 大 原 総一 郎 氏 と い う 側 人 の

定 : 般 が 一 つ の 町 並 を コ ツ コ ツ 造 っ て ゆ 〈 。 そ の

一 つ の 前 進 で あ る ア イ ピ ー ・ス ク ェ ア が 完 成 し

た . そ の 写 真 ー が こ の 裁 判 所 と 一 緒 に 掲 載 さ れ て

い る 。 浦 辺 氏 肉 眼 つ き が 故 大 原 氏 の 意 志 向 流 れ

を く ん で こ の 迷 い 地 へ 可 憐 な 花 を 咲 か せ て い る 。

そ の 花 の 災 し さ は 、 東 京 で 咲 い て い る 大 き な 花

よ り も 災 し く 思 わ れ る の は 何 故 だ ろ う か 。

花 は 美 し く 咲 く べ き で は な い だ ろ う か .

( 一部編集部て'略しました )

さ れ ま す が 、 十 分 に 管 理1さ れ た 現 場 に お け る 仕

上 が り は 、 こ の 材 料 を 常 に あ つ か っ て い る 私 達

に と っ て も 、 目 を 見 張 る ほ ど の 締 施 さ を 持 っ て

います。

こ の 械 に i1-:' 式 建 材 は 、 材質 匂z迎 、 保 管 管 理 、 施

工包= 理1等 、 全 て の 管 理 主 体11111 の 上 に 成 り 立 っ て お

り 、 こ れ ら が 全 て 総 合 さ れ て こ そ 、 私 迷 が苦 労

し て 作 り 上 げ た 材 料 の 而 目 が一 新 さ れ る のです。

私 達 商 品 開 発 部 は 、 研 究 所 の ス タ ッ フ と 共 同 し

な る べ く 使 用 し や す い 、 ま た 施 主 ・設 計 者 の 袈

望 に 答 え ら れ る 材 料 を 開 発 す べ 〈 努 力 し 、 日 進

月 歩 し て お り ま す。

( 妹 式 会 社 エ ー ビ ー シ ー商 会 商 品 開 発 部 )

建築と社会/ 1975年 4 JI 号 2 1
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マスチッヲヲ1 : 1 - 9:.1ヲ“

耐久性のすぐれた防湿床材

特 長

1  耐久性: 而す久性にすぐれている 。

2  耐摩性 : 摩耗の度合が低〈、ホコリなど生じない。

3  すべり抵J克'性: すべり抵J克性にすぐれている 。

4  復元性: 弾性があり 、万一亀裂ができても使用している問に復元する 。

5  粘着性: 多少湿っていても、コンクリート、金属、木など、 どんな面にも

よく粘着する 。

6  不燃性: 引火のおそれがなく、ガス工場、爆薬工場の床に使用されている 。

7  無毒無臭 : 完全無毒で各種食品工場、貯蔵庫に多〈使用されている 。

，園、£

FLl NTKOTE 

、J

フ リン トコー トについ てのお問合 せは下記 へ

⑬ 

ｪ 脈武 ＸＵＱ シェル厄 ｾｩ～ 版発売所
ＷＮｊｾｉＭＺｉｾｉＭ 施工販売部

大 阪 ⑮532 大 阪 市淀 川 区 西 中 島 2 丁 自 11番 30号 室:r ( 06) 303 - 7131 

東 京 ⑮104 東 京都 中 央 区 宝 田J 2丁目 4番 地( 第2ぬ円 彦 ビル3階 ) n ( 03)  562 - 4646 

名 古 屋 ⑮461 名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町3の 47 ( 日本 僑 ビ ル4 階 ) 宮 ( 052) 931 - 8537 

広 島 ⑮730 広 島 市 東 白 島 町 1 5 番 6 号 ( 西 林 ピ ル 3 階 ) n ( 0822) 21 ー 1224

福 岡 ⑨810 福 岡 市 中 央 区 舞 鶴 l ー 1 - 5  ( 舞 鶴 ビ ル 3 階 ) 宮 ( 092) 77 ー 1961
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ニュ ス原稿をお送り〈ださい.

-

東 大 寺 大 仏 殿 昭 和大 修 理

一一一 中 心 と な る 須 屋 根工 IJI

世 界 最 司 大 の 木 造 建 築 物 で あ る 東 大寺 大仏 殿 の 修

理 が 昨 年 夏 よ り 始 ま っ て い る 。 修理! の主体目的

は 雨 も り の 原 因 と な っ て い る 瓦 の ふ き替えで、

こ の 修 理 の う ち 最 も 大 工 事 と な る 須 属 栂 は 工 事

中 の 足 場 と 大 仏 殿 の 仮 屋 根 を 兼 ね た も の で 大 仏

殿 を す っ ぽ り 包 む 形 に な る 。 鉄骨 怨 方 の 作 業 空

間 が な い た め 、 工 事 担 当 の 消 水 建 設 側 て 北 新 工

法 を 工 夫 、 「 あ ら か じ め 大 仏 殿 の 側 面 で 鉄 骨 を 組

立て、 特 別 装 誼 ( コロ ) で 機 に 移 動 さ せ る ス ラ イ

ド工法 J を 用 い て い る 。 工 期 は 昨 年 6 月着工、

こ の 夏 完 成 の 予 定 で 、 そ れ か ら 本 絡 的 な 瓦 の ふ

き 替 え が 始 ま る 。 大 修 理 の 完 成 ま で 5 年 か ら 10年

か か る と い わ れ 、 工 費 も 須 屋 機 関 係 だ け で 約15

億 円 、全 体 で60億 円 を 要 す る と い わ れ て い る 。

・ ｾ ｔｉ 屋根の大きさー・間口 ＸＶ Ｎ Ｔｭ 、奥行 ＷＹＮＲｭ 、

ｲＮ ｾ さ ＵＵ ｭ 、東京 の 丸ビ ノレをすっぽり波う大きさ。

. 明 治 大 修 理 (70年 前 ) は 総 工 費72万 8，429 円 36

銭 7 厘 ( 現 在 予 算 の 1/ 10，000) 当 時 玄 米 1 石

(l 40kg ) が 10円 。

・作 業 人 貝 ー 明 治 の 大 修 理 は 延 べ 24万 6，000人 。

昭 和 の 大修 理 は そ の 1/ 50 で す む 。

- 昼キ良瓦は当ι 通 の 瓦 の 面 積 4 倍 、m盆 8 f音の 超

特 大 13万 枚 、 重 ね る と 日 士 山 よ り 高 く な り 、 乗

用 車2，500台 分 と 同 重 量 の も の が 昼 般 に か か る 。

圏圃圏圏

『新 し い 構 造 設 計 の 実 際 鉄f 掘 っ

村 川 +ー・ 青柳英之共著 学 芸 出 版 社 A 5 辛Ij ￥ 2400

本 住 は 、 第一 線 の 笑務 家 ( 昭 和 設計村長造部長 ・

主 任 ) で あ る 著 者 が 初 級 技 術 者 ・学 生 を 対 象 に

笠 宮 な 笑 務 経 験 を い か し て 、 設 計 技 術 を 規 準の

使 用 者 の 立 場 に た っ て 執 筆 し た 、 わ か リ や す い

最cf-if の 実 用 舎 で あ る 。

日常 の 業務 経 験 に 基 づ い て 最 新 技 術 を わ か り や

すく解説した第 一 部は、①建築物の Ｇ ｬｾ 組を考え

る 、 ②材料、 ③ 綾 合 苦[1の機 械 、 ④ 苦[1材 の設計、

⑤鉄筋コンクリート昔日材の設計ーからなり、第 二

部 は 椛 造 設 計 計 算 役 笑 例 に 詳 し い 解 説 を つ け 加

え た も の で 、 ユ ニ ーク な 内 容 は 類t!? に は 見 ら れ

な い も の で あ る 。

圏 圃

I1"p c板 プ レ ハ ブ、工 法」 高 木 笠

み 終 え た 現 在 で は も っ と 早 〈 読 め ば よ か っ た と

後 悔 し て い る 。 なぜなら、 P C工 法 に 関 連 す る

諸 問 題 を こ れ 穏 丁 箪 に わ か り 易 〈 解 説 し た 岱 に

は 未 だ か つ て 出 会 っ た こ と が な か っ た か ら で あ

る。

我 国 に お い て P C工 法 の 研 究 が 始 め ら れ て か ら

お よ そ 20年 、 実 用 の 段 階 に 入 っ て か ら で も す で

に 10年 以 上 を 経 過 し て お り 、 そ の 聞 に 出 版 さ れ

た 海 外 文 献 、 研 究 報 告 、 技 術論 文 な ど は 数 え 切

れ な い 程 多 い が 、 こ れ ら の 諸 情 報 を 総 合 務 理 し 、

一 冊 の 単 行 本 に ま と め た も の は 我 国 に お い て も

そ の 例 が 少 な ル 、 不 思 議 と い え ば 不 思 裁 で あ る 。

しかし 、 よ 〈 考 え て み れ ば こ れ だ け の 内 容 を ま

と め る た め に は 長 年 に わ た る 笑地 の 経 験 が必 要

なことは勿論、日 Ｇｩ［ｾＮ この問題と取り組みながら 、

[!良 られた時H :nを さ い て こ れ を ま と め あ げ る だ け

の 情 熱 と エ オ ノレギーを合わせ持つことが必 姿 で

あって、言佳にでも I工{ 以めできることではな L 、。 そ

の 意味 に お い て 著 者 は そ の 条 件 に か な っ た 数 少

ない 一 人 で あ り 、 む し ろ 第 一 入 者 と い う べ き か

む知れない。

この舎の特徴は、 P C工 法 関 係 業 務 を 本 業 と す

る 専 門 技 術 者 が 頭 の 中 を 3経 理 し 直 す た め の ハ ン

ド ブ ッ ク と し て も 、 こ れ か ら 勉 強 を 始 め よ う と

す る 初 心 者 の た め の ガ イ ド ブ ッ ク と し て も 利 用

価 値 が 高 いという こ と で あ り 、 さ ら に 特 筆 す べ

き点は 、こ の 岱 が 単 な る 技 術 解 説 舎 で あ る に と

ど ま ら ず 、 こ の 工 法 を 媒 体 と し て 建 築 産 業 が い

か に 近 代 産 業へ脱 皮 す べ き か と 論 じ 、 そ の 方 向

づ け を し て い る 点 に お い て 建 設 企 業 の 経 営 者 に

と って も必、言売のぞF と い え る こ と で あ ろ う 。(50.2.25)

( 日本住毛5公団関西支社工司王監管部大阪西工事事務所長)

土 谷 耕 介 著 A 5 判 3 14頁 ￥2200 技 術 害 院

土 谷 さ ん か ら こ の 本 を い た だ し 、 た の は 、 出 版 後

間 もない去年のI l . のことであった 。 当 時私 は 担

当 し て い た H P C工 法に よ る 高層 団 地の 竣 工 も

r: 1] 近 か で あ り 、 そ の 後 も 地 工 報 告 刊 を ま と め る

こ と に 精 一 杯 で 、 正 直 の と こ ろ こ れ を 読 み 通 す

だ け の ゆ と りカずなか っ Tニ。 し か し 、 こ の 空Fを言先

そ め い よ し の ざ く ら {まら手斗 P runus  yedoensi s 

桜 ほ ど 日 本 人 の 生 活 に 溶 け こ ん で いる 樹 木 は な 定 さ れ 、 生 長 の 早 い こ と 、 花 が よ く つ く こ と な

い。「花 J と い え ば 桜 で あ る 。 春 の 本 絡 的 な 訪 れ ど の 特 徴 が あ り 、 幼樹 や 樹 令 の 若 L 、木では移植

を 感 じ さ せ 、 全 国 の 至 る と こ ろ に 見 ら れ 、 人 々 が 易 〈 、 進 国l樹 木 と し て よ く 使 わ れ て い る 。 し

を 行 楽地 へ と か き た て 、 浮 立 っ た 気 分 に さ せ る 。 か し 、 寿 命 は 極 め て 短 < 30年 程 で 樹 勢 が 衰 え て

校 庭 の 桜 は 新 入 生 を 迎 え 入 れ 、 校一 面 の花 は 極 く るので若木を事ili 植 し て いく 必 要 が あ る 。 この

め て 印 象 深 い も の で あ る 。 各 地の桜 の名所から、 サ ク ラ の 中 心 は i湖 東地 方 で あ り 、 花 色 も 鮮 や か

「つぼみふくらも・ J 、 「ち らはら i咲き 」、 r 3 分 l咲 で あ る が 、 関 西 で は や や 白 っぽく 見 劣 り が す る 。

きJ ・・・・ e ・・ な ど と 刻 々 変 化 す る 様 が 伝 え ら れ 、 し か し 、 土 地 に 対 す る 逓 応 性 は あ り 、 高 燥 で 表

季節i の 訪 れ を 知 る こ と が で き る 。 日 本 列 島 は 南 土 が 深 〈 、 比 較 的 肥 沃 な 土 地 に 通 し 、 海 外 に も

か ら 北 へ 開 花 時 期 が 1 ヶ月余りへだたっており、 およが って いる 。

「桜 前 線」は 3 月 中 下 旬 から 4 月 下 旬 に わ た っ て 神 社 境 内 に ヤ マ ザ ク ラ 、 仏閣 の 庭 に ヒ ガ ン ザ ク

北 上 す る 。 こ の 桜 を 追 っ て 旅 行 す れ ば 、 す ば ら ラ と サ ト ザ ク ラ 、 公 園 広 場 や 堤 に は ソ メ イ ヨ ン

しい旅 が で きるだろう。 ノ ザ ク ラ が よ 〈 絶 えら れ て いるが、 一 般 に サ ク

い ま ま で述 べ た 桜 が ソ メ イ ヨ シ ノ ザ ク ラ で ある ラ 類 は 大 気 汚 染 に 弱 u、。 ま た 「桜 切 る ば か J と

が 、 そ の他 、 ヒ ガ ン ザ ク ラ 、 オ オ シ 7 ザクラ、 い わ れ る よ う に 傷 害 に 対 し て 治 癒 力 が 弱 〈 枯 死

ヤ マ ザ ク ラ 、 サ ト ザ ク ラ (俗 に い う 八 重桜 ) 、な す る こ と が あ る 。 そ の 他 こ の 美 し い サ ク ラ に も

どがあ る。 桜 の 種 類 に よ っ て も 閥 花Jtil が異なり、 弱 点 が あ る 。 花 の 直 後 、 葉 桜 に 変 る 頃 、 集 団 的

一 番 早 い ヒ ガ ン ザ ク ラ ( 3 月 中 旬 ) か ら サ ト ザ に ウ メ ケ ム シ が 発 生 し 、 人 4 に い や が ら れ る 。

ク ラ ( 4 月下 旬 ) ま で 観 賞 す る こ と が で き る 。 天 本 の よ う なmを つ く る こ と か ら 天 幕 毛 虫 とも

何 と い っ て も 一 番 よ 〈 見 ら れ る の は ソ メ イ ヨ シ い わ れ る 。ま た 、 桜 の 枝 のー 箇 所 か ら 剥H' 、校が

ノ ザ ク ラ で あ る が 、 こ の サク ラ の 歴 史 は 古 く な 密 生 し て 垂 れ 下 が っ て い る の を よ く 見 か け る が 、

い。 務 末 に 東 京 染 井 で 育 成 さ れ た も ので、 古 来 こ れ は 天 狗の 巣 に 似 て い る こ と か ら 天 狗 巣 病 と

より 和 歌 な ど に 詠 ま れ た サ ク ラ は ヤ マ ザ ク ラ で い わ れ 、 俗 に オ バ ケ と も い わ れ る 。 こ の 病 気 に

あ り 、 祭 良 の 八 重 桜 も ヤ マ ザ ク ラ の 変 種 で あ る 。 か か る と 花 が 咲 か な く な り 、 伝 染 性 も あ る の で

明 治 初 期 に は 吉 野 桜 と 11乎 ば れ た が 、 吉 野 山 の 桜 被 害 枝 は 切 除しなければならなし、。 人 々 に 親 し

と ｩＱｾ 同されるおそれがあるため、染井吉野桜と ま れ る 桜 は 早 〈 作 り う る の で 、 公 共 遊 園樹 木 と

呼 ば れ る よ う に な っ た。 ソ メ イ ヨ ン ノ ザ ク ラ は して、数多く 植 え ら れ 、 新 し い 桜 の 名 所 が で き

エ ド ヒ ガ ン ザ ク ラ と オ オ シ マ ザ ク ラ の 全 世 話 と 捻 るだろう。 ( 鈴 鹿 記)

樹の話シリーズ ・ Ｘ ｾ ＮｦＺ､ｌ 込企ＮｦＺ￠
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- 竹 腰 健造 先 生 米 寿 を 祝 う 会

米 寿 を 祝 う 日

浦 辺 鎮 太 郎

竹腰健造先生のデザインによる“ 破れ笠" の

テープル センター

日本建築協会名誉会長

竹 腰 健 造 先 生 米 寿 を 祝 う 会

日 時 昭和50年 2 月 1 日ω午後 2 時 - 3 時半

会 場 太閤園 ・ゴールデンホール・大阪市都島区網島町

主 催 日本建築協会

協 賛 大阪府建築士会、 日本建築学会近畿支部

日本建築京協会関西支部、大阪建段撲協会

日本建築材料協会

参会者 266名 . Ie念品贈呈参加者 132名

祝 辞 建設大臣( 代読建 設 省 建 築 指 導 銀 長 大 国 敏 彦 氏 )

協賛 5団体代表( 大阪建設撲協会長竹 中鎌一氏)

挨 拶 日本 建 築 協 会 会 長 塚 本 猛 次 氏

開宴の乾杯 日本 建 築 協 会 名 誉 会 長 束 畑 機 三 氏

閉 宴 の 乾 杯 日 本 建 築 学 会 会 長 横尾義貧氏

実 行 委 員 会 委 員 長 窪田 循氏( 大林組)

実行副委員長 ・司会者 三品哲夫氏 ( 大阪市)

祝 電 大 阪 府県周知事、大阪市大島市長、 日本建築学会、

日本建築家協会、自本建築士会連合会、全国建設

撲協会の各会長はじめ、総計 17通が寄せられた。
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そ の 日 は 建 築 界 を 製 っ て い る 重 い ス モ y グ を 忘 れ さ せ る ほ ど 、 晴 れ 渡 っ て い た 。 建 設

省 ( 指 導 課 長 ) 、 建 築 学 会 長 を 始 め 関 西 建 築 界 の 官 民 に 亘 る 名 士 多 数 が 太 閤 図 の 一 堂

に 会 し て 竹 l接 先生 の 米 寿 を お 祝 い す る 佳 き 日 で も あ っ た 。

八 十 八 年 に も 及 ぶ 人 生 行路 で 先 生 が 内 外 に 及 ん で 見聞 を 重 ね 、 公 私 に 亘 っ て 体 験 さ れ

て 到 達 し た 達 見 達 識 の 万 分 の ー で も 洩 れ 承 り た い と 願 う 気 持 が 参 会 者 の 心 中 を 往 来 す

る と と も に 、 先 生 か ら 見 れ ば 子 供 の よ う な 後 輩 た ち が 、 親 の 長 寿 を 喜 ぶ と い う 自 然 の

'Ii ' i - も添って、大変な盛会となった 。

司 会 の “ た だ 今 先 生 が 入 場 さ れ ま す " の 前 触 れ で 下 手 か ら 現 れ た 巨 躯 の お 姿 は 気品 が

あ っ た 。 能 舞 台 の 橋 が か り の 一 瞬 の 緊 張 と 、 そ れ を 破 る 拍 手 の ど よ め き 。

会 は 塚 本 会 長 の あ い さ つ に 始 ま っ た 。 厳 格 な 明 治 精 神 の 典 型 の ご と き 先 生 の 、 か つ て

の 門 下 生 さ な が ら に 自 ら を 低 う し て 、 先 生 の 智 育 、 徳 育 、 体 育 の 完 成 を 求 め て { をまな

か っ た 人 生 を 讃 え 、 ま た 先 生 が 若 い 日 に ー 高 弓 道 部 主 将 と し て 百射 九 十 八 中 の 記 録 を

残 さ れ た エ ピ ソ ー ド な ど も 披 露 し た 。そのとき 先生は“ 何故二 本 落 と し た の だ ろ う か ? .. 

と 深 〈 反 省 さ れ た 結 果 が 一 生 を 通 じ て の 能 楽 三 味 に 入 る 動 機 と も な っ た こ と を 筆 者 は

承っている。

建 設 大 臣 の 祝 辞 は 全 国 建 築 審 査 会 協 議 会 会 長 と し て の 先 生 に 捧 げ ら れ た 至 極 丁 重 な も

のであった。次し、でい協賛諸団体代表として 竹 中 鎌一 氏 の 祝 辞。“ 建 築 家 は オ ー ケ ス ト ラ

の指 揮 者 で あ り 先 生 は 将 にその人である。 .. . .. 後 か ら 主'11者 は 竹 中 さ ん の 音 楽 と 建 築 の

芸術論的結合に思わず、“ 竹 中 さ ん は な か な か 与 が あ り ま す ね " と 言 っ た と こ ろ 、 竹 中

さ ん は 手 に し た パ ン フ レ ッ ト を 叩 い て “ こ こ に 主 ド 、 て あ り ま す よ " 。 な る ほ ど 入 口 で

戴いたノマンフレ ッ トに先生自ら の 一 生 を 語 ら れ て い る 中 に 出 て い る が 、 し か し 大 切 な

こ と は 、 突q差 の 応 用 の オ で あ る 。

塚 本 会 長 か ら 記 念 品 と し て 金 盃 が 贈 呈 さ れ た 後 、 先 生 は 返 礼 の あ い さ つ を さ れ た 。三度

に 及 び 先 生 は 生 死 の 危 機 に さ ら さ れ た が 、 そ の た び ご と に 人 々 の 愛 情 あ る 計 ら い に よ

って 死 を ま ぬ が れ て 今 日 あ る こ と を 淡 々 と 語 ら れ て 、 人 生 の 宿 命 を 感 じ る が 神 に つ い

て 考 え 出すと 頭 が 痛 く な る 。 考 え る こ と は 宗 教 で は な く 、 哲 学 で あ っ て 哲 学 か ら は 神 の

啓 示 は 生 ま れ な い と 教 え ら れ た こ と も 語 ら れ た 。 人 間 と 社 会 の 危 急 存 亡 、 栄 枯 盛 衰 を 見

て 凌 い で 来 ら れ た 人 生 の 達 人 の 一 言 一 句 に は 掬 す べ き 慈l引とがあり勇気づけられもした。

ノマーティ方式による 開 宴 の 乾 杯 は 束畑 前会 長 の 音 頭 で 行 わ れ た 。 東畑 さ ん は 今 日 の 引

出 物 を 一 寸 拝 見 し た と こ ろ 、 そ の 絞 様 の 破 れ 金 は 文 字 通 り の 植 物 だ が 竹 腰 先 生 の 手 に

か か れ ば 勲 章 の よ う な 続 き が 出 て い る と 一 言仰 言 っ たの が印 象 的 で あ っ た 。

主さの半ば 、 日 本 舞 踊 と 地口貝の催 し で 輿 は い よ い よ 加 わ った。 た だ 筆 者 は そ の 問 、 学 士

院 会 員 の 坂 先 生の お 話 を 承 っ て いた 。 そ の と き 竹 腰 先 生 は 小 鼓 を 手 に 壇 上 か ら 、謡 曲

屋 島 を 披 露 さ れ た 。 朗 々 た る 音 声 一 一 一 一 し か も 源 平 合 戦 の あ た り は 急 テ ン ポ に 躍 動 し

て 、 こ れ ぞ 米 寿 翁 の 独 壇 場 / 一 一 一 同 感 に 打 た れ た 次 第 で あ る 。 近 頃 建 築 界 も 元 気 が

な い の で 奇 支 舞 さ れ た の で あ ろ う か ?

ほ ど よ さ 折 柄 、 横 尾 建 築学 会 長 が 立 ち 閉 宴 の 乾 杯 の 音 頭 を 取 り 先 生 の 長 寿 を 祝 し 、 今

後 も 後 設 の 指 導 慨 確 に お H寺聞を割愛して戴きたいと結んで、この盛大な祝宴は終わった。

こ の 日 は 先 生 に と っ ても 一 番 楽 し い 日 で あ り 、 参 会 者 に と っても ，思い出深い一 日であ っ

た 。 見 事 な 記 念 品 ま で 頂 戴 し た が そ の 中 に 先 生 の 破 れ 笠 と い う 一 文 が 添 え て あ っ た 。

お 許 し を 得 て 、 誌 上 に 再 録 し て 皆 様 と と も に 先 生 の 老 境 佳 日 に あ や か り た い も の で あ る 。

破 れ 笠

来 年 は 米 寿 と 云 う 夏 、 美 濃 の 陶 郷 大 立 の 八 坂 窯 を 訪 れ た 。 若 葉 の 木 立 の 下 の 殺 に

天 狗 の 羽 田 扇 の よ う な 美 し い 形 を し た 聖 子 草 が 群 生 し て 居 る 。主 に 名 を 尋 ね る と 「 破

れ 笠 」 だ と 云 う 。

破 れ 笠一一一一八 十 七 オ の 老 翁

こ の 言 葉 が 楓刺 的 で 強 〈 私 の JJ旬をうつ。

t段緑の大きな業を採り、陶土を延べて、これを紋様に並べ、鼠志野の華d J 薬をかけた 。

華dJ がほ J 乾 い た 頃 、 繋 を 取 除 く と 、 美 し い 破 れ 笠 の 紋 様 が 真 白 に 浮 き 上 っ た 。

焼 き 上 り が 楽 し み で あ る 。

人 間 老 境 に 達 す る と 、 選 暦 、 古 稀 、 喜 寿 、 傘 寿 、 米 寿 、 白 寿 な ど と 、 色 々 の 名 を

付 け て 長 寿 を 祝 う 。

然 し 、 こ れ は 人 生 行 路 の 道 標 と も 云 え る 。

六 十 一オ の 還 暦 は ま だ 働 き 盛 だ が 、 七 十 オ と も な る と 、 古 人 が 柿 な り と 云 う 丈 あ

っ て 、 其前 后 に 旧 友 の 世 を 去 る 者 が 多 〈 、 寂 '夢を党える。 白 寿 は 百 と い う 字 の 上

の ー を 除 い た 九 十 九 オ の 酒 落 で 、 特 別 の 人 の 外 は 百 オ ま で は 生 き ら れ な い 。

結 局 、 八 十 八 オ の 米 寿 が 人 生 行 脚 の 最 后 の 道 標 で は あ る ま い か 、 そ の 旅 の 路 述 れ

の 笠 も 破 れ る 頃 で あ ろ う 。

尺 二 寸 の 破 れ 笠 の 鼠 志 野 の 大 肌 が 見 事 に 焼 き 上 っ て 来 た 。 生 の 葉 を 其 俄 使 っ た た

め か 紋 様 が 生 き て い る 。

此 破 れ 笠 の 紋 様 を 其 催 、 染 物 の 小 敷 物 に し つ ら え 米寿 の 記 念 品 と し た 。

昭 和 五 十 年一 月 竹 腰 健 造



腰健造 元三 ｴ 不可Ｂｾ i  I / C .. -

挨拶をされる竹腰先生

会場スナ ップ

日本舞踊 ・長 唄 ・老松

( 野立て茶席)

会場風景 竹腰健造先生

記念 日贈呈( 塚本会長より )
会場風景
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お 客 様 を も て な す 応 接 室一一一い わ ば 、 そ の 家

の 顔 と も い え る 大 事 な 部 屋 。 容 貌 の 良 さ も さ

る こ と な が ら 、 お 客 様 の く つ ろ ぎ を 誘 い 出 す

雰 囲 気 づ く り も 大 切 な 要 素 。

華 麗 さ の 中 に 、 自 然 と 心 や す ら ぐ・ ・・・ ・・トータ

ル イ ン テ リ ア 「 松 山 」 は 、 そ の よ う な 空 間 づ

く り を 押 し 進 め て い ま す 。
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口写u: と概裂をどしどしお送り〈ださい.

凡例 a. 所在地 b  敷地面fl' l c . 挫築面似 d  延面械 e. 榊造規快 f  工j刷

1081 . 斐 川 町 中 央 公 民 館 I 1082. 平

設計 . 三 谷 設 計

施 工 . フ ジ タ 工 業

a  . 白線県緩川郎斐川町大字荘原町2166

c .  1，724m'  

d.  3，605m'  

e.  R  C 、 3 F

f . 昭和48年10 r J - 昭和49年 9 月

生 記 念 館

設計・ 竹 中 工 務 庖

施 工 ・竹 中 工 務 底

a  神 戸 市 来 灘 区 住 吉 田I 新:i : t

b.  1，556 .5m'  

c.  572 .2m'  

d  .  777.  4m'  

e.  R  C 、2 F  

f  昭和49年 1 月~昭和49年 8 月

ｅＧｾ ＷＭ ＷＧｾ＠ 7  

1083. 山 中 湖 ホ テ ル

嫌 彰 広 瀬 正l堂

設計 ・竹 中 工 務 l吉

地工 竹 中 工 務 底

a  . 山51県南都留郡山中湖村506 - 1

b .  18，855. 91m'  

c .  2，159. 14m'  

d  .  6，591. 75m'  

R C 、 B 1 、 4 F  

Pg初48年 10月~昭和49年 7 n

1084.  寝 屋 川 市 立 総 合 市 民 体 育 館 I 1085.  福 徳 相 互 銀 行 高 石 支 腐 I 1086 .  レ オ 東 豊 中

1087 . 赤

設計 :ベニス ・スタヂオ建築設計事務所

施工 . 村 本 建 設

a  . 大 阪 府 税 昆 川 市 下 木 間 町

b.  8，836. 80m'  

c .  2，435.39m'  

d.  5，636. 79m'  

e.  R  C 、 B 1 、 3 F  

f  昭和48年l1 r J - 昭和49年 9 Ji 

本 邸 ( 増築) I  1088 .  高

設 計 : u 建 築 企 画 室

施 工 : 共 立 土 建

a 岡 山 市 一 宮 15 - 8  

b.  225. 00m'  

c  既設70m'、地設23m'

d  既設70m'、明設84 .83m'、154 .83m'

e  既設木造平屋、増設 S . 2F 

f . 昭初49年 4 月一昭和49年 9 月

設計 。ベニス・スタヂオ建築設計事務所

地 工 : 竹 中 工 務 庖

a. 大阪府高石市総閣町 3 1  6他

b  .  661. 16m'  

c  .  376 .  784m'  

d  .  518 .  583m'  

e.  S 、 2 F  

f  昭和48年 7 月ー l昭和48年 7 月

設計 . 遺藤岡IJ 生建築設計事務所

施 工 大 末 建 設

a  盟中市大字内凹 8 - 40他 2 ｾ ｉ ｬ＠

b.  2，773. 134m'  

c .  1，390 . 4m'  

d.  6，763 .49m'  

S R C造 9 階建 R C泣 6 階 佳

昭和48年 6 月~昭和49年 10 rJ

j 下h

f げ

:ィ「

木
邸 I 1089 .  日 本 ケ ー ス 九 番 館

設計 西 本 弘 之 建 築 士 事 務 所

施 工 . 的 場 建 設

a  和 歌 山 市 神 前 字 岩 崎 7 0  5  

b  .  530 .5m'  

c.  195. 25m'  

d.  271. 16m'  

e.  R C 3 F  

f  昭和48年 4 月~昭和49年 7 月

設計 日 本 建 設

地 工 . 日 本 建 設

a  大阪市東成区東小橋2- 9- 9  

b.  689. 39m'  

c .  329 .68m'  

d.  1，571. 24m'  

e.  S 、 8 F 、P 1  

f  昭利47年 8 月~昭和48! p 7  n  

2 7  



防水層の保護と軽量、断熱に

東邦の，¥0ーヲイトコ〉タリート (歩行用び肋 地

11111川 11時 同一ー
一 r I 岡 個 師同 岡 岡 田 園田・

LLLー 画 面 岡 田 園 回

一 回 師 岡 岡 田 岡 田 園 田 岡 田 園 田 園

一 一一 - - 画 面 画 区 間 函 岡 田 園 園 田

随圃

屋上アスフアルト防水層の保

P  C - D 工法採用の大憲法務合同1宇 舎

Z宣骨十 近 a陸地 方 建 般 局 施 工 K K 伊様車且、 K K 笹 川 組

PC- D工法

作 業 が ー 工 程 省 け 工 期 の 短 縮 と

コ ス ト が 安 く な る 合 理 化 工 法

. ，坊 水 層 の tl ll えに使用し仕上モノレタノレの主要らない金ゴテー

パ ツ 仕 上 工 法

・ デ ッ キ プ レ ー ト の 軽 品 化 ゃ 露 出 防 水 下 地 、 ま た は 貼 物 下

地 に ナ ラ シ モ ル タ ル の 要 ら な い 金 ゴ テ ー パ ツ 仕 上 工 法

畳 下 地 の 省 力 化 と 塩 ビ 系 タ イ ル 下 地 の 防 湿 、 防 温 、 軽量 化 、 断 熱 ( 結 露 防 止 ) に

東邦の，芯ーヲイトモルタル

書階的タタミ下地に東邦J ぐーライトモルタル P M - C 工法採用の

大 宮 高層 介 線 住 宅

般 冒 十 大 阪 市 住 宅 供 給 公 社 施 工 K K  /' U' I組、 K K 熊 谷 組

本オ If-' I- Xキ弘

化粧、吸音 、防湿、断熱( 結露 防止) と 多目 的 用 に

- ベ ニ ヤ 仮 枠 コ ン ク リ ー ト 下 地 ( 天 井 及 ぴ か べ ) に 直 接 吹

イ寸して争IJ南ftの心、自己カf ない

・かベ 酒 は 金 ゴ テ押 え す れ ば 栄 治 略 タ イ フ' の 表 面 強 j立のあ

る ソ フ ト で デ ラ y ク ス な ム ー ド で あ る ( ネ オ パ ー ル ス キ

ンの特徴)

・- I 桜 で 仕 上 る の で工 期 の 短 縮 と コ ス ト が 安 く な る

・下 地 は ボ ー ド 類 、 鉄 板 類 、 石 料 ¥ f，反、モルタ J レ な ど 何 ん で

もよし、

- 材:ii¥k.色 20色 と 特 別 色 も で き る

P M- C工法
- タ タ ミ 下 地の床 組 ( 大 工 仕 事 ) が 会 〈 要 ら な い の で工 期

短 縮 と コ ス ト が 安 く な る

・床 組 し な い の で 建 物 の ボ リ ュ ー ム の 節 約 が で き る

・無 機 質 100% 絶 対 耐 火 そ れ に 多 孔 性 材 料 の た め l以1M， :iI]; 

音 に 優 れ て い る

・ 独 立気 泡の東 邦 パ ー ラ イ ト と 防 水 液 を 使 用 し た 完 全 防

水パーライトモルタル であるため、 ｩｩｬｬｾ 一気を全く透さない

比 重 ・ 断 熱 共 木 材 並 1 3  

( 比重0 . 85kg /
1

、 熱 伝 導 率 0. 14kca l / mhc )

かべ面にヰオ" ' ，- } レスキン 7 F  K  (吹付後金ゴテ押え ) 採用の

村 野、 森 遺 築事 務 所

般骨十 村 野 ・ 森 建 築 事 務 所 施 工 鹿 島 建 設 K K

畿|

東邦バーヲィ，・株式会柑

2 8  

大 阪 市 東 区 森 之 宮 西 の 町 代 表 - 941 - 924 - 7  

〈営 業所〉 東京 ｾｽＺＮＢＢＮＮＮＮ . . . . . . .  _j 広 島[U:JI.<JI.cr:t: . . . . f W.. . 1 岡山 ｛ｉｎｾｪｩＢＢ ，ｉ［ｉｉＡ｝

高 松 0878 - 33 - 1  8  0  2  金 沢0762 - 44 - 3  3  4  7  



建築の眼

旅 と 町 づ く り

臼 本 人 は 旅 好 き な 国 民 だ と い わ れ る 。 た し か に 、 江 戸 時 代 も 終 り に 近 づ く と 、 庶 民 の 問 に 今 日 の 大 衆 観 光 の は し り と も

い う べ き 群 衆 的 規 模 を も っ “ お か げ ま い り " を は じ め 、社 寺 参 詣 、 名 所 め く 勺 、 物 見 逃 山 の ili')J き が 活 発 に く り ひ ろ げ ら

れ た 。 人 々 は 日 常 の き び し い 規 制 を は な れ て 視 野 を ひ ろ げ 、 区 々 た る 務 的 対 立 を こ え 交 流 を く り 返 し 、 近 代 的 国 家 を 形

成 す る は ぱ ひ ろ い 基 盤 を 形 づ く っ た こ と は み の が せ な い 。

い ま 、 日 本 人 は 圏 内 に 海 外 へ と 不 況 に も め げ ず 活 発 な 旅 行 を つ づ け て い る 。 人 々 は か つ て 幕 末 の 先 人 た ち が 経 験 し た よ

う に 、 国 境 を こ え た 人 間 的 交 流 と 視 野 の 拡 大 を 海 外旅 行 の な か で 経 験 し て い る に ち が い な い。 そ れ は や が て 人 間 的 基 錠

に た つ 世 界 国 家 へ の 夢 を さ え い だ か せ る 。 園 内 旅 行 で も 、 か つ て な か っ た 新 し い 観 光 の 芽 が 育 ち つ つ あ る こ と を み の が

せ な い。 た と え ば 、 町 な み を 復 元 盤 側il し た 妥 篭 で は 、 東 京 や 大 阪 か ら 訪 れ て く る 若 者 た ち が 民 宿 の お ば さ ん と 炉 辺 で ひ

ざ を ま じ え て 語 り あ い 、 巨 大 都 市 が 失 な い つ つ あ る も の を 発 見 し 、 互 い に 共 感 し あ い 人 間 的 つ な が り を 深 め あ い 、 明 日

へ の 生 き る 力 を た く わ え て い る 。 新 し い 質 を も っ た 鋭 光 が そ だ っ て い る の で あ る 。 こ こ で の 発 見 と 経 験 は 明 日 の 町 づく

り に 有 効 に い か さ れ る に ち が い な い。 ( Ni )

建 築 と 消 防

最 近 で は 数 少 な く な っ た が 、 か つ て は 建 築 相 談 や 苦 情 と な る と 消 防 署 へ 出 向 い た 市 民 が 多 か っ た。 ひ と た び 火 事 に な れ

ば一 番 頼 り に な る の は 消 防 活 動 な の だ か ら こ れ は 至 極 も っ と も な 話 で あ る が 、 消 防 署 が 律 事 長 指 導 に つ い て の 地 域 行 政 施

設 と し て も 大 き く 認 識 さ れ て い た と い う こ と と 同 時 に 、 建 築 防 災 指 導 を 一 本 の 行 政 と し て 受 け と め て い た 単 純 か つ 当 然 、

の 市 民 感 覚 が あ っ た か ら だ と 思 う 。

，建 築 物 が 高 度 化 絞 能 化 す る に つ れ て 、 建 築 基 準 法 令 も 消 防 法 令 も 相 互 に 無 関 係 で は な い に し て も そ れ ぞ れ の 分 野 の 中 で

改 正 強 化 専 門 化 さ れ て き た の で 、 今 で は 一 方 の 専 門 技 術 者 は お ろ か 行 政 マ ン で も 他 方 の こ と は 少 々 の 勉 強 で は 理 解 し に

く く な っ て し ま い 、 明 ら か に 二 本 の 行 政 と し て 固 ま っ て き た 感 が あ る 。 こ れ で は 、 市 民 が 建 築 指 導 課 と 消 防 署 と 両 方 に

出 向 い て も 適 確 に 建 築 防 災 を 珪 解 す る こ と は 至 難 と い う べ き で あ ろ う 。

相 次 ぐ 建 築 火 災 の 例 か ら 建 築 防 災 規 定 の 遡 及 な ど さ ら に 法 令 の 強 化 経 備 が 現 在 な さ れ つ つ あ る が 、 こ の 点 で も 両 法 令 が

理 論 的 に は 互 い に 調 整 祁i間 さ れ て い る と は し 、 う も の の 、 現 実 に 対 象 物 に 適 用 す る に は 、 同 時 に 同一 方 針 で 臨 ま な い 限 り 、

オ ー ナ ー に は 二 重 投 資 と い う 印 象 を 与 え か ね な い。 も う こ の 辺 で 行 政 の 原 点 に 戻 っ た 法 令 運 用 の 方 策 を 考 え る べ き i時 期

にきていると考「えている 。
( M )

ドン の 霧

北 緯 53- 54・ に 位 置 す る ロ ン ド ン は 、 日 本 の ど の 部 分 よ り 防 総 度 に あ る か ら 当 然 来 そ う に 思 え る し 、 加 え て 有 名 な 務 で 冬

な ど 特 に H音くて皇室く、大変そうに見える 。 事 実 、 目 玉 総 度 に あ る の で 冬 に は 午 後 も 4 時 に な れ ば 精 〈 、 日 中 で も 坐 っ て 薄

暗 い こ と が 多 い 。 だ が 、 世 界 地 理rt占でも l苅けばすぐ半IJ る 司 王 だ け ど 、 メ キ シ コ 湾 流 の 末 端 に 訪 れ る イ ン グ ラ ン ド の 冬 は 、

笑 際 に は 日 本 の 中 音I1より l暖 か く し の ぎ 易 い。

こ の H主 流 や ロ ン ド ン 中 央 を 流 れ る テ イ ム ズ 河 な ど は 、 地 形 上 、 務 の 発 生 す る 充 分 な 要 件 を 備 え て い る け れ ど 、 私 が けff 在

した 1966年 か ら の 7 年 間 に 数 度 し か 深 い 霧 に お 目 に か か っ て い な い。 1956年 に ク リ ー ン ・エ ア ・アクト ( 大 気 清 浄 法)

が 成 立 し て 以 来 、 す べ て の 煙 突 か ら 有 色 排 煙 は 祭 ぜ ら れ 、 T :1H! 毛 ロ マ ン テ ィ ッ ク な くロ ン ド ン の 霧 〉 は シ ャ ー ロ ッ ク ・ホ

ウ ム ズ と 共 に 昔 話 り と な り 、 冬期 に呼 吸 総 疾 忠 で 亡 く な る 老 人 は 激 減 し た と い う こ と で あ る 。 ロ ン ド ン の 務 は fog で は

な く 、 今i僚 の こ と ば を 借 り れ ば 時 代 を 先 取 り し た smo g ( smoke + f og) で あ っ た 訳 だ。

英 固 め 街 の ス カ イ ラ イ ン の 特 徴 で あ る 部 屋 の 数 だ け 並 ん だ 屋 綴 の 煙 突 か ら は 、 も は や 石 炭 を 焚 〈 煙 は 出 ず 、 ガ ス やf区気

の 1I} . i 窃ーにとって代られた。 告i I i 道に |羽〈石炭投入干しも 歩 道 下 の 石 炭 貯 蔵 用 の 壁 寵 も 空 し く な っ た。 償 い と し て 、 英 国 人 の

ノ ス タ ル ヂ イ が 石 炭 か 薪 の 燃 え る の に 似 せ た ガ ス や 氾 気 の 悪 趣 味 な 1I} . i 房総具を発明した 。 ( K )

ロ ン

省 建 築

省 エ ネ ル ギ と い う 言 葉 に 馴 染 め な い 向 き は 、 次 の i憾 に 解 説 す れ ば 良 い。 そ の 本 質 は 「 エ ネ ル ギ を 省 り み る 」ことにあり、

そ の 結 来 と し て エ ネ l レ ギ の 節 約 、 保 存 ( cons er vat ion) 、 ク リ ー ン エ ネ l レ ギ の 開 発 が 浮 き 彫 り さ れ た の で あ る 、 と。 そ し

て 私 は さ ら に 省 建 築 を 従H日す る 。

元 来 、 日 本 の 建 築 が 省 エ ネ J レ ギ 型 で あ っ た こ と は 、 そ の 深 い 庇 、 格 子 戸 、 蔀 、 雨 戸 、 す だ れ 、 l母 子 、 わ ら 屋 娘 、 校 念 巡

り な ど 枚 挙 す る 要 が な い 程 明 白 で あ る 。 す な わ ち 、 自 然 の も つ 精 気 と エ ネ J レ ギ を 最 大 阪 に 利 用 し 、 空 調 の 無 い 時 代 と し

て の 極 度 の 省 エ ネ / レ ギ デ ィ テ ー ル が 考 案 さ れ 、 定 治 し た 。 省みて現代の初] 密都市の: 建築を見ょう 。 重 力 に 逆 ら っ た j祭

d絵 、 金 属 と ガ ラ ス の ピ J レ 、 外 気 冷 房 の で き な い 依 め 殺 し の 窓 が あ る 一 方 で 、 隊 問 だ ら け の サ ッ シ ュ や 自 動 扉 を 備 え た 完

全笠捌の建物、大きな: 智、のために去11 っ て 必 要 な 高 い 人 工 照 明 照 度 、 太 陽 熱 そ の 他 の 自 然 エ ネ ル ギ を 負 荷 と し て し か 考 え

ら れ な い 設 計 、 い ず れ も 大 自 然 の 法 則 を 無 視 し た 反 エ コ ロ ジ ー 建 築 で あ る 。 空 調 そ の 他 の 神 経 的 設 備 の 絶 対 必 要 な 現 代

建 築 に お い て 、 い か に 設 備 計 画 と の 調 和 を 欠 い た 芸 術 建 築 の 多 い こ と か。 人 口 、 資 源 、 白 、 エ ネ ル ギ な ど の 丑 と 配 分 の

歴 史 的 変 造 に 立 脚 し 、 自 然 と 人 類 の 危 機 に 応 え 、 そ の 芸 術 性 と 環 境 性 を 両 立 さ せ る よ う な 省 建 築 を 叫 ぶ ゆ え ん で あ る 。

( Na )  
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鉄形異径太

カ ド ウ エ ル ド と は

カ ドウ エ ル ド と は 異 形 鉄 筋 の 機械 的 な 接 合 法 で す 。 内 面

に 凹 凸 を 持 っ た ス リー ブ を 鉄 筋 の 突 き 合 わ せ 部 介 に か ぶ

せ 、 ル ツ ポ 内 で テ ル ミ ッ 卜反 応 に よ っ て 作 ら れ た 溶 融 金

属 を 、 注 入 器 を 通 し て ス リー ブ と 鉄 筋 と の 間 隙 に 充 て ん

す る こ と に よ η 継 手 が 製 作 さ れ ま す 。

継 手 部 の 力 の 伝 達 は 、 鉄 筋 、 充 て ん 金 属 、 ス リ ー ブ と の

勢 断抵 抗 に よ η 行 わ れ ま す 。

用 途 : 各 種土 木 工 事 ・原 子 力 発電 所 . R  C 超 高 層 等 。

カ ド ウ エ ル ド の 特 長

- 機 械 的 な 接 合 法 で あ り 、太 径 、 細 径 鉄 筋 に か か わ らず

f言華頁性;ヵサ友君宇です 0

・ 外 観 検 査 に よ っ て 継 手 性 能 が 確 認 で き ま す 0

・接 合 に よ る 鉄 筋 の 伸縮 が あ η ま せ ん 。

・ 熟 練 作 業 者 を 必 要 と し ま せ ん 。

・施 工 性 が よ く 確 実 で す 。

・作 業 ス ペ ー ス が 狭 く て も 施 工 で き ま す 。

. R - PC 工 法 組 立 鉄 筋 工 法 、 そ の 他 特 殊 な 接 合 も で き ま す 。

・ 鉄 筋 径 の異 な る 接 合 が で き ま す 。
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表 紙 . ｾ＠ ｾ 絵デ ザイ ン 加・a島明

1931年大阪に生まれ る.

大阪市磯術研究所に学ぴ、 現日本堤

術会会貝，

主な作品 ・ r大阪の民話 J ( 1971年1

• r上方落語ょ。 Jr 埠 i量行

商風俗 J (1972年 }

向

電

• r大阪の街 J (1973年}

・1973年 N H K企閣制作茂

木事介1'1' rけったいな 人

』々 タイ ト ル 闘

宅 大阪市北区天満楊筋1- 55

天満僑北団地610号

麟 06- 353- 7303 

昭和49年度・S属委員会 { 順不同}

. . . 員. 繍 山 雌 ー 松 林 功

松村' 恒三隅回. i E 英池田敏夫

..理. .111 1湖 昌 利 鈴 木 第 之

松 村 峰 三 片 含 健 雄 商 村 良 干

井 上 i晃 浜 国 学 昭 海 道 i宵1I l

五十嵐定捜浅見 記 竹 山 i骨明

ｾｴ 鍾智迫お国 宏 河 目 浩 宮

小 西 岬 八 木 俊 樹 繍 川 陪 ・

白 井 周 二 生 田 隆 史 小川 克彦

菅 谷 健 児 辻 文 三 上 原 正 行

隅 田 正 美 大 野 義 照 石 田 友 美
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3 6  建築 と社会/ 1975年 4 月号

P C工 業 化 住 宅 へ の 期 待

山 東 和 朗

昭和 3 8 年 2 月に日本住宅協会から「フ。レハフ。住宅」という書籍が発行されているが、その冒頭に

次のような文章がある。

「昭和 3 8 年度の住宅建設は、約 8 0 万戸と予想され、昭和 3 7 年度に比べて約 8 % の地加が予想

されている。しかも、建築労働者が不足する傾向はますますはなはだしく、建築一般、とりわけ住宅

建築のプレハブ化は、昨年の試作段階を経て 、今年はいよいよ企業として軌道に乗るべき時期にさ

しかかりつつある。」

この書籍は上記のように日本住宅協会から発行されているが、執筆者は当時の建設省住宅局の担当

者であること、その内容の大部分は、 .量産公営住宅型と呼ばれる中型コンクリート板によるプレハブe

工法、テイルトアップ工法と呼ばれている住宅公団による大型 P C板による工法等の紹介に当てられ

ており、その当時における建設省のプレハブリケ ー ションに対する公式な見解を示すものとみてさし

っかえないように思えるが、現在読み直してみると 、いろいろの点で感銘が深い。

住宅のプレハブリケーションへの努力は、戦後直ちにはじめられているが、とくに公的な住宅に対

する研究は、大型ノ f ネル型式については昭和 3 1年頃から進められてきている 。 また、中型パネルに

よる f量産公営住宅型については、昭和 3 7 年 4 月から集中的に開発が進められ、昭和 3 8 年には笑用

化の段階に入り、引用文にみられるように企業化されている 。

それからすでに 1 0 年余の期間が経過し、 P C板を中心とするフ。レハフe住宅をめぐる状況も、技術

面あるいは企業としての経営面など種々の場面で著しい発展を、ちょうどわが国の経済成長の早いテ

ンポに合わせたように、遂げてきたといえよう 。 P C工法と呼ばれている中層むきの工法は、ほぽ圏

内全体に普及し、ごく通常の工法としての地位を確立しており、また技術的には、 H P C 工法のよう

に、鉄材との組み合わせによりさらに高層を目指している 。大型パネルの工場は全国で 4 9 社 8 8 工

場に及び、日産能力は約 5 3 0 戸に達している 。( 日本プレハブ新聞 5 0 ・2 ・1 5号による 。)

しかし、この 1 0 年閉め著しい変化の状況は、経済の発展が新しい局面を迎えたように、改めて見

直しをしなければならないように思われる 。 少なくとも住宅のプレハブリケーションについて単なる

建築技術上の問題としてのみならず、これを支えるトータルなシステムとして把握することが大切で

あろう 。

昭和 4 8 年の住宅統計調査では、全国の世帯総数は、約 2 千 9 6 6 万世帯に対して住宅総数は約 3

千 1 0 3 万戸であり、 1世帯当たりの住宅戸数は 1 . 05 を示している 。 また、単に全国総数のみなら

ず、各都道府県において住宅戸数は世帯数を上廻っている 。 また住宅難世帯においても、昭和 4 8 年

には約 2 7 5 万世帯で全世帯数に対して約 9. 6%であり、昭和 43 年における調査の約 3 6 0 万世術、

約 1 5 % に比して著しく減少している 。 もちろん、おのおのの住宅難世帯にとっては、住宅難は具体

的に解決されなければならないし、約 3 0 0 万近い世帯が劣悪な住環境のなかにあることは見逃して

はならないが、少なくとも、全体的な状況としては量的な充足はある程度進んで、きたといえるのでは

ないだろうか。

しかし、ほぽ同時期に行われている住宅需要実態調査においては、全世J}管の約 3 5 %が、住宅につ

いてなんらかの不満を訴えており、昭和 4 4 年に 比べてほとんど横ばいの状況にある 。

このことは、経済成長にともなう所得水準の向上、あるいは生活様式の変化や、さらには社会的な

価値観の転換などが住宅に対する要求水準を常に押し上げており、また、土地や建築費の高騰はこれ

に油を注ぐ結果となり 、住環境についての飢餓感を強めているといえよう。

， 



一方、昭和 4 6 年度ごろから住宅建設の状況は従来とは様相をかなりかえつつある 。 昭和 4 6 年度

には建設戸数が前年度横ばいとやや停滞したが、 4 7 年度および 4 8 年度では、いずれも 1 8 0 万戸

から 2 0 0 万戸近くの住宅ブームをひきおこし、 4 9 年度では一転して、経済の停滞と歩調を合わせ

て、 4 6 年度以前の水準へと落ち込みつつある。これは、戦後一貫して、増えつづけてきた住宅建設

がはじめてむかえた激動であり、今後どのような発展をみせるか重大な関心がもたれるところである 。

いずれにせよ、比較的安定に終始した住宅の需給関係は、 i皮il! 制にみちた緊張的な関係を強いられるの

ではないかと思われる 。

また、住宅投資が国民経済全体の 1割近くを占めることになった現在では、従来以上に住宅投資が

経済の全体に影響され、また影響を与えることは十分考えられることであり、さらに今後社会福祉を

中心とする低成長経済の場合でも、住宅、下水道というような住環境経備にウエイトが置かれること

も予想されることから、住宅需要に対して円滑な供給をいかに行うかが、住宅行政のなかでも重要な

要素となることが考えられる 。

このような住宅をめぐる状勢のなかで、住宅生産の工業化は従来にも増して重要度を高めている 。

表 一 1 は、工場生産住宅の昭和 4 1 年度から、昭和 4 8 年度までの推移を示すものである。全体とし

ての工場生産住宅の伸びは、昭和 4 1年度の約 3 万 6 千戸から昭和 4 8 年度の 2 2 万4千戸まで約6. 3

倍になっており、総住宅建設戸数に占める割合も 3.3%から 12.1% まで着笑に進んでいるといえよう 。

とくに、公的住宅の分野にあ っては、昭和 4 8年度において、公営住宅の 3 1 %、公団住宅の 3 5  

% 等、かなりの高率にな っている 。 しかも、これらは、公庫住宅の場合を除いて、 P C板による中高

層住宅が大多数をしめており、これらの集約的大量建設型の住宅建設においては、きわめて強力な武

器として、実際に有効に活用されていることがわかる 。

ところで、わが国における工場生産住宅の発達には、大きく 2 つの流れがあるように思われる 。 そ

の一つは上記に述べたように、主にコンクリートを主要な資材とし、これをプレキャストした板を現

場で重器を使用して建設する中層ないし高層住宅のための手法、いわゆる P C工法といわれ、・主に公

的な住宅の建設のために開発されてきたものであり、二つ目は、軽量鉄骨を中心とする独立戸建住宅、

プレハブハウスと呼ばれているものである 。現在、これらは工場生産住宅という 一つのカテゴリーの

なかで意識され、かつ議論されることが多いが、実際には、またそれらがもっ本質的な性格は、相互

にかなり異種な点が多く、またこれを対比することによ って、従来わが国で可子われてきた住宅供給の

もつ特殊性をある程度明らかにすることができるように思う 。

その第一は、おのおのが大量集約的需要と、個別散在的需要の上に成立していることである 。資金

的にも、 一方は公的資金を中心としており、賃貸住宅がその主要な形態であるのに対して、他方は民

間資金による持家という特徴を持っている 。

開発の段階においても、 P C 工法においては、莫大な公共事業をいかに限られた期間と資金のなか

で消化するために、公的機関による開発研究、強いていうならば官主導型で進められたのに対して、

プレハブハウスのほとんどは 民間企業における開発努力に帰せられる部分がまことに大きい。

もう 一つ重要なことは、供給体制からみて、 P C 工法が、従来の建築生産の重要な担い手であ った

請負業者、セ守ネコンといわれている業界において進められ、従来工法に非常に親密な関係の上に進め

られたことに対して、プレハブハウスは、現在でこそ既存の大工・工務庖の上にの った形にな ってい

るにせよ、当初は新しい体制の上に、他の業種から参入し、あるいは新しい企業としてスタートした
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ことか ら判るよ うに 、従来の建設業に対し て対立するも の とし てとらえられてき たこと であ る。

さらに この ことは、従来住宅と 一般の建築の建設、 供給体制 は、もちろん非常に重 なる 分野であ り、

共通する部分の多い こと は当然、であ るが、そ の本質的なとこ ろではかなり異な るとこ ろをもってい る

ことを示すのではない か と思われ る。したがって 、P C工法に代表される 中高層住宅における問題点

と、 プレハブハ ウスに おけるそ れ とは、こ のような背景のなかで、かなり異な るものであり 、そ の差

表 - 1 工 場 生 産 住 宅 建 設 戸 数 推 移 ( 発 注 主 体 別 、 低 層 、 中 高 層 別 )

(ll¥{立 戸 )

区 分 41 42 43 44 45 ＴＱ Ｍ ＴＵ ｾ 十 46 47 48 

低 !晋 11 ，900 11 ，800 12，500 14 ，200 11 ，400 61 ，800 11 ，400 9，600 10，400 

ｾ＠ 、
営 中 高 層 300 1，700 6，900 12 ，300 13，300 34，500 16，600 19，600 21 ，600 

ｾ＠ 、

小 計 12，200 13，500 19，400 26，500 24，700 96，300 28，000 29，200 32，000 

5，000 8，000 11 ，300 15，100 20，300 59，700 19，100 15，200 20，700 

/ム、a、‘  団 中 高 層

( 2，80() )  ( 3，600)  ( 3，600)  ( 5，000)  ( 5，400)  ( 20，400)  ( 3，000)  (2，000)  ( 3，200)  

is; l冒 4，000 4，300 6，000 11 ，700 16，400 42，400 25，200 33，500 47，800 

ｾ下 Ｔ・ 、 1; 11  中 高 層 500 1，100 1，900 3，600 4 ，600 11 ，700 5，600 7，600 7，000 

ノl、 3十 4，500 5，400 7，900 15 ，300 21，000 54，100 30 ，800 41 ，100 54，800 

イ& l習 400 200 300 400 1，300 500 900 800 

そ の 他 中 高 層 700 2，900 3，200 4，600 11 ，400 1，200 1，500 1，100 

ノl、 ;十 1，100 3，100 3，500 5，000 12，700 1，700 2，400 1，900 

共

is; ｽ ｾ＠ 15，900 16，500 18，700 26，200 28，200 105，500 37，100 44，000 59，000 

2十 中 日二ｾ }晋 5，800 11 ，500 23，000 34，200 42，800 117，300 42，500 43，900 50，400 

小 計 21 ，700 28，000 41 ，700 60，400 71 ，000 222，800 79，600 87 ，900 109，400 

{民 層 12，000 15，000 20，000 30，000 55，300 132，300 49，200 80，100 80，500 

民 間 自 力 中 高 層 2，000 3，000 4，000 7 ，000 11 ，700 27 ，700 11 ，100 25，400 34，100 

小 計 14，000 18，000 24，000 37 ，000 67，000 160，000 60，300 105，500 114，600 

is; 府 27，900 31 ，500 38，700 56，200 83，500 237，800 86，300 124，100 139，500 

合 1十 中 日 } i'1 7，800 14，500 27 ，000 41 ，200 54，500 145，000 53，600 69 ，300 84，500 

小 計 35，700 46，000 65，700 97 ，400 138，000 382，800 139，900 193，400 224，000 

41年度を 100 とした為年度対比 100 129 184 273 387 

----
392 542 627 

や1
1

び 主幹 ( %)  28. 9%  42. 8 48. 2 41. 7  1. 4 一一一一_ j 38. 2 15. 8 

注) 1  公共部門についてはそれぞれの本業主体調べ. ただし、「その他住宅」については挫設省推定.

2  民1[11自力については数字の把催が図維であるが、公1 ' 1，報告数字、プレ協調査、挫設省ヒアリング等の調査結果により推定した。

3 . 公団の( ) 内は MF工法の戸数で内数である.

3 .  41年度以降は小住宅、勉強部屋等を除外している.

5.  41年度から 47年J立の建設戸散については確定実績戸数に訂正した.

表 - 2 工 場 生 産 住 宅 建 設 戸 数 推 移 ( 全 体 戸 数 に 対 す る 比 率 )
( 注) 48年度については 4 部比込を含む. ( 千戸)

区 分 41 42 43 44 45 46 47 48 

凶 工 場 生 産 住 宅 戸 数 12 .2  13 .5  19. 4 26. 5 24. 7 28. 0 29. 2 32. 0 

ｾ尚、 ，μ昆んs  

日ヨ) 総 戸 数 72. 6 82. 1 88 . 1  99. 7 103. 1 112. 2 99. 6 103. 5 

凶 / 侶) x 1  0 0 %  16 .9 16. 5 22. 0 26. 6 23 .9  25. 0 29. 3 31. 0  

ノ占戸、、 仇j

"  
5.0  8. 0 11. 3  15. 1 20 .3 19 .1 15. 2 20 .7  

公 団 ( B)  

"  
53 .0  61. 0  69. 0 75 .0  77 .0  83. 6 48 .4  59. 0 

仇) / 侶:) X I O O% 9.4  13. 2 16. 4 20. 1 26 .3  22. 8 31. 3  35. 0 

仏j

"  
4. 5 5.4  7. 9 15. 3 21. 0  30 .8  41. 1  54 .8  

公 庫 ( B)  
"  

168. 0 199 .0  223 .0  246 .0  252. 0 282 .0  303 .0  309 .0  

凶 / 悶 X I O O% 2. 7 2 .7  3. 5 6. 2 8. 3 10. 9 13 .6  17. 7 

仇} H  1. 1  3. 1 3. 5 5. 0 1. 7  2. 4 1. 9  

そ のf也 日ヨ)
n  107. 0 118 .0  122. 0 149. 0 168 .0  154. 0 132. 0 138. 0 

芸名 凶 / 侶) X 1  0  0  %  0 .9  2 .5  2. 3  3. 0 1. 1  1. 8  1. 4  

仇j

"  
21. 7  28. 0 41 .7  60. 4 71. 0  79. 6 87. 9 109. 4 

ｾ ｩ＠ 信)

"  
400. 6 460. 1 502. 1 569. 7 600. 1 631. 8  583. 0 609. 5 

凶 / 信) X 1  0 0 %  5. 4 6. 1 8. 3 10. 6 11. 8 12. 6 15. 1 17. 9 

仇)

"  
14. 0 18. 0 24. 0 37. 0 67. 0 60 .3  105. 5 114. 6 

民 間l 自 力 侶)

"  
686. 0 164. 0 795. 0 918 .0  1，011. 0  973. 0 1，294. 0 1 ，239. 0 

凶 / 侶:) X 1  0  0  %  2. 0 2.4  3. 0 4 .0  6. 6 6. 2 8 .2  9 .2  

仇}

"  
35. 7 46. 8 65. 7 97. 4 138 .0  139. 9 193. 4 224. 0 

ぷ口入
2十 田)

"  
1，086. 6 1，224. 1 1，297. 1 1，487 .7  1，611. 1  1，604. 8 1，877. 0 1，848. 5 

凶 / 侶:) X 1  0 0 %  3. 3 3. 8 5. 1 6. 5 8. 6 8 .7 10. 3 12 . 1  



異を明確に意識することが必要となろう。

さてそこで、 P C工法を中心とする工場生産住宅について触れることとしよう。すでに述べたよう

にわが国において P C板を使用する工法についての研究開発がスター卜したのは、昭和 3 1年に日本

住宅公団が建築研究所に委託して行われた接合方式の検討と接合部の耐力に関する実験が始められた

ことからである。これに引き続いて 3 1 年、 3 2 年に試作が行われており、この成果にもとづいて昭

和 3 3 年に住宅公団の多摩平団地( 東京都) において 8 戸建 9 棟、 7 2 戸の建設が行われたが、これ

は 2 階建テラスハウス形式であった。また、中層化については、昭和 3 5年に建築研究所で笑験が行

われ、昭和 3 6 年に 4 階建共同住宅 3 2 戸が建設された。

一方、公営住宅については上記の開発に平行して主に 2 階建までのものとして中型ノマネルによる景

産公営住宅型の技術が進められ、昭和 3 6 年 1 1 月に建設省が、量産公営住宅推進に関する要綱を定

めてから、昭和 3 7 年度では、約 8 3 5 戸の発注が行われた。以後この量産公営住宅型の低層住宅に

ついては、毎年度ほぽ約 1 万戸程度の建設が行われている。

P C 工法の中層住宅が実際に発注されはじめたのは 、昭和 4 1年であり、 表 - 2 にみられるように

公営住宅で 3 0  0 戸など合計 3，100戸が建設された。その後これら公共住宅の促進のため、昭和 4 5  

年 6 月に「中層プレハフψ 住宅規格統一要綱」が判定された。そしてこの要綱に基づき地方公共団体、

公団、公庫、建設省からなる住宅建設工業化推進連絡会議が設けられ、規格を統ーしたタイプの設計

作業が行われ、引き続きプレハブ' 建築協会に 、公共住宅用中層量産住宅 ( S P  H) 実施設計委員会が

設けられて実施設計を行って、現在にいたっている。

また、 P C工法を中心としてより高層の住宅建設には H PC工法や R P C工法などが開発されている 。

S P H あるいは P C工法がもっ問題は、ごく基本的には、全体のシステムの 7 ちで、ハードな部分に

ついての開発が著しく進んだにもかかわらず、それを成立させているソフトな部分については、逆に

著しくおくれていることであり、かつおのおののサブシステムがクローズドな形で進められてきたこ

とにあろう。もちろん、あらゆる点で全〈白紙に近い状況から種々の面で試行をくりかえし、その技

術の蓄積をはかつてきたのであるから、いろいろな努力がハードな部分に集中していたことは段階的

には止むを得ないことであるし、またこれらのテクニカルな検討がなければやはり全体的な進歩はな

かった。しかしながら、手段としての種々のサブシステムが整備されていくに従って、さらにトータ

ルなシステムとの結びつきがなければ、またこれらが完全に機能しなければ、全体としての進歩は止

まってしまうと思われる。また、 P C工法が、すでに述べたように公共住宅とともに歩んできたこと

は、公共住宅としての種々の制約条件に左右されている部面が決して少なくはない。たとえば、財政

的な面から発注時期が比較的集中しやすく、規模の小さい事業主体が競合的に事業を行うこと、ある

いは予算の条件にしばられ、規模や平面計画などにあまり自由度がないことなどが挙げられよう。

現在の技術水準からみれば、個々のハードな部分の開発はおのおの相当な段階に到達している 。 そ

れは躯体の製作のみならず、住宅部品や建方技術についても問機である 。 したがって、今後の問題は、

これらの強力な武器を駆使して、さらに高度なシステム化をはかることであろう。

いずれにせよ、 P C 板による量産住宅は、工業化住宅の原点であるように思える 。 それは建築的な

技術面からみても、住宅の供給体制という点からみても、工業化住宅が常にたちもどる要素をもって

いる。そしてそのことが、 P C 工法による工業化住宅への期待て・あ るといえよう 。

( さんとうかずるう ill 設省住宅局住宅生産謀建設専門技 'Ci )
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P C住 宅 の 構 造 計 画

荒 木 泰 治

わが国のプレハプ住宅にはどのようなものがあるか。低層住宅で

は木質系、鉄骨系、コンクリート系のいずれの部類に属するものも

存夜しているが、中層、高層となるとそのほとんどすべてはプレキ

ャストコンクリート部材を組み立てるものである。( 鉄骨を内蔵して

いる場合もある。)

述べるまでもなくご承知のところであるが、整理のために、現在

わが国で代表的な P C住宅工法を挙げるならば、 表 一 1 に示すよう

なものを挙げることができょう。

ほかに、プレス トレス卜コンクリート造のものが公営住宅等で建

設されており 、 また、公的諸機関および民間各社において各種の工

法が開発提示されている。とくに最近は 7 - 8 層程度の壁式プレキ

ャスト鉄筋コンクリート造が多出している。

躯体構造材料としてコンクリートが採用されている理由は次の点

にあると考えられる。第 l に、低コストであること。鉄骨・造カーテ

ンウオール方式に 比較して安い。第 2 に、防火的であること。いわ

ゆる建築の近代化を通じて都市防火を推進することは、わが国建築

界の目標の一つであった。第 3 に、遮音性が優れていること。集合

住宅においては、戸境鐙や床の遮背は必須の条件である。 m4に、

メインテナンスの手聞が比較的少ないことである。

このようにコンクリートは優れた材料といえるけれども、プレハ

プ用材料として見るとなかなか難しい問題があることがわかってく

る。それは、いうまでもないことであるが、わが国が地震国である

ということから生じてくる、部材接合に関する問題である。

周知1のごとくコンクリート自体は引張に弱〈 、 もろい性質のもの

であるから、鉄筋で補強して使用される。プレキャスト部材どうし

の接合部分も、当然 、鋼材で 卜分補強し結合しなければならない。

伝来の場所打ち一体造であれば、鉄筋を配澄してコンクリートで

体化すれば一度で済んだところが、プレハプにするためには、核合

鋼材をプレキャスト部材にアンカーしておき、さらに接合鋼材どう

しを現場で接合しなければならない。このように、在来工法に比し

てプレハプ工法が余計の鋼材と按令手間とを必要とすることは 、原

理的に避けられないことである。

そして、部材製作および主主方の誤差を吸収し、工場および現場で

の作業も簡単でやりやすいものという施工サイドからの要求と、耐

益性の線保という要求とは、接令書11の設計においては矛粛する点が

あり、良心的な解答は容易ではない。

袋 一 1 代表的な P C住宅工法

才‘
相: 部 H  接 合 法

量産公営住

897mm X  2， 500醐

1  宅型i l 層プ リプどうしをポルト締め

レハブ

薄肉リプ付き中旬パネル

公団型中層

( 1 ) プレートおよび鉄筋を現場

2  プレハプ ルームサイズ大' l 2 パネル

溶接

( S P H)  

(2)たてジョイント等コンクリ

ート場所打ち

けた行き方向:

鉄骨内蔵ラーメン

H P C高層

はり間方向. (1)悶カボルト後合

3  

プレハブ

プレキャストコンクリート峻 (2) プレート現場i容按

床構面: (3)柱等コンクリート場所打ち

プレキャストコンクリート

スラプ
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現在わが国で開発される P C住宅の工法が、いわゆる工業化率を

高めるということを至上の命題であるとして、柱も梁も壁も床板も

すべてをプレキャスト部材化し、せまい場所でなんとかうまく接合

できないかと苦心さんたんしながら、品質管理上でも耐震構造上で

も決定版といえるような接合法を提示できず、依然として在来工法

に対してコストダウンとなる見通しも持ち難い状況を見ていると、

何 か他 に、このようなやり方とは巡ったわが国に適した工業化の仕

方というものが、あるのではなかろうかという疑問を生じてくるわ

けである。

あらためていうまでもないことであるが、労働力不足のすう勢の

なかで、工業化を通じて建築の質を向上させ、工期を短縮し 、 コス

トを低減して、住宅問題の改善に寄与しようということは、わが国

住宅関係者の一貫した目様であり、希望である。ただ、今日のよう

に資源制約下での安定成長という状況になってみると、工法という

ものも、また多少違った観点から眺め直されるのではないかと予期

される。近年わが国の建築界が工業化工法開発に注いでいるエネル

ギーは、全体として相当なものであると思われるが、この大きなエ

ネルギーが、有効な方向に注がれるように、また、新工法開発とい

う華々しいテーマだけではなくして 、設計上、施工上の問題点を地

道に一つひとつ解決していくことにも注がれるように祈ってやま

ない。

P C住宅を設計しようとするときにもっとも悶惑するのは、わが

国の P C住宅が甚災の洗礼をまだ受けたことがないということであ

る。設計者は、既往の知識や実験時に観察される現象から、長災 l時

にはこうなるのではないかああなるのではないかと推理して設計を

しているわけであるが、人知{ こは限りがあり、員災に襲われるごと

に自然からの手痛い教訓を受けることは歴史的事実であって、人聞

が見つけ出した自然界の法則というものは、いつか修正される可能

性を負うている。このようなことは耐良工学に| 浪られたことでなく

科学に共通の宿命であり、 200年以上のあいだ自然を正しく記述する

ものと信じられてきたニュートンの運動方程式も、アインシュタイ

ンによって修正された。われわれの持っている理論が十分に有効か

どうか、航空機などの場合は飛ばして見ればすぐわかるが、建築の

場令は大きい地震がなかなかやってこないのでわからない、という

追いがあるにすぎない。過去になかった新しい物が造られたとき、

理論のみによってはその安全性が保証されないのは、人間の能力の

宿命である。理論というものは、常に、これまで気l られなかった 'J1.

実によって修正されるからである。

さらに、仮に実用上十分の近似度をもって正しい理論が得られた

としても、工学においてはもう一つ別め問題がある。それは、物が、

人間によ って、特定の社会のなかで作られるということから生じて

くる問題であって、生産された物が備えている安全性は、生産の仕

方によって左布されるということである。( 設計活動も生産活動の

一部である。) すなわち、安全性を高めるためには、自然界の法則を

間違いなく知るだけでは十分でなく、人間 の行動の仕万 、人聞の集

団である組織の性質を洞察して適正に生産活動を制御しない限り、

野放しにされた生産活動というものは必然的に安全性を犠牲にする

方向へ流れる性向を有するからである。 P C住宅の生産に関しても、

生産量が大量になればなるほどこの種の問題が顕イE化してくる危険

が増大すると身えられる。

実際の艮災を受けてみれば、現行の媛合部のあるものは、もっと

簡単でもよか ったということになるかも知れない。あるいは 、こん

な接合音11では駄目だったということになるかも知れない。それは今

のところわからない。わからない現在、核令部を設計するとすれば、

一つの方策として次の方針によるのが賢 明と与えられる 。すなわち 、

少なくとも在来の場所打ち一体造の耐力を下まわらない耐力を有す

る接合部とするこ・とである。

ここで注意しなければならないのは、現実の地足時には、従来慣

行の構造計算において検討される応力のほかに、いろいろな応力の

加わり方があるということである 。慣行の構造計算の方式というも



のは、決して実際に生ずるすべての応力について検定しているので

はないことに注意しなければならない。たとえば、現行の構造計t )

において鉛直方向地震カを考慮しないからといって、現笑の地震の

際にもそのような力が作用しないわけではなく、 X 、Y 各方向独立

に応力解析するからといって、現実にも建物が 1 次元的にのみ揺れ

るわけではない。床スラブに| 刻して地良i時の検討をしないからとい

って、現実に床スラブを 地民力が流れないわけではない 。このよう

な事情は数多くある。

構造計算占の方式というも のは、あくまである一定の構造機式、建

物形態等を前提とし、前提とした範囲内の建物であればこれこれの

事項について検定すれば安全性が保証される、といっているに過ぎ

ない。この意味では、 P C構造に関して、在来の構造計算万式を準

用するだけで十分かどクか、深い配慮が必要と思われる。

また、実験によって符られた結果を設計に利用する場合にも、深

い判断が必要である。実験結* は、あくまである特定の境界条件、

特定の加ブJ 方法の下で符られたものである以上、決して現実の地民

現象と芭接には結びついていない。実験は、法則を入手するための

ものであって、地震現象の再現ではない。実験で確認したから安全

などと簡単にいえるものではない。

なお、上述の、在来工法と同等以上の耐力という方針からすれば

プレキャスト部材開の核令面を縦断する鋼材量が、在来工法の場合

に内蔵する鋼材盆に比べて少ないような接合昔I1は疑問である。

接令部設計の方針として、もう一つ肝心なことは、現場における

品質管理が確実に励行されるような接合方法を採用するということ

である。プレキャストコンクリート造は在来工法と異なり、接令部

が局苦I1的に集中しているだけに、接合持I1がri l . l i t I 1すれば致命的な結果

を招来する恐れがある。この観点からすれば、現在多用されている

現場溶接なども検討される必要があろう。

プレキャストコンクリート造と在来の場所打ちコンクリート造と

の相異点は、結局、按令書I1に集約されるのであるから、 P C住宅の

構造計画といえば、要するに、 どのような接合方法を保用するか、

精進躯体をどのような音I1材に' ，IFJ るか、ということが中心課題となる

わけである。この点については、現在とくに推奨したい接合方法も

知らないので、これ以上のことは述べられないが、あと二、 三の事

項に触れたいと思う。

わが国では戦後優れた先読の工夫によって壁式構造( 略式鉄筋コ

ンクリート造) というものが尖用化された。この壁式構造というも

のは、多くの人が意識していないかもまII れないが、いろいろな聞に

おいてまさに文字どおり画期的な代物である。当時壁式構造が世に

出された目的は、戦後の物資欠乏の復興WI に低コストで建物を造る

ことにあったに迷いないが、現缶、 4 - 5 屑から 8 屑程度の場所打

ち鉄筋コンクリート造住宅においては、壁式構造にコスト的に太刀

打ちできるものがほかにないために、壁式構造以外の精進を J采用す

ることは不可能となっている。

「安かろう慈かろう」ということわざで示される法則性は、ふつう

多くの物事に妥当するが、墜式精進には妥当しない。宅式構造は低

コストであるけれども耐良性は高い。壁式構造が高い耐震性を備え

ている原因は、壁式鉄筋コンクリート造に関しては建物が有すべき

壁誌が設計規準として規定されているところにある。一般の鉄筋コ

ンクリートラーメン構造に関してはこのような規制lがないために、

設計者は法規および学会規準に迩反しないだけの柱断面を機保する

こととなり、十勝沖地起の際には柱のもろいせん断破壊という・J>; 態

をひき起こした。

さらに壁式構造に関して注目すべきことは、構造計算が簡単で済

むということである。一万、ラーメン椛造の方は、はんキ ｦ ｾ な構造計

算が行われるにもかかわらず、必ずしも十分な耐震性を備えるとは

限らない。このことから、構造計算に手間をかけるということと而.t

震性の保証とは、直接関係のない相互に独立したことであると知れ

る。

上述のとおり壁式構造の設計に| 剥しては壁i誌の規制lがあるわけで

あるが、壁の iE と地震被害との関係については渓答記録に基づいて

定量的に認識されており( 梅村魁編者: 鉄筋コンクリート建物の動

的耐艮設計法、 1973を参照) 、たとえば十勝沖地誕の場合、建物 1 階

における長さ 60cm以上の壁の断面積の合計を、建物延床面積で知l っ

た値( 壁率と称す) が、 35cm"/m
2

以上である建物は無被害であ った。

耐震工学の現状からすれば、何よりも壁断面桜を一定世以上確保し

ておくことが、耐震上最も賢明と考えられる。 P C住宅の構造計画

においても、壁断而績の確保ということがまず第一に肝要である。

最近は、柱や壁の断面積をなるべく小さく ji f J えたい場合、変形設

計、すなわち粘り、じん性に期待する設計が行われる。これは既往

の械造設計に比べれば著しい進歩であるが、実際に設計するとなる

と、昔日材に作用する前h万向圧紛力が変動することや、そで位、) 版壁

などが存在することなど、じん性確保のための条件として種々配慮

すべき事項があり、なかなか難しく厄介なことである。設計者とし

ては、とにかく墜を十分に設けておくということが簡単で賢明な仕

方と思われる。

住宅をラーメン椛造で設計した場合、構造計算に采らないそで培、

腰壁その他、いわゆる非耐力墜と称されるコンクリ ート壁の存在を

なくすることができない。非耐力壁とは人聞が勝手に称しているだ

けで、壁に違いはないのだが、この非耐力壁として扱われる壁が耐

誌上有害であるとの指摘は、( 非耐力壁の存在が、地震時に柱や梁の

もろい破壊を招来するほか、非耐力壁の先行破壊が建物の動的性状

を悪化させる場合がある。) 有識者によってもう何年も前からいわれ

ているにかかわらず、一向に設計が改善きれないのは、いろいろ工

夫してもうまいやり方を考え付かないせいである。非耐力壁をコン

クリートでなくして、地長時に突っぱらないようなカーテンウオー

ルに替えて解決する方法はあるが、コストも上がるし、メインテナンス

も厄介なので採用きれない。この際、現実に存在する壁を非耐力壁

と唱えて無視するようなことはやめ、構造計算にきちんと取り入れ

るようにするほかはないと考えられる。この結果、必然的に、壁式

椛造的に構造体を取り扱うこととなる 。

高層住宅の場合に特徴的なこととして、住戸の平面計画上から建

物の奥行が小さく、その結果、地震時に建物が奥行方向( はり間万

向) に嬬れたときに 、建物の足元が交互に浮き上がるという現象を

生ずる。このことを好ましいとか好ましくないとかいってみたとこ

ろで、実際に浮き上がるのだからナンセンスである。われわれとし

ては、浮き上がるものとして対策を講ずるほかないのである。また、

笑際の地震の際には、足元が浮き上がるおかげで免浪効果も享受し

ているはずである。

建物の片側IJ が浮き上がれば、反対側の柱( 壁) が支えることにな

る。このとき同時に l丘交方向( けた行方向) に作用する水平力は、

名階の床を通って浮き上がってない側( 支えている似IJ) の柱( 控)

へ流れ、柱( 壁) を経て 地銀へと流れる。この現象を考慮するなら

ば、柱( 壁) の断而械は、十分大きなものとしておかなければなら

ない。また、このように足元が交互に浮き上がって建物全体がゴッ

トンゴットン揺れるとなると、 P C住宅の場合弁書I1材の核令部は、

建物全体のーイ本性が確保されるような相当しっかりしたものでなけ

ればならないと与えられる。床板相互、床板と壁パネルとの接合苦I1

も、もちろん上述の現象に耐えられるものでなければならない。杭

法礎を採用する場令には、杭ヨ良部は、上述のような運動、力のかか

り方に対して安全であるように設計されなければな らない。

なお、現在手持ちの知識の範囲内では、 P C住宅は、建物全体を

一体化して地震動に耐えさせるという考え方で設計しなければなら

ないが、建物各部がある程度分離して動くようなルーズな構造もあ

り得ないことでなく、将米の工業化住宅として商向い研究課題と思

われる。

以上、 P C住宅の株造計画というテ ーマを与えられて、今日まで

いろいろな方に教えられて向分なりに常日頃与えていることを述べ

た。今後とも各{ 立のご教示を乞い願う次第であります。

( あらきやすはる 日本住宅公開関東支社)
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P C板 の 工 場 生 産 と

品質管理

益 田 実

J IS - Z - 8101の品質管理用語によると品質管理! とはや買手の要

ボに介った品質の製品を経済的に作り IL ¥すための手段の体系砂とあ

り、また J ASS - 10の壁式プレキャスト鉄筋コンクリート部材の製

造法恨の解説の総則には* 本工法はイE米の現場地工を工場生産に移

し伴えることにより、品質の向上、価絡の低廉化、工期の短縮、な

ど多くの効果をあげることが可能である砂と記されている。そのよ

うな n的にそって各 P C工場ともスタートしたわけであるが、この

品質色: J 1t技術は製造業からみれば決して新しいものではないが、永

年一品生産しか手がけてきていない建設業( 全部ではないが大半の

P C工場・はこれを母休としている) にとっては製造業のような知識

経験に乏しく、工業化工法かとはいいながら、 P C工法' はい在来

工法砂とホ工業化工法H との中間にありながら、工業化に向かつて

. i i I l みつつあるといえよう 。 とはいうものの P C工法のうちでもこの

工場生産部門はもっとも工業化の進んだ部門であり、また各 P C工

場ともその縁切j の大半を中層の大型 P C板がしめているので、 それ

を小心にのべたい 。

一 建 設 業 的 品 質 管 理一

処設業はがH主であるので、工 'J>; 契約の内容に必づいて、単価に令

った雄物を完成させればよいわけであるが、にもかかわらず。良け

れば良いだけ可であるかという技術屋的な dl'i tt と矛盾した々え万も

似強〈、工場においても手段であるべきはずの検盆が品質管理その

ものとして JTJ いられ、品質を官ゴ理するのではなく、惑いものができ

ないよう、山初きれないように検査が繰り返される 。 そして不合俗

l'II' !1'J "E じればill 築屈が建築的な服だけで構造的に、仕上げの l前から

凡て文隙がないよう手直しをしてから出荷するというのが実状で、

J IS で定義されているいわゆる品質竹理の段階は位速いと恩われる。

しかし弁 P C工場ともその本来の品質) ¥; 忠一それによって婆求され

たものを安〈平〈生産する 。 ーに ｾＧｊ かつて努力はしている 。 まず手

がけたことはできるかぎりの際機化であり、それを守ることである 。

そしてつぎに、その結果からのフィードパックにより標準が改正さ

れる 。 この繰り返しにより、製品は少しずつ目的としているr i ! ，' t ' . t に

近づきつつある 。 ただ現住のような工場のあり万、そして発注万式

があLくかぎり、 一般分J衰の戸往を除いてはほんとうの立 l沫の品質管

内を望むのは無理で、建設業的な品質也: ｊｬｾの ｪ 戒を ｉ ｌ｜ないのではない

かと忠われる。

一 品 質 管 理 の 実 務 的 な 問 題 点 一

①材料定着部品の管理

@ コンクリート骨材の受入検脊 良質の川砂、川砂平IJの不足から山

砂、 i"f 1  1の砂、そして砕石の保用以米、泥分~有機不純物等の iIt入

;lj リイトは忠、激に. t r : し、その含布 fii; の判定自n何はコンクリートの品質に

大きな杉仰を与えるようになった 。 これに対応するために J IS で定

められた分析を定期的に行うのはもちろんであるが、入場H寺のサン

プリングによって簡単に良否が即決できるような Ｉ， ｾｪ 惨を決めて入場

ロッ トごとに必ず確認をしてから使川したいものだ。

@ 鉄筋の受入検査 校米工法となんら変わりはないが、とくにジョ

イント JIJ 鉄筋については溶接を行うことが一般なので、規俗品のみ

を似! l J している工場はとにかく、そうでないところは材質について

はとくに花立を要し、なま材については竹恐がむずかしいので入場
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と同時にジョイント用鉄筋は全部

切断加工してしまうのも一つの方

法であろう。また P C. t ，疫の吊りフ

ック( 図 一 1 ) もジョイント周鉄筋

と兼用のものはもちろんであるが

重量物を吊り上げるため、万ーの

場令は工場でも現場でも大きな事 国一 1 吊り 7 ツク

-....J， 

放につながるので、工場で切断加工する場合はその材質にとくに注

意を要し、また加工品を他社から購入する場合でもその点の確認が

必要であろう。

。構造用接合金物の受入検査 P C工法にとってもっとも重要であ

るべきこの構造用接合金物は、材料の入手ルートの確認、 ミルシー

トの徒出、溶接工の資絡の確認等は定期的に行われるものの、大半が

外注され、しかも入場時には簡単な扶取検査ですまされているのが

現状であろう。しかもそのサンプリングでも外観しか検査できず、

母材の材質、使用された溶接棒、溶接工のうで等は外注メーカーを

信用するしかない。寸法の許容値にもとづいて細かく検査をしたり 、

破断テストをするのもいいが、信用できる外注メーカーも少ない現

在、当初にも述べたように P C板のなかで一番重要なこの椛造用接

合金物くらいは、せめて充分管理しながらみずからの工場で作るこ

とが P C板の品質管理の対' 一歩となるのではなかろうか。

@定I !Yt 部品の管理 厳重な受け入れ検査を経てきた書110¥' 1" でも使用目

的に合った場所にセットされなければなにもならない。綴準的な日

産 4 戸の工場でユニット筋を除いて 1 日に使用される部品の数は約

100純、 5000個にも達すると思われる。これだけのものをすべて正確

な位世にセットするためには、作業貝が勝手にとりにくるのではな

く、よくわかった専門やが、部品庫から部品をそれぞれの位置まで

‘ 通い箱" ( 図- 2 ) のなかに入れて運んでおくのが一番問ilil いない。

そうすれば、

①部品の在庫管理がて' きるので l つの部品の不足のために打設を中

止したり、また余分に注文しすぎて不安部品を余らせることもない。

①入即時に確実にチェックできるので不良部品の混入が| 坊げる。

①効率のよい部品の配給ができる。

等いろいろメリッ卜があると恩わ

れる。

②生塗設備の管理

@ パレット而の検査 そり、ひず

み等、寸法的な検査はもちろんで

あるが、工場スタート時ならとに

かく、ある桂 ｊｾ の期間がたつと発
図- 2 通い箱

鋭iや繰り返しの作業による凹凸傷がパレット面に生ずる。現場ill 込

後、仕上l侍になってその凹凸が逆になっていろいろな余分な金を必

婆とすることを考えると、セット l侍に仕上内幸子を J7えてパレットを

検査すべきであろう。

@ 型わくの定期検査 本米ならできあがった製品に令絡印を捺す前

に少なくとも外形，J' 法だけでも全数検をすべきかもしれないが、し

かし、多品種少量生産的である P C工場では、たとえば円座 4 戸の

規模で、約 80枚の P C板が毎日 80の型わくで作られるので、全数寸

法検査をするには時間的にも到底無理である。そのためにも日常業

務に含まれた定期的な型わくの i検査がぜひ必要であると思う。

。相内の維持管理 糟内の Ｑ 民度とはいっても管理ｾできるのは感 ＱＱＴ 体

の所の温度であるので、均一なコンクリートをつくるためには柑内

全体を閉じ状態に保たなければならない。そのためには当初の計闘

が大切なことはもちろんであるが日常の維持管理が重要である。蒸

気の噴出するパイプの管理やパレット下の片付等は注立しないと槽

内に温度差が生じ、翌日の板吊り上げH寺に 1 枚の板でコンクリート

強度に差ができたりして危険でもあるので注意. が必要である。



③生産工程の管理

@コンクリー卜の管理現場打の場今は結よI i : は 28 日たたないとわか

らないので、ある程度安全側に調合は決めるが、工場生産の場合は

コンクリート打設は毎，日行われ、しかも脱型吊り上げl侍にそれに耐え

る強度があれば 4 週強度はまず大丈夫なので、脱型および運搬時に

支障をきたさないような調合で決定されることが多い。その上試験

も毎日行われるので、終局のぎりぎりの線まで調合は調整され、セ

メント hl は減らされるが、当初に記したように砂の質の低下等から

強度の商からだけではなく微粒分としての役目をセメントがはたし、

板の仕上面に大きな彬響を与えるので注意したい。

@ コンクリート打設前の定ポ音11分の検資 鉄筋工に配筋図を P CI

に定着部品図をわたし、その通り部品付が行われていることをライ

ンの担当者がチェックリストにより石在認したとしても当初はもちろ

ん、定期的に技術者による原寸的なチェック確認がほしい。できて

しまってから欠陥が発見されても手の打ちょうのない場合が多い。

またサッシュ 、木レンガ 、インサート等の確認はもちろんであるが、

構造用核令金物の取付と品番( 段類) 、また 16協以上の欽筋について

は全数確認を行うべきであろう。そしてこれらの検査の結果を 1枚

l 枚のカルテとして保存しておきたい。

の1m熱養生の管理 急激に加熱されるとコンクリートは熱変形をう

け、いろいろと結果に悪彬響を及ぼすので注意しなければならない。

とくにプレヒート時には感温体により感知される温度と、噴出され

た蒸気がl直接当たる、たとえばパレット而とはかなり曲変差が生じ

るようであり、高t誌のためピンホールを大きくしたり、凝結を早め

コンクリートに悪 ［ｪｾ 斡を及ぽすとも ｊ 号えられる ので注意しなければ

ならない。いずれにしても J A S S - 10にもあるように上昇品U立の勾

配にもよるが、前置 ｩ 時 ｲｾＱ はＨホットコンクリートの場合は別としてＩ

少なくとも 3 時間はおきたいものだ。'

e製品のコンクリー卜官: 理 一般の建築現場ではコンクリート打設

の翌日は放水養生を当然のように行う 。 にもかかわらず P C板の場

合、養生糟から出したらそのままで雨水による養生だけである 。 と

くに向沿のままでP C板をとり出すと水分は発散し、コンクリート

は水をほしがっているはずだ。 当

初の 2 - 3 日間だけでも散水養生

(図 - 3 ) をしてやれば強度ののぴ、

クラックの発生防止等に好彬響を

与えると思われる。もっともその

ために生ずるデメリット、たとえ

ば椛造用接合会物やジョイント用

鉄筋に生ずる鋭、 P C板を置くス

図- _ 3  散水養生

トックヤードの排水と沈下、作業性の問題等は充分検討しなければ

ならないが。

④製品検査

@ 完 成JI寺のi製品検査および補修 製作ヤードでの半製品の検貨をい

かに充分にやっていても 、構造用後合金物、ジョイント用鉄筋の確認

は全数やりたい。 また寸法検査はH寺問を要するので、全数というわ

けにはいかないが、同じ J11わくから1 ' 1三られる製品について、月 2回

程度は定期的に行い、製作ラインへのフィードパックを行うべきで

あろう 。 また、かけ、きれつの布I i 修については少なくともその工場

の品質の法準がこれによって判断されるおそれもあるので定数的、

定量的な判断基準だけにたよらず、工場長直特て' 技術的判断のでき

る人に任せるべきであろう 。

@ 出荷H寺の検査および山荷 ストックヤードに入れる前に検作が行

われ、介格品のみがあるはずであるが、ストックの期間によりいろ

いろ問題があるので、少なくともかけとクラソクについて日視でも

いいから全数検査をしたい。 わずかなことで現場ヘポいてからの迷

惑度は半減する。また主j ) ; 万のl順にトラ y クに制んで発送すれば、現

図 - 4 正しい部品付 図 - 5 鉄筋組立

場では能率の商からも安全の而からも非常に助かるので、ストック

ヤードでのストックも工夫したい。

伍潜理システムの管理

@ 生産のための図而のチェ ック 設計図1!? は多くの過程を経てそれ

ぞれの工場特布の総準化がなされ、生産のために図 l自化されてパレ

ットの上で具体化される。 もちろん、それぞれの段階でいく度とな

くチェックはされているもののやはり安心してその図而が用いられ

るためには全過桜にわたる批終的な確認が望まれる。それにはライ

ンのせをした放初の各検査、明わくの寸法、鉄筋の種類、径、ピッ

チ、部品の位矧位置、コンクリート、仕上にいたるまですべてを生

産のための図面でなく、当初の設計図丹によって行うことが一番近

道であろう。

@ 社内規格の活用 当初にも述べたようにフィードパックの繰り返

しから各 P C工場とも標準化がすすみ、それに従って立派な社内規

絡や品質管理法準が見られる 。 しかし工場は生きものであるので、

基準だけあってもだめで、 7活・に活動的に品質管理にとりくまなけれ

ば、品質は後退を始める。ややもするとマンネリイじする工場におい

て、守られる純1mでの社内規絡、 品質管理) _ J ; i¥主のグレードアップが

その活動のひき金となるはずで、他からの r)J用や、通! 忽!的 なi ' ，文を

並べた実現不可能な社内規格の作成は大いに注意すべきであろう 。

以上P C工場における品質管埋の実務的な問題点を記したが、そ

の判断の基準となるも のは大別すると、

① ｦｬｙｾ 造体部品としてのｼ耐力はあるか 。

①機能部品としての性能は大丈夫か。

①意匠音11品としての性能は満足しているか。

ということで、その最低線の確保、構造的に大丈夫で、水がもらな

くて、見た目がきれい 、な P C板が品質管理のスタートといえよう 。

ー ものでなく人の管理を 一

設計図通りに P C板をつくるだけなら、建設業にたずさわるもの

ならだれにも簡単にできるが、いかに工業的に、すなわち製造業的

に生産するかである。現在の P C工場の笑r&: は、

① 機 械化のレベルが低い。

②受注生産的で11土産体制がとれない。

①多品程少iiI生産である。

という問題がある。 すなわち工業化するためには逆に、

①できるだけ手労働を機械に替える。

②生産に連続性をもたせる。

③生産物をできるだけ標準化する 。

ことであろう 。 ただ当初にも記したように、 P C工場とはいえ工場

らしいところもあまりなく、建設業という特殊性から品質管理のむ

ずかしさは大いに予想される。しかし逆に建設業ならやれる、もっ

とも得意とする品質管理もあるはずである。 それは人の和、人のつ

ながりからの人間の管理である。工場では。企業は人なり H では図

るが、たずさわる人が皆、品質r r - 理をしているのだという意識をも

つこと、そのためには、品質官時を常にしているという意識を皆に

もたせるシステム化川皆がいつもそれをもっているかいないかの管

理ができる体制づくり砂が一番重要で与はないだろうか。

( ますだみのる ｪ ， Ｇｬ 水位， ｾ ｋｋ 大阪支抗争 ｬＧ 戸 ｐｃ 工場事 Ｑ 作品以Ｉ

43 



P C住 宅 の 現 場 組 立

ヨーロッパやソ速の P C工法は、煉瓦、石材の大型化によって発

達してきた関係上、接合部の防水処理の考え方などに、かなりの遠

いがあるが、いずれも、躯休工事の合理化が、その主要な目的であ

った。したがって現在、工事現場で観察してみても 、現場打コンク

リートによる在来工法に比べ、躯休工事の仕事畳が著しく少なく、

工期も短い。

ここでは、工場で生産された P C部材を 、現場へ搬入して、組立

て、接合して 、躯体を構成する仕事のあらましを次の 3 つに区分し

て話をすすめる。

(1)  P  C部材の運搬と貯蔵

(2) 組立

(3) 接合

椎 野 潤

はじめに

わが国の P C工法は、現場打鉄筋コンクリートの纏体工事 ( 型枠、

鉄筋 、コ ンクリート工事) の省力化を目的として、開発された。

したがって、鉄筋コンクリート造を切断し、現場で一体に接合する

考え方になっている。

P C部 材 の 運 搬 と 貯 蔵

工場て' 生産された P C音11材は、現場へ運ば

なければならなし、。一般に中層の共同住宅 (4

- 5 階挫) 用の P C部材は、 3- 5t くらいの大

型のものが多いのでこの運搬もかなり困難な

仕事である。 一般に 図 1のような運搬車が用

いられる。ヨーロッバ諸国などでは、現場へ部

材を搬入後、後部の荷台とともに現場へ残し、

けん引率は前日の空にな った台車を引いて帰

ってく る型式 (図 l (a)( b)( c )) が多い。この

型式は 、一度に多くの部材を述べる点では有

利であるが、わが国てすま道路の関係などから

あまり用いられていない。 もっぱら 一般のト

ラックに架台を秘む型式( 図 1(f) ) が主に採

用されている。

それにしても、わが国の道路には、低いガ

ード、せまい道、一方通行、 l鈎がり角、立木 、

橋、交通規制など随路が多〈、運搬が困難な

ことも多い。し たがって、建物の建設を P C

工法で考えるときには、まずこのような道路

を調査し、運搬方法を確認する必要がある。

次に P C苦11材の組立計画を考える上で、と

くに重要な、部材の貯蔵について述べる。

一般に P C音11材の現場組立においては、苦11

材をい ったん現場の仮置場 ( ストックヤード

と呼ぶ) に貯蔵し、これを後に主主方する方法

と、このような貯蔵を一切おこなわず、直接

建方する方法とがある。前者を仮ストック方

式、後者を直取( じかどり) 方式、と呼んで

いる。仮ストックを行うには、建方周クレー

ンの作業半径 内 (荷物の吊れる範囲 ) に、ス

トックヤード( 製品置場) を設けねばならず、

費用もかさむので速機 'l ' i - 怖がゆるす場合には

直取方式で行うことが多い。

この場合は、建方順序に従ってトラックが

入場してくる必要があるので、工場での発送

順序も重要になる。また仮ストックを行う場

合には、現場にストックヤードを作らねばな

らない。一般には、 図 3 のようなストックス

タンドが利用される。

e  

寝 静 ｾ＠認 議 戸

( . ) オールソンスカルネ( スウェーデン) ( b)  M.B .M ( イタリア) ( 0) 工，圭名不明( ユーゴスラピア)

4 務 評 議
( g)  

図 1 遺嫌車舗の種額
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( a) クローラークレーン

フック滑動型

テコラコワネ ( オランダ)

正φ

大成プレハブのサポー ト ， 頭から押えるタイプ

開口鶴は下から受けるこ 大成プレハブ( 日窓)

ともできる

。
。

4  

.  
0  

.  

キャンパーによるタイプ インサートボルト止めのタイプ

オールソンスカルネ( スウェーデン) オールソンスカルネ ( スウェーデ: . - )

図6 建方仮止め治具

図7 垂直測定器
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( d) モービルタワークレーン

大成プレハプ( 日本)
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( b) 台車付タワークレーン

モニエルパウ( 西ドイツ )

図4 建方周のクレーン

フック可動型

大成プレハブ( 日本)

i  

ラー J レセンニールセン

( デンマーク )

図5 吊リ上け・治具

図9 P  C 工法ネットワークの一例

4 5  
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鯛整

床下高 さ鯛整の場合
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t. 1 レベル

問整

図 10 高さ個室方法と階高精度

図 13 5  P H水平 園地の納まり

図 12 S P Hの垂直目地の納まり
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P C部 材の組立

次に P C部材の組立てについて述べる。

P C苦1¥材は、一般にクレーン な どの揚重機で吊 り上げて組立てを

行う。防軍機は移動が容易で、重 いものを 吊る 能力が要求されると

ころから、 図 4 のようなものが主に利用 され る。 このうち、わが国

の中層 (4、5階建) の P C工法では 、{d}のモービルタワークレーン 、

低! 習のものでは、 トラッククレーン{c}が一般に用いられる 。

P C苦1¥材は、クレーンなどで吊り上げたときに、安定していなけ

ればならないので、そのために吊り上げ周治具が用いられる( 図5)。

また、壁板は、接合を完了するまで、倒れないように、仮止めをし

て保持しておかねばならないので、このために 、図 6 のような仮止

め周治共が用いられる 。

その他、 処方用の工具と しては、 図 7 の ようなき垂直検定揚がある 。

図 8 は処方工事のネッ トワークの一例を示したものである 。すな

わち、壁板、床板の建方を完了してから、 7容接、ジョイントコンク

リート打設なと・の接合を行って、上階へ上がっていく 。

次に躯休の精度について考えてみよう 。

4 6  

最近では、内装工事のプレハブ化などで、建方精度の要求がきび

しくなってきているが、どこの部位でどれだけの精度が必要かを明

らかにしなければ、料皮の保持は難しい。

P C部材そ のものも、 一定の誤差分散 をもっているので、これと

のかねあいで、室 内側の寸法粕皮を 111
1
さえるためには、 外1U1J (屋外

1U1J) は多少誤差が大きくても良いと考えねばならない場合もあるし、

室 内の天井高きを 一 定に保持するには、それなりの建方工 Ｇ ｊ ｾ の管理

が必要である 。すなわち、 図 10のように、壁板の下で高さを令わせ

ていたのでは不充分で、壁上部で合わせ、かつ床板の厚さを充分管

理しなければならない。

また、 図 11は、中層の P C工法、 S P  H  (公共住宅用必準型) の

ベランダ部分の水平目 地 を示したものである 。 このような同 地では、

防水帯を 貼 り、この上から上階の壁板を下 ろし、圧管して、同 地 を

水密にシールしている。 この績の同 地の場令は、 P C帝1¥材の 寸法精

度および建方方法の| りJ 水性能に与える影響は大きいものとなる 。

また、 外装をセメントリシン程度で仕上げる建物では、音1¥材の亀

裂などからの漏水の危険も高い。 したがって、 P C部材の生産、述
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片旦品E4i

添筋 9世，1= 110

一般階の場合

'  

J  

I 、 ¥

I A 4 . 、

写真2 床板の建方 写真4 壁板の建方

写真 1 床板の建方
写真 3 織入された壁板

写真5 建方完7
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搬、スト ック、 主主方において、欠け 、亀裂などの発生を防止するよ

う充分注意しなければならない。

部 材 の 接 合

P C苦11材の建方が完了すると音11材の接合が行われる 。接合方法は 、

中層 P C工法では、溶接によるドライジョイ ン トと、溶接 ・後打コ ン

クリートの併用のウェ ッ トジョイ ン トが主として用いられる。

図 12は、 S P H の接合部を示したものである 。壁板の垂直 ジ ョイ

ン ト、床の ジ ョイ ン ト等はウェ ッ トジョイント、壁の水平 ジ ョイ ン

ト、階段板の接合などは、ドライジョイ ン トである 。

部材の接合に関しては、次の諸点を充分管理しなければいけない。

(i )  溶接作業の管理 ( 溶接待、作業方法、電流)

(ii )  後打コ ンクリートの管理 ( 調合、混練、打設方法、型枠の型

式、取り付け方、脱型 l時期)

このうち、溶接が重要であることは論をまたないが、後打コ ンクリ

ートの品質は、単に構造上からのみならず、漏水防止、隣戸 との遮

音についても重要な意味をも っていることを忘れてはならない。

まとめ

以上、わが国の中層、 P C工法の現場組立の概要を簡単に述べた。

低層についても、本質的にはあまり変わらないが、量産公営型のよ

うな、戸建住宅では、接合をポールト締めによるものも多い。 これ

らにおいては、ポールトの締付管理が重要な管理項目となる 。

また 、最近では、 H P C など高層のものも 、多〈建設されている 。

これらは一般的に鉄骨を含む構造なので、鉄骨の接合部の溶接、ポ

ールト締めが、重要な問題として累加されてくる。

以上、いずれにも共通で重要なことは、 P C 苦11材を丁寧に取り 扱

い、慎重に精度よく配置し 、丁寧に接合することである 。

また P C工法では、設計時に、詳細な生産設計が完了していない

と、種々なトラフ・ルが発生するもととなる 。 その意味で、設計者と

工場生産技術者、工事管理技術者の密接な述携がまず第一 に重要で

あろう 。 そして、絶えず技術情報の交流につとめなければならい。

( しいのじゅん 大成プレハブU 捌守本音蹴術省湾部管理指導室長)
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P C住 宅 の 仕 上 工 事

玉 越 敏 男

ｾ＠ 1 まえがき

fi : 宅政 :!tl の工業化の第一歩として P C工 法 がjA<J日され、今や主流

でありかつユニット化が推しすすめられている今日である P C住

屯は、部品{ 本を工場生産したフレキャスト板により形成したものであ

ると ｬ ， ｩｊｉｉＮ Ｇｦに、ｼ付装化上工・ ｊＧ ｾ の工場ＧＡＺｽｆＮ化を可能なものとした。ｻｦＮＭＪ

仁法では、作! J l . l必での川| 工が主であったが、て ;(!i じすることにより

，'::j 品質 のi6J ' t' Iなも のが供給できるとJ ，iJ 時に，; 吃式じ法が大 'Pui に取り入

れられ、作業所における品質管J l J ! および労務1¥; 埋を谷易ならしめる

ものとなった_ P  C 住宅における仕上工・Jcの変化としては、

｡ Ｉ ぷ ｦｾｩｩ のユニット化 …・・・サニタリー Ｈ浴宅 、ｻ従所、洗面 Ｉの Ｓ 点

ユニット化、キッチンのユニット化( ノックダウンまたはキューピ

クル }j .r'i.)

b )  ｉ 付 ｩｾｉ｜ｬｩｬｈｉＺ 切等内装工・ ｊＧｾ のフレフ Ｗ プ 化…・・パネル ｽｪ 式によるハ

48 t聞 と 社 会/ 1975年 4 月号

ニカム、彼会パネルの採用 ( ノックダ ウン方式)

c  ) 床仕上工・J';. の附ー略化… … PCa板床への直張り方式の採月1 ( 位、

カーペット等 )

d ) 壁 、天井仕上の簡略化… … プレキャストコンクリート而直仕上

への塗装およびパネルクロス必工法の探用、( 下地調態等への乾式工

法の保用 )

e ) プラス チックケースウェイ与による設備配管の問時化・… ・・室 内

配線を天井姐紋ケースウェイによる配線方式

f )  f人l装仕上村の規絡化・・・…躯体の規絡化による一般規物品の採用

g ) 外装仕上の術時化… … 外峨 P C化によるタイル打込工法および

コンクリート l次付1上上等の災地

これらの仕上工目J'; の主安部品は、工場で組み立てられ、また却l

されたものが現場に搬入され、現場での作業では組み立てるのみと

するかまたは、取り付けるだけと、作業内容が簡略化されつつあり、

仕上村の品質が統ーされている。すなわち PCaイじすることにより極

体村J交が向上するとともに仕ヒ精度も向上し、躯体、{ 上 ヒの内容 が

同ーの作業レベルでiffi められつつあるのが現状である。

ｾ＠ 2工 事 計 画 と 仕 上 工事

従米の仕上工 Ｇ ｊｾ は、外装に対しては外部足場架設 、内 装に対して

は仮設協亙設備の巧: - J . 伝など、仕上材の述鍛万法が重要なポイントで

ある。 PCa工法により{ 上 1-- 材の工場生産化によりパック化が作及し、

ili 縦万法も変化している。

a ) 仕上パック… … 仕 1-: パック計阿とは、従来単材て似 A していた

内装パネル、 iit 作材、キ ッチン 、サニタリーユニット等を作日Ilj' ，fご

とに 1住戸単位でコンテナタイプにパック化することである。弁室

に幼虫するパックの配l ( ( はi ' 1:j 水の長生を Jj-@: する。

｢ Ｉ ぬ ｩｬｬ システム ・… ｦＢ￉Ｎ＾Ｏｾ 似ぷエレベータ等を用いて揚去していた

ものを仕七材のパック化により極体組立時に同時にその必要1: 皆へ仕

上村をぬ E する }j 法が多〈川いられている 。すなわち仕上村も似体

白11村のー古11 として車[ [ . 11: 11与に" !i，III(I(J に防屯する仕上パック先行J拍車シ

仕上材先行樋璽

システムによる

P C住宅

( 淀川，ι クハウス)

‘・



サニタ リーユニ ットの揚軍

ステムの大中IH車用である。この万法によれば仮設協重機械を設ける

必要もなく、かつ、 11主戸単位に仕上材が組み込まれ水平、垂直運

搬を省くことができる。仮設機器tによる仕上工，]¥. のダメ部分もなく

なり、躯体と仕上が一体となった方法といえる 。 また本設エレベー

タの早期利用計画をすることによりなお 一層効果のあるものとなる。

c  ) 無足場計画… … 従米のように現場吹付等の場合は、外部足場が

必ず必要であり、とくに天候により最後まで残り外柿工Ｇ ｝ ＾［Ｎ等に ｉ ［ｴｾ ＺＭ ￰

となる場令が多く見られた 。PCa工法を採用する| 浪りは、外音11無足

場工法が望まれる 。

その) ' j 法としては、 PCa板躯体工場でるの外装を完了させたものを

用いることにより l次付等の品質も確保できると忠われる。また外部

仕上工Ｇｾｾとしては、シール工Ｇ￟Ｎと吹付工 Ｇ｝ ＾［Ｎのみが主であるため、仮

設ゴンドラ等の計阿て' 機動性をもたせるのも 一方法と考えられる 。

S  3 タ ク ト シ ス テ ム に よ る 労 務 管 理 と 工 程 管 理

従来仕上工・f i . の若手は、 A匝体完了後とされるのが主で躯体の工程

遅れにより仕上の期間] が大幅に左右されていたが、 P C工法では躯

休と並行して仕上工・] > ; . が治手できるのは大変イT利である 。 また仕上

工事の月積極は、ユニット化、パネル化することにより集約されてい

るのが現状である 。 これらの集約された少数の職穏で作業を段階的

に進める方法としてタクトシステムがあげられる 。 いわゆるチーム

編成により従米のたて官 Ｑ｝ りの作業段階を繊Ｇ， ｉｾｊ りの作業形体にするこ

とが可能である 。 タクトシステムとは、“ 1 タクトの日数単位をきめ、

全体の作業を単位とする作業に分解しタクトをリズムとして同一作

業をくりかえすことにより全体の作業を進めていくシステム" であ

る。 すなわち弁職砲内容に作業を分解し 一定の人貝で一定の日数の

リズムで作業を進めていく万式である 。 P C 工法の仕上工' ] J . がタク

トシステムによく適令する理由として、①i，lLJ :¥: 工法から乾式工法へ

の脱皮、②正場製品でかつ規格品の大幅保則、③組み立てるのみの

仕上工・ji - などあげられる 。 すなわち職種を従米工法に比して約% -

ｾ程度に減ずることが可能であり、かつ多能工することにより労務

工数も減じられ、組み立てるのみで作業が完了する 。 各作業の工程

管理はこのタクトシステムの採用により 1 室 1 織強から 1 フ ロ ア -

1 職種という工程計画が可能となり、かつ弁段階ごとの作業にダメ

を残さずに作業を進めることも可能である 。定沼化した 一定少数の

f乍業貝チーム IHJ での コミュニケーションはきわめてスムーズであり、

工程のフォローも容易になる 。

S 4 P C工 法 の 仕 上 工 事 の 実 態

従来より仕上工' ] J . の乾式化が叫ばれているが、まだ半乾式工法的

な性格が強〈、完全な乾式工法の ｦ 確立は凶日 ｪｦ ｾ なものとされている 。

P C工法における仕上工' ]' ; は、編体の工業化と{ 上上の工業化により

- }削ib¥: 化を f1ll し進めることができる 。 また躯体と仕上が並行作業

で進められることにより 一層工業化され生産性が向上される 。

a) 左官工事の絶無 … ・P C工法は、従来のモルタル塗りをやめコ

ンクリート直押さえした P C板によって構成されるので、1 . x . 官工' ] > ; .

の必裂な箇所がほとんどなくなっているがジョイント部分のコンク

リート、および目地モルタルや桜合日11のモルタル仕上等が残されて

いる 。 これらの部分の作業は、{ 上上工・J'; として々えるよりも躯体

恨の 一部とし躯体作業とするのが今後の方向であると思われる 。 日

J也等モルタル縮工法は、手練りが主で砂、セメントを協重してその

行[1度調合し敷モルタルとして地工しているのが現状であり、工業化

のうちの手工業といえる 。今後の方向として、生モルタルの活汀j お

よび3司令したドライモルタル材の Hf. J T h と、モルタルに変わる材料を

| 泊先するとともに組立工にでもできる按令工法の I; 日発が望まれる 。

b ) 設備ユニット …・従来、水を使用する部分は、現場施工が多〈

見られたが、 一方法として防水パン型式のユニット方法が普及して

いる 。この方法での設備i配管は、現場施工となり、壁のなかに鹿め込

む脇工法が多〈見られた 。 またユニ ッ トパスの採用についてもノッ

クダウン形式のものが多く、キューピ ックルタイプの場合でも浴室

のみをあり設備配官: は、大半が現場地工となり施工性およひ' lRI 賀 商

でばらつきが多い。 これら水の使用する部分を 一 つのユニットとし

たサニタリーユニ ッ ト ( 設備ユニ ッ ト) を工場で組み立て設備配管

まですべて組み込んだキューピ ックルタイプにすべきである 。 この

万式によれば 、現場作業は据え十1 " け のみであり、設備の接続は本管の

みの嬢合となり、かつ各按令部祁試験も均質なものとすることがで

きる 。 サニタリーを ー プロックの室としてすべての取り付けを工場

で完成させれば現場でのメンテナンスが容易となる 。作業性から見

れば、建築と設備が完全に分離され作業工程も明確となる 。 ユニ ッ

トキッチン廻りであるが、現段I;rt では各プロックに分割し、ノ ック

ダウン形式のキッチンが多〈用いられているが、今後サニタリーユ

ニ ッ トと組み合わせたユニ ッ トキ ッチン形式が望まれる 。

c ) 間仕切パネル工事・・ ・間仕切は従来の軸組形式からサンドウイ

ッチおよび複合パネル形式が、大幅に取り入れられワンタッチシス

テム化が進められている 。 また収納スペースをもっユニ ッ ト家具1m

仕切形式も採用されつつある 。 これらの間仕切材は、規格寸法によ

る工場生産とし芯材は従来の木村から、プラスチック、ハニカム等

の集成材のものが多〈見られ、官 Ｑ Ｑｾ ＮＱの変形、変質を極力少なくし、

かつ狂いの少ないものが用いられている 。組立方法は、ノックダウ

ン形式で高さ調整機能をもたせたものが多〈、遮背性および断熱機

能をも J7層、されている 。 けれども生産工場として生産から取り付け

までの機能を有した業者は少なく、全体的に普及されていない。 な

お住宅のモテ' ユール規絡が進められることによりこれらの点が改善

されることを期待したい。間仕切の取付方法としては、接着工法が

多 Of l いられているが躯体料! 立による取付調整機能にまだ改善の余

地が見られる 。今後は、 P C との取り合いがより容易に地工でき、

かつ設備 ( コンセント、配線等) にいたるまで、 トータル的な機能

をもっ間仕切パネルを開発すべきである 。

d) 床、壁、天井の仕上工事… … 床・ 従来 P C工法でも設備配管等

の| 刻係上 2 亙床形式が主であるが、工業化工法としてパーケットタ

イプのワンパネル方式も用いられている 。 また発泡モルタルにより

下地調整および断熱床とする場合も多〈見られるが、今後の万向と

して、床直仮 1) 形式とするのが望ましい。 その方向性としてカーペ

ッ ト数等に断熱およびクッション材を衷打ちしたラパー付カーペッ

ト等の普及が見られる 。 なお P C床の目 J也音[1分の目逃い調主主万法に

まだ難点があり現段階では樹脂モルタル程度で処理している 。

壁 . P C直押さえの塗装仕上が主であるが、 P C板表面のピンホー

ル、 押 さえムラ、 補修跡、等の処理にまだまだ改良の余地がある 。下

4 9  
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地調整として、樹脂ドライモルタル方法と、最近ではマスチ ック塗

材 ローラー仕上等の下地処理が用いられている。仕上は、組面仕上、

ペンキ塗りおよびクロス張り等が見られる。とくに下地処理のうち

P C 目地部分は、完成後のワレの発生が多〈見られるため、白地切

りをするかまたは、カパ一方式を採用しメンテナンスを イT利 にすべ

きである。

天井・ 天井仕上は一般に組而仕上およびク ロス張り仕上 が主である

が、 P C床の目 地 が宅内 に出る場合がある 。室の間仕切に令わせた

目 ｉ 也 Ｍｾｾ ｊ りをするのが ｊ ｢ｴＺも良いが 、 必ずしもそのようになるとは ｼ 恨ら

ない。室内に目地が出る場令 日逃いをなくすと同時に目地処理方法

として、 一般には平日i に兇め仕上をするが、 A極体の動きによりワレ

が発生するためカパ一万式を採用するのが望ましい。

e) 設備に関連する内装工事一 ・4干室内の設備配管のうち屯気設備

は、従来の埋め込み万法からケースウェイによる方法が一般的に? 干

及している 。 ケースウェイ万式も天井廻縁を 利用した方法が一般的

であるがl隅木ケースウェイをも 利用すべきである 。 とくにガス配色:

等のためにすべて 2 旦床とする方法が見られるが、自己竹ルートを明

確にし間仕切ノマネルと複合した配管方式を考慮し、内装仕上と設備

工事の簡略化を計るべきである 。

f  ) 外装工事と防水工事… 一外装仕上げは 、現場での作業が主で下

地処理から仕上までを行っているが、今後の方向として工場仕上が

望まれる 。 とくに外装は、天候に庄右され工程上クリチカルになる

ためである 。 P C化することにより工場でのタイル打込みおよびl次

付仕上等が可能であり作業の一定化と品質管理面で有利である 。 ま

た現場での作業工数を減じかっ工J J ; J J短縮にメ リットがある 。外装仕

上板を使用すれば、外部作業としては、シールエ ーJ"¥. のみとなり仮設

計画上も有利である 。防水工 'J"¥. で屋上は、断熱防水工法が普及しつ

つあり、屋線板への断熱材打込みが不要となり防水層の下に断熱! 習

を設け、水勾配等も取りやすく、全体の管理面で有利となり効来的

である 。 なお最上階の住戸の二王天井が省略でき 一般住戸と同ー の

仕上が採用できる 。 バルコニ一等の| 防水は 、現段階では口 地部分の

みシール防水を施しているが、今後の万向としてシール万法に改良

の余地がある 。

S  5 まとめ

P  C{主毛の仕上工 'J"¥. の工業化は、 一段と進められているが、躯{ 本

精度と仕上精度とのかみあわせと、ユニ ッ ト化が今後の方向である 。

すなわち工 'J'; 側から見れば躯休部材と仕上部材が同一吉11Mとして作

業を進められるとともに、述搬についても単一機種でるすべてまかな

い得ることが望まれる。今後の仕上工 'j¥. の方向性として、

a  ) 乾式工法における躯体と仕上の結合 : 仕上をしたI J ! 昼休部材 の生産

b ) 内装パネル取付方法の IJ日発 : ノ ックダウン方式、ユニット H¥J 仕

切、アジャスタ一方式および村j立の吸収方法、躯体との取り合いの処理

c  ) 外壁面断熱パネル地工法の改良 : 躯体と 一体となった 断熱処理

方法

d ) 各客! 日lの断熱遮音効果 : 躯体との嬢点での取イ寸処理万法

･ Ｉ 設備と仕上のイ ｔ 機的結介、ｾｬｌ気 ・ ｴｦ ス ・ 給排水設備 の ユニ ッ ト化

f  ) ジョイント R! 也の処理万法と下地処理、壁、天井、床等の 口地

処理と内装下地の問時化

g ) 躯休工 'J"¥. の完全乾式化、日 J也諮モルタル等の改良

これらの諸条件を 加味し、なお- M、 P C 工法とユニット仕上を組

み合わせ 、現場では組み立てるという作業工数の減少と工場生産機

能をフルに結合させることにより 、作業性の 向上と住空1mの!副主性

の向上 と安定した 品 質の仕上工‘ J_ i . への脱皮を計らなければならない。

Ｈ たまこしとし釘胤竹中工務的工 Ａ ｊ ｾ ｊｬｾ Ｉ
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P C住 宅 の 現 場 監 理

青 山 克 己

現場監理とは「検査と確認という過程を通して建物の品質の管理

をすることであり、また施工の計画と実施を巡って工程の管理をす

ることである」ともいえる。

このことは P C住宅も在来工法の住宅ととくに呉なるところはな

い。しかし在来工法では躯体は現場で作られるが、 P C工法では工

場で量産された P C板を現場で組立てていくという点に大きな差異

がある。 P C板の精度が副長イ本村j支に大きく彩響を与え、以後の仕上

工・ ｊｾ に亙大な結来を及ぽす袈因となる。これは現場における品質管

渡、工程管理にいかにブJ を注いでも必ずしも良い結呆が出るとは限

らない。 P C板 の品質、すなわち工場における品質管理がその成否

を左右するからである。 P Cの現場監理を述べようとすれば、現場の

組立てから始まるのではなく、実に P C工場の品質管理から始まる

というべきであろう。すでに r p C板の工場生産と品質管理」ある

いは r p c 住宅の現場組立」、 r p  C 住宅の仕上工 ・p. J 、と各論で

述べられているので詳細に説明する必要はないが、一応工場におけ

るP C板の製作についての院理要点から始めることとなる。

1 章 P C板 の 製 作

1 . 生産計画

1 - 1  処方開始日までに必要な P C板の製造

現場組立工‘ J_ i . で最初に施工単位として組立てる棟数分の一階床板、

壁板、 2 附床板が用意されねばならない。組立工 'J'; の工艇は機株の

綴動を考慮して、予め 1 施工単位の建方スピードに合ったストック

を与ーえる必要がある。

1 - 2  工期内の生産体制l

①労務者の工J t r J を通じての安定した確保が必要

②工場生産力と組立工恨のスピードの調和、工場では生産力の地強

はできないが、組立工事は熟練と労働時聞の延長である程度増強で

きる。

③製品に不良品が出た場合の事m充を考えると、一定戸数分のストッ

クが必要である。

2 . 材料および部品

2- 1  セメントの品質、必j支と新鮮度の検査

2- 2  骨材、粒度、比重、とくに砂は含水率が大きく変動しやす

いので定期的に試験を行うこと、上屋が設備されると良い。

2 - 3  鋼材、外観および化学成分、機械的性質について、規格品

であるかどうかをチェックする。

2- 4  ジョイン卜金物

材料、図面、仕線占による規格の合格品、形状寸法アンカー鉄筋長、

溶接長、スミ肉の大きさ等の検査

発注先の工場設備、品質管・理体制、溶接工の技能資格の調査が必要

である。

2- 5  インサート

規絡の令格品であること、防錆処迎、強度等のチェック( 強度は定

JUJ 的にメーカーより試験表を出させる)

3 . 製造方法

3- 1  型枠組立

型枠争IJ 離剤の品質、塗布畳、周辺型枠のボルトのチェック、とくに

型枠粘j支は定期l的に検査すること。

(1笠版) 辺長、 ジョイントプレート位置、ネジレ 、反り、面の凹凸

( 床版) 辺長 、対角線長差、ネ ジレ 、反り、 ジョイントプレートの

f立置

なお型枠の寸法詐符差は製品規格より厳しくする必要がある。

3- 2  鉄筋の加工、配筋

①配筋は原寸図を作製し、その上で組立てる。

②吊上げ用フック位世の確認

③ジョイント用横筋の位置および出の長さ、固定法のチェック

④先付部材、ジョイント金物のアンカ一等配筋上、鉄筋のカプリ厚

が不充分な場合は縮工図の再検討が必要である。

3 - 3  先付部材の取付

先付部材の取付けおよび締付けチェックのため、チェックカードを

各板ごとに作成し、作業工程中にチェックを行う。

3- 4  コンクリートの調合、練りまぜ

コンクリートの調合は主主生条件を加味し、あらかじめ試験線を行う。

3- 5  加熱養生

加熱養生は各糟を一定の条件( 温度と l時間) で養生し、製品の強度

にバラツキが発生しないよう? 甘に温度管理を充分にすることが大切

である。

3- 6  コンクリートの品質管理

P C工場の最重点項目であり、 J IS Z  9  0  2  1、 90 2  3 により

告: 理図を作成し、製 :17: の安定化を図らせる。

4 . 製品

4 - 1  製品の形状寸ー法の検査は下記により行う。

( 抜取検査) 辺長 、 ジョイントの位誼、ねじれ、反り 、商の凹凸、

曲がり、板厚、対角線長差

4 - 2  仕上り検査は下記の項目を行う。

( 全数検査) 表面仕上、 亀裂、破損、電線管の詰まり、先付音11品の

移動、破損の有無

4 - 3  検査済みの製品で合格品は検印の表示を行う。

5 . 工場設備の管理

5 - 1  製造設備の盤併il

①原材料および苦11，¥'1，笹場

イ) 骨材置場・・ ・般努iサイズの異な ったものが浪ざらないよう 仕切

りを確実にさせ、 1尼土が浪人しないよう注意させる。

ロ) 鉄筋その他先付金物置場… … 発錆の生じないように防護措箇を

とらせる。

②コンクリート製造設備
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イ) パッチャープラント … … 計量器は定期的に点検させるとともに

年 1 回以上計量法による計量探検査をさせる 。

ロ) ミキサー… … 年 1 回以上 J I S A  1  1  1  9  ( ミキサーで練りま

ぜたコンクリートのなかのモルタルの単位容積重量の試験方法) に

より練りまぜ試験をさせる 。

③コンクリート成型設備j

イ ) テ ー プ ル … . P C板を約 3 0 枚製造した後、または製品検査で

製品に呉常を認めたときに検査をさせる( 月に 1 - 2 回程度) 。

ロ) 周辺型枠… … テーブルの検査に準ずる 。

@ 養生設備

イ) 養生槽… … 槽内温度のばらつきを年 1 回以上測定させる 。 また

温度計と温度記録計の検査を年 1 回以上させる。

ロ) JJD熱機… … 関係法規にしたがって定期検査を受けさせる。

5ー 2 検査試験設備の整備

①原材料および部品の検査用旦

②コンクリートの試験設備

2章 施 工 計 画

1 . 工程計画

①全線のエギ工程表を作成し、各工事種目ごとに作業期間をチェ ッ

クする労務人員のほか、現場の立地、季節および気象条件など充分

)]-r&に入れて決定する 。全体工期とのバランスにおいて建方開始時

期までに必要な P C板の供給状況を確認しておく 。

②ｾ作業の相互関係、建 ｽｊ 、クレーンの能力を基準にして他の作業

との| 刻述を与える 。

イ) 処方スピード、工場の生産品、運搬計画の三つの釣り合いがと

れているかチェックする 。

ロ) クレーンの稼動に合わせた工程管理がポイントとなるので、プ

ロック ;l刊を慎重に決めること 。

ハ) 仕上工 'J'. に関しても工場)111工部分が多いので、工場作業と躯体

工 'J'. の工縫の取り令いを確認しておくこと 。

③| 刻述工・J'. との取り令い。

イ) 道路工' J ' ; で P C，f反の j般入、クレーン移動等支障のないようチェ

ックをする 。

ロ) 設備工 'J'. との関j ) J ! のチェ ックをする 。

2 . 仮設工事計画

仮設物の安全性および資材の数量と転用計同等の検討を行う 。建万

クレ ー ンの走行路については敷地の地盤勾配等を々l直し充分な補強

をさせる 。 なお建物周聞は必ずパイプ足場を設けさせる 。

3  機械設備計画

3- 1  使用機械の数量能力が工・J' ; f 誌に対して適切であるか、検討

を行う 。栓万クレーン、仮ストック用クレーン、 i存按機等

3- 2  使用機械の性能と安全性について

住万クレーンの性能( 吊上荷重、t J ，' i 位、旋同半径、作業速度 ) が現

場の災状に適しているかチェックする 。

4 . 労務計画

4 - 1  作業註に対して必要労務人民は一般に少人数であるので、

労務の不足が全体の工艇に与える彬科が大きいから注意を要する 。

4 - 2  特殊技能を必要とする有資格作業者

クレ ー ン運転貝は免許証、玉. j j トは所定の資格、溶接工は J 1  S の試

験の令絡者等の確認を行う 。

( .主 ) i存権工は布資絡者であ っても試験溶接をさせ、技術的施必を行った万がよ い.
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3 章 基 礎 工 事

3 - 1  基礎型枠

① 型枠の材種、品質、構造

型枠は専用の鋼製型枠を使用するのが最良であるが、 A 極合板型枠

でも良い、定められた型枠制雄知l を塗布する必要がある 。

② ジョイン ト金物部分の 72枠は専用鋼製型枠を使用する 。

③ 盤出しは建方の恭準となるので厳密に行い、必ず立会検査を行

ヲ。

④ 型枠組立は誤差修正の困難な階段室内壁より組立を行う 。 S B

( セッテイングベース ) 部の型枠は P C板組立の恭準になるので、

とくに精度に留意して 2 ヵ所以上で取付けること 。

⑤ 検査 : 基礎コンクリートの精度が P C板の組立精度を左右する

ので型枠検査はとくに入念に行う必要がある 。

3 - 2  配筋およびジョイン卜金物

① 自己筋( とくに P C板 と主筋の浴按を行う鉄筋) の位置がずれる

と、以後の調整が困難となるので、精度に充分注意すること 。

② ジョイント金物の位世は X Y 方向で大きさが呉なり、また取り

付ーけの高低、および不隆によ ってジョイントプレートの溶接長が不

足するので、土 5%以内の精度を保つよう注意すること 。

3 - 3  コンクリート

① 打放し仕上を考慮した打設方法がとられているか。

② ジョイント金物処り

セ ッテイングプレ ー トの下端は さを隙ができやすいのて寸サ突きこむ。

またコンクリート打設後、プリージングにより沈むのでコンクリー

トを補充し、光換を行うこと 。

③ 型枠はコンクリ ー 卜強度が 5 0  kg/ cm' 以上になるのを確認する

までは耳R除してはならない。

4 章 P C板の運搬

4 - 1  運搬

① 現 場の組立作業能率にバランスした供給量

運搬 lI J : は組立作業主に合わせ、計阿し、できるだけ現場内に仮スト

ック場を設け、男IJ のクレ ー ンを用意するか、建方クレーンの能率を

低下させないよう検討を行う 。止むを得ず建方クレーンと運搬卓が

直媛受け渡しを行う場令はl i Kj般'11の台数は慎重に決定しなければな

らない 。

② 工場から現場まて切道路 'J¥. ↑!?

道路 'J'. 怖を充分調査し、走行テストを行 って、実情に即した運徹計

阿を立てる必要がある 。

4 - 2  仮スト ック

現場内に仮スト ックを行う場令は、建方作業との閲辿を巧ーJ.i R し、で

るだけクレーンの移動を少なくするよう計阿する 。仮スト ックJ Fl

架台は P C板の山し入れに捌{ 勾を与えず、また、転倒等に安全な別

式であること 。

5 章 P C板 組 立 お よ び ジ ョ イ ン ト 工 事

5 - 1  P C板の搬入検査

① 現場に搬入された P C板の品質

P C板は製造工場において検伐を行 った後出荷されるから、現場に

おいて検査済印を硲認すればよいが、運搬中において破航、ひぴ;'IIJ

れ等を生ずる場合があるから円悦検査を行う 。構造上有吉な破損が

あれば直ちに場外へ搬出させる 。

② 寸法、精度は定期的に ( 1棟につき 1 戸程度 )行う必要がある 。



5 - 2  組立およびジョイント工事

① P C板の吊上げ

吊上げ作業の安全確保と P C板に損傷を与えないよう注意すること。

② P C板組立

組立作業は専任担当者を定め、必ず板径の確認と吊上げ金物の点検

を行い、建込みに当たっては盤に合わして丁寧にかつ、似重に作業

し、粉度を保つように行う。建込んだ板は速やかにプレースサポー

トおよび頭つなぎ等で控えを取り、将棋倒しがないようにさせる 。

組立が終わ ってもその階のジョイント工事が完了するまでは上階の

建方に進んではならない。

③ ジョイント工事の重要性

イ) ドライジョイント( 水平)

ドライジョイン卜は本構造の要であるから全数検在を行う。溶接部

は溶接長、脚長、外観( ワレ、ピーに浴込み 、アンダーカット、

スラグ巻込み、プローホール、クレー夕、ピット等の欠陥) のチェ

ックを入念に行う。

ロ) ウエッ トジョ イント( 鉛直)

竪ウエットジョイントもまた本構造構成上重要な個所である。とく

に主筋に対するコンクリー卜の被夜、溶接の所要断面について入念

に施工する必要がある。これは建物にとって致命的欠陥となる場合

もあるので充分チェックすることが必要である。

5 - 3  敷モルタル

敷モルタルはドライジョイントに劣らず建物の圧縮力と明断力を負

担する主要なジョイントである。その調合と施工には充分儲立する

ことが必要である。敷モルタルと同時に施工される |坊水シー トの敷

込みは構造とは別に防水という建物の生命がかかっており、充分注

意して管理せねばならない。

5 - 4  1 階床組立

① 基礎コンクリートの強度

所定のコンクリート圧縮強度( 1  0  0  kg/ cm' ) を確認の上 、床板を

設置する。

② 基 礎 床 掛 帝11のレベルの調整を行う。

③ 床 板 は 正 し い 位 置 に セ y ト、バルコニ ーの通りはとくに注意す

る。

④ 衛生配管用スリ ープの位置を確認する。

5 - 5  1 1培壁組立

①床面上の益出し

階段室を中心にして左右へ振り分けてスミ出しを行い、寸法のチェ

ックをする。

②床板と床板および床板と基礎の鉄筋の溶接を行う 。溶接検査終

了後、 ジョイントコンクリートの充壌を行う 。

③ 壁板をセットするためのレベル調整基および正しい位世にセ y ト

されているかを確認する。

④ 転倒 を|坊 ぐためサポー トの安全性を確認する。

⑤ 建入れの通りの修正、鉛直ジョイントの頂部の溶接の確認。

⑥ 建 入 れ 調 整 後 、 直 ち に鉛直ジョイントの溶接を行い、引き続き

水平ジョイント( セ γ ティングベース) の溶接を行う。

5 - 6  2 階床板組立

① 床 板 は 正 し い 位 置 に セ ットす る。

1 階問機とくにバルコニーの鼻先の通りに注意する。

② 天井に現れる接合昔日の目地の目違いの調整。

③ 衛生立上り配管の床スリーブの通りのチェック。

5 - 7  2 11皆壁板組立

① 1 階壁板および 2 階床板における溶接およびジョイ ントコンク

リートの充棋の確認。必ず下階の接合苦11 を完了して上階の主主方へ進

むよう徹底させる。( ドライジョイントにあっては溶接完了、ウエ

ッ トジョイン トにあ ってはジョ イントコンクリート打完了を接合部

の完了とする)

② ジョイントコンクリートの強度の確認

圧縮強度が所定の強度( 1  0  0  kg/ cm' ) に達しているか確認したの

ち壁板の建方にかかる。

③ 以下 4 階、 5 11管と同様なくり返して・}I頂次上階へ進む。

5 - 8  階段組立

階段室の床板の取付位置、レベル、階段の取付角度のチェ ックを行

つ。

5 - 9  屋根板組立

①最上階壁板のレベル調整のチェック。

② 屋根板のセット、とくに庇鼻先の通りおよび目途いのチェック

を行う。

5- 10 溶接

P C工法における溶接はその構造耐力上、最上級に属する重点! f . 項

であるので、とくに別項を設けて注意を喚起することにした。とく

に下記項目について確認および検査が必要である。

① 溶接憾の種類および品質

母材の材質強度にょっ使用する溶接棒の洛着金属の引張強さを適合

させなければならない。たとえば、母材が S S  4  1 または S R 2 4

のときは溶接俸は 4 3 を使用し、母材が S M5 0 または S D  3  0 以

上のときは 5 0 を使用する。

② 竪ジョイント鉄筋および接合用添筋の種類品質

再生俸鋼は使用しではならない。

③ ジョイン卜金物の品質および精度寸法

品質については S S  4  1 とS M5 0 の使用区分、所定の寸法、精度

があるか 、 とくに後付けプレートの開先の形状寸法が正確であるか

チェックすること。

④ 溶接個所の fr'f 掃

セメントペースト、スラグ、水分、さぴ、油、その他不純物を入念

に除去する。

⑤ 溶接の仕上寸法および欠陥

溶接長さ、脚長、のど厚等の検査および溶接部の; 明lれ、アローホール 、

溶活不良、スラグ巻込み、アンダーカット、オーバーラップ等の欠陥

がないかを検査する。

5- 11 ジョイント用型枠およびコンクリート

下記項目の確認および検査を行う。

① 型枠の品質、構造、および寸法、精度

② 制 維 斉IJ の品質

③ i溶接の完了の確認

④ インサート 、木煉瓦等の位置の確認

⑤ コンクリートの調合、粗骨材は 15輪以下である。

⑤ コンクリート打継面の清婦水しめし

⑦ 脱型後の補修、豆板や * す、、は防水モルタル等で補修させる

( ひどいものは研り とり 補修 させる。)

③ コンクリートの強度、設計規準強度は 1 8  0  kg/ cm' て' あるが、

100 kg/ cm' に達すると、上階の建方を開始してよい。

5- 12 P C板の宇IIi 修

組立完了時に各階の軽微な破損および亀裂は |坊水上支障があるので

調査の上補修する。

① 破 損 個 所

下地のモルタル屑附着物を取り除き清掃の上、合成日分子エマルジ

ョン入セメントペーストを塗布し、向上モルタルにて、むらなく充

填する。

② 亀裂個所

亀裂個所はエポキシ樹脂を注入する 。

エポキシ樹脂は注入後コンクリートと樹脂の界面から破断しないも

のとする。
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6 : ' 1 震防水工事

6 - 1  ジョイント防水

① 工 程 計 画

( 防水下地の乾燥)

l 3 i 似、バルコニーのジョイント音1)分に詰められたモルタルやコンク

リート部分には水溜りが生じやすいので、下地乾燥期間を充分にと

ること。

② 施工

イ) これまでの作業で漏水に繋がる欠陥がないか、 P C工法におけ

る防水は主に線の述統による防水が主体をなすので、ジョイント防

水を完全に行うよう指導することはもちろんであるが、防水作業前

のi諸作業たとえば、 P C板の' $ 1 作、建方、白地モルタル詰、ジョイ

ント金物の溶接等の作業においても、平常気を配って、漏水に繋が

る欠陥は極力排除するように指導する。

ロ) 防水下地の舵認、

P C板については、コッター廻りの附角にキレツがないか、吊上げ

フック廻りの放射状キレツ、工場で修理した例所に問題がないか、

防水下地にレイタンスがないかをチェックする 。 またジョイントモ

ルタルについては平滑にかつ充分充填されているか、ジョイントコ

ンクリー卜の豆板補修に問題はないかチェックする 。

③ 脇工万法

イ) 下地処理、消掃

下 ｊ 也の ｨＧ￭Ｇ 十ｩＱｾとプライマー処理は防水の法本条件であるので充分留意

し入念に行う。

(  i  Ｉ 下地はモルタル府等を除去し 、 ｾｬｩＮ気対除機またはコンプレッサ

一等で ｨ 刊ｾｽし、プライマーを入念に塗布する 。 なおこの際、下地の

乾燥にも注立する 。

(  u  ) プライマ』の塗布は席IJ 1 ; でト分下地にすり込む。

ロ) 防水村の充. I f f i

(  i  )溶解温度に注意する 。

( ii )充嘆に| 祭してまず下打ちを行い、相IJ もで卜分下地にすり込み、

イ-t l rJ J を. l i " I 大させる 。

( iii )定 j杉村をセ ッ トする場ー令は、予め圧縮シロを 10%経度見込んで

向くする 。 また圧縮されてはみ IJ' ，したものは円地深さが一定になる

ように除去する 。

ハ) 端ぷおよび交点の処理

(  i  )防水の端末納まり、とくに下記については仕上り面の高さに注

立して過不足のないようにする 。

• Blfij J! j ジョイント音1)

・バルコニ -11111壁立上り部

(  ii )防水の交点は必ず合致させる 。 とくに下記例所に注立する 。

. 外明航 nJ 也と竪目 J也

・バルコニ - 111l J佐立上りと外壁樹 lヨ地

ニ) 防水 l市の保護

階段およびバルコニー l釘の防水はm傷| 幼止のため保護を行う 。

6- 2  届倒防水

① 工 払;1・州

下地の h'ih¥、乾燥状態および不| 塗等は防水の性能に大きな; 彪響をお

よぼすので充分注意すること。

② }j (Ji 工

イ) 1切水下地の確認

・コッター姐りおよび吊上げフック廻りに危裂がないか 。

. 防水下地にレイタンスがないか。

・円J也モルタルは平滑に、かつ充分に充喫しであるか。

. 欠込，t法の過不足。

・ジョイン卜者[ ) の不陸調整。
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ロ) 砲工方法

・下地はモルタル府等を除去しプライマーを刷毛で十分下地にすり

込む。

・アスフアルトの溶解温度に注意する 。

・バラペット立上りの端末の処理。

. I q f り幅、塗りJ ! l . の過不足に注意。

6 - 3  浴室防水( 防水パン)

| 幼水パンの据え付けはJ I ! 昼休の村J主により大きく左右されるが、 J魁え

イ寸け後のコーキングは漏れにつながるので、とくに細心の注意が必

要である 。

イ) コーキング地工の際、下記事項に注立する 。

(  i  ) コーキングの過不足

(  ii ) 怪閣のコーキングの破断

( iii ) 喧竪目地コーキングとの交点

ロ) 裾え付け完了後水帰り試験を行い、水漏れの確認をする 。

7宣言 仕 上 工 事 、 設 備 エ 事 そ の 他

以下、名工 'J';. についてはイE米工法と同様か、または大差がないので

簡単に説明する 。

7- 1  木工，ｾ

盛出し、 ｐｃｾ 反往万制度による内装プレハプのプレカ ッ トの問題、

モデルルームによる納まりの確認等、床組はイE米工法と同 ー である

が、数府下バ ッキンの確認、大引娘太の同定状況、配管姻りの補強

等の確認、立下はネダホームまたは木毛セメント板の敷き込みであ

り、不| 控円述いに注意する 。 内装パネル、 l幼採工 'F もイE米工法と呉

なるところはない 。

7 - 2  li. 官工目J>;:

玄関上1m、バルコニ ー継日等モルタル塗の下になる ジョイ ン トシー

ル材のチェ ック、板此j泊の穴埋めは充分に確認する 。

7 - 3  塗装工・ ｊｾ

コンクリート紫地面の下地調絡の材質は所定の ものか、日i ! t ! い、ピ

ンホールはないかR確認する 。

7- 4  金以工 'J>;:

バルコニ一、窓、手持? の i13 さ、| 相変手摺の ll.5 さの硲認、バルコニ ー 予

倒支牲の似疋モルタル諮めおよびコーキングの縫認。

7- 5  衛生、ガス設備エー ｊｾ

① ｊ 主礎、床板、 ｉ 登板のｉＧ￭ ｇｾ Ｇ￬Ｚ用スリ ー プの大きさ、位置 の 維認 。

② 工程表は完全にできているか。

③地工図に間j l t ! いはないか。

④ 配管後の作業に予i @いはないか。

⑤ 排水管の勾配、とくに台所流し、便器の接続哲・の勾配に注意し、

床応の調整をする 。

以外に冗 l乏な説明に終始してしま ったが、 一般に P C工法は工事

政埋も比較的楽であるとされており、事実そのようであるが、 一 方

において P C 工場ーにおける品質管理に問題が残 っているので、今後

この商の精進がますます要求されてくることと巧えている 。限jj7可地

区においても P C 工場は 2 0 数社を数え、おl : i L . -i.:1燐j 走者を加えると

3  0 社を超える状況であるが、品質管理の主主った優秀な工場は 1 0  

社に満たない状態では、工 ｊｊ［［ＧｾＺ 監理 ｒ もまだまだ仕事がありそうである 。

( あおやまかつみ 日本住宅公開 ｬ 瑚西支社工Ｇｾ監管部地工指 ｩ ＡＩ［ ，ＮＡｉ｜民 Ｉ



l〉令今くl

官O

電算機による R C建物

の構造設計( その 1 )  

桑 形 松 夫

1， D E M O S - E  B U I L D  

B UI L D  は 電 電 公 社 の デ ー タ 通 信 の 一 つ 、

科 学 技 術 計 算 シ ス テ ム サ ー ビ ス D E MO S - E

用 に 作 成 さ れ た プ ロ グ ラ ム で あ る 。

B UI L D は 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 建 物 の 構

造 計 算 が 準 備 計 算 、 応 力 計 算 、 断 面 計 算 の 3

つ の 段 階 に 分 け ら れ る こ と に 対 応 し て 、 3 つ

の独立したノマッケージで構成されている。

B UI L D- P :  ; 荷量計算、荷量項計算を行う

プ ロ グ ラ ム で あ り 、 岡 崎 に コ ン ク リ ー ト と 型

わ く の 数 量 計 算 を 行 う 。

B UI L D- S : 鉛 直 荷 重 ( 長 期 荷 重 ) 、 水 平

荷 重 ( 池 袋 荷 重 ) に 対 し て 応 力 計 算 を 行 う 。

解 析 は ラ ー メ ン 架 械 を 平 面 フ レ ー ム ま た は 立

体 フ レ ー ム と し て 取 り 扱 う 。 ま た 、 振 動 解 析

に 用 い る 建 物 の 剛 性 行 亨IJ を 計 算 す る こ と が で

きる 。

B UI L D- M : 長 期 、 短 期 の 応 力 を 組 み 合 わ せ

せ て 、 昔 日 付 の 断 面 設 計 用 応 力 を 計 算 し 、 建 築

学 会 の R C計 算 規 準 に よ っ て 断 面 計 算 を 行 う 。

こ の 3 つ の プ ロ グ ラ ム は 、 フ ァ イ ル を 通 じ

て 相 互 に j坐 結 さ れ て お り 、 個 々 の プ ロ グ ラ ム

を Ijl 独 で 走 ら せ る か 、 述 結 し て 走 ら せ る か は

任意てーある 。

こ の ほ か に 、 入 力 デ ー タ の チ ェ ッ ク と T 形

断 面 の 世 の 計 算 、 壁 の プ レ ー ス 置 換 計 算 の 機

能 を 持 つ B UI L D- C K 、B U I L D - S の 応 力 計

算 か ら フ レ ー ム の モ ー メ ン ト 図 を X Y プロッ

タ ー で 作 図 す る B UI L D- D が あ る 。 こ れ ら の

プ ロ グ ラ ム の 構 成 を 図 1 に 示 す。

B U I L D の プ ロ グ ラ ム 群 の 椛 成 の 特 長 は 、

t.vti 主 計 算 の プ ロ セ ス が 設 計 に お け る 試 行 錯 誤

的 な 反 復 行 為 で あ る こ と に 対 応 し て 、 準 備 計

算 、 応 力 計 算 、 断 面 計 算 て ¥ ど の プ ロ セ ス に

も 任 意 に 戻 る こ と が で き る こ と で あ る 。

構 造 設 計 の 過 程 は 、 機 械 的 な 計 算 の 集 積 で

は な く 、 建 物 の 構 造 的 性 伎 を 計 算 に よ っ て 定

、 的 に 明 ら か に し つ つ 、 総 合 的 な 判 断 を 加 え

な が ら 設 計 条 件 に 適 合 し た 性 能 を 雄 物 に 与 え

る こ と で あ る 。 し た が っ て 、 設 計 の 途 中 で 計

算 事 古 来 を み な が ら 修 正 を 加 え て い く こ と が 普

通 で あ る 。

B UI L D で は 、 中 間 結 果 を 納 め た フ ァ イ ル

を 修 正 す る こ と に よ っ て 、 計 算 、 判 断 、 修 正

の 繰 り 返 し が 容 易 に 可 能 で あ る 。 こ の よ う な

機 能 は 、 従 来 の 自 動 設 計 あ る い は 一 貫 設 計 を

目 指 し た プ ロ グ ラ ム に 欠 け て い た 柔 軟 性 を 、

B U I L Dに 与 え て い る 。

最 後 に B UI L D の 各 パ y ケ ー ジ の機 能 と 適

用 範 囲 を 褒 1 に 、 入 出 力 デ ー タ の 概 要 を 褒 2

に 示 す。

なお、次号は構造設計用' ; l l t ) : プログラムの

評定を中心に、ｾ｛ｌ ｮ 機による ｾｉｙｦｩ 立設計の問 題

点 に つ い で 述 べ る 予 定 で あ る 。

(  ( わがたまっぉm : m公 社挫 築 局 係 構 股 JI 室)

表 1 ，BUI LDの機能と適用範囲

二なと: 機 自E

ｂｕｉｌｄＭｃｋ Ｚ 入力データのチエｾ 7  

T 形断面の# の計算

9. i : のプレース自主換

BUI L D- P 憎備計算

と

B U I L D  コンクリート、型枠の数品

全 般

BUI L D- S 応力計$' ) :

スティフネスの計fl:

BUI L D- M 断而計算，

BUI L D- D 応力図の作図

荷重なl 、住軸力、 J也以荷量用重量の計 fl:

BUI LD- P  

コンクリートの谷被、形わ〈面積の計fl:

スラプの応力骨j' f):

長期、短期の応力計算、解析は平面または

立体、立体の場合はねじれの影響、基礎の

BUI LD- S  

浮上がりの影響を考慮できる。

軸方向変形、材のせん断変形、剛城、基礎

下の回転 ・上下方向ぱね、各層での水平If

ねを考慮できる。

コンクリートの材質は層ごと、鉄筋の材質

は層ごと、) j 向ごとに変えられる。

BUI LD- M はり、伎の軸筋の本数 ・せ ん断初 ￎｾ 虫筋の ｉｕｬ

隔の計算。

ｅ まのせん断有ｉ￬ｾ虫筋、 ｬ 剤口補強筋の計算

BUI LD- D  

BUI L D- S の結果を図形出力する

表 2 ，BUI LDの入出力

二む41
入 カ

ji8j 用 範 閉

1  ) フレームは銭形、同一万柿lでは平行、相互に

直支。床面は同一平在日

2 )  30スノマン、 401冒

ただし 500節点目/ フレーム、 500節点/1冒

2000節点/ 他物

3  Ｉ 耐ｾ笠はプレース置倣

4  ) 柱、はりは抜けてもかまわない

1  ) 部材断面の形状は長方形

2  ) 通常の荷量タイプの和1m項は自動計算

3  ) 部材心はフレームの通り心と 一致する

4  ) 壁重量の伝達方式は選択可能

1  ) 床面は剛体変位する。床面の水平変位は 1 7

レームでは同一

2  ) 柱のねじれ剛性は無視

3  ) 振動解析用スティフネスの計算、 DY NA用

4  ) 昔日材は線材に置きかえ変形法による

1  ) 苦11材断面形は長方形

2  ) 計算法は建築学会 R C計算規準による

1  ) 長期、短期ごとにモーメント図を X Y プロッ

ターで出力

出 力

コントロール: 池物の形状定義、スパン、盆l精肉 雄物基本条件 : スパン、階問、代表フレーム、

材 料: コンクリート材料、 R C霊 而彬1・谷秘

荷 虫 ・4此戦荷量、仕上重量、民度など 荷 重 条 件 秘 戦 術 虫 、 仕 上 重f L L詰度など

部 材 形 状 は り 、 柱 、 壁 、 ス ラ プ な ど 苦11 材 形 状 : 各部材の形状

BUI LD- P  部 材 配 ili : はり、柱、壁、スラプなどの 部 材 配 置2 . 各音11材の自己ili

配置E 特 殊 荷 量 特 殊 荷 重 、 追 加l重量など

特 殊 荷 重 は り 、 位 特 殊 荷 重 、 追 加 盟hl 2 次部材の応力 . スラプ、小梁

出 力 制 御 荷量項、柱軸力、 J血m力

f)'t 1草の集計: コンクリート、型わく

コントロール 計fl: 法の指定、| 清高の修正な ，建 物基本条件，苦 ＱＱｾ Ｎｪ形状、部材自己鐙

ど 応力計算条件 . フレームごと荷重ごと

:I'.j 料 : コンクリート材料の修正 水平力、基礎霊滋

音11 材 形 状 : 昔11材断面の修正 応力計算の結呆 :

BUI L O- S  部 材 配 世 : 苦11材配澄の修正、せん断変形 ①固有周期、振動形、スティフネス

の指定 節点変位、住 ・はり ・プレースの応力

荷 重 . 水平力、基礎丞量 不平衡力

出 力 制 御 ②フレームの水平力分抱

③建物の層せん断力分担

コントロール . 設計用応ブJ の指定 主II 物基本条件

はり、柱の設計条件 使 用 材 料 ーコンクリート、鉄筋

を占 料 コンク リート材料の修正 苦11材の変更 : ｊｦｾ状、配置の変更

BUI LD- M 

鉄筋材質、鉄筋径の指定 設計応力表 . は 1) 、段、画t m壁

部 材 形 状 : I;j: t) 、住断面の修正 断 面 計 算 : はリ、柱、耐泌壁

部材配i i ' i ' : はり、柱配置の修正

断商指定・断商計算するはり、柱、 ｩ ｬｈｩ，Ａｾ

E遣の指定

総築と社会 /1975年 4 月号 5 5  



1 0  

サーモスタットの概要

と取り付け位置

竹 崎 哲 郎

最 近 、 空 気 調 和 の 自 動ftiJ 御 に 電 算 機 が 導 入

さ れ 始 め 、 完 全 自 動化 へ の 効 呆 を あ げ て い る

が 、 い く ら 自 動 機 株 の 精 度 を 良 〈 し 、 ま た 自

動f 1i 1] 御装世のグレードを高めようが、 1111J御 品

( 宅弘、水温、湿度、水圧等) を検出する検出

部 ( サ ーモス タ ッ ト 等 ) の 取 付 位 也 、 取 付 方

法 が 適 正 で な け れ ば そ の 装 註 も 役 に 立 た な い

ばかりでなく『害になることさえある。
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①

用

②

③

④

1 . 室内温度調節の自動制御

一般 に 温 度 調 節 の 自 動 制 御 機 構 は 第 1 図 の

ようになされる。

ｾ ｉ 図

(1)  検出端・・・水銀鼠度計、パイメタル、部1I

温 抵 抗 体 の よ う に 温 度 を 検 出 す る 部 分

(2)  検出部・ー・・・検出した混度と目標の温度と

を 比 較 で き る よ う な 誌 に 変 換 す る 部 分 と 検 出

端 と の 総 称 ( 室 内 サ ー モ ス タ ッ ト は 一 体 型 、

挿 入 型 サ ー モ ス タ y トは別個になっている)

(3) 調節苦I1 ・・・ 目椴イ直と検出値を比較して、

そ の 偏 差 に 応 じ て 操 作 の 信 号 を 出 す 部 分

(4)  操作総・・・ー操作誌の変化を行うパ J レブ、

ダ ン パ 一 等

(5)  操作部・・・・操作端、およびそれを作動さ

せ る モ ー タ 一 、 ダ イ ヤ フ ラ ム 等 の 総 称

2. 温度調節器( Thermost at ) の概要

がある 。

⑤ 計 装 工 事 が 簡 単 で あ る 。

⑥ 大 容 量 の も の で な け れ ば 設 備 品 が 他 の 方 式

に比べて安い。

(2) 空 気 式 サ ー モ ス タ ッ ト

動 力 源 と し て 通1;¥. 1  - 2  kg/cn干の 清 浄 な 圧

総i釜 気 を 使 用 し 、 制 御 位 ( 室 組 ) の 変 化 を ベ

ロー ズ 、ロ ッ ドチュ ーブ、 ナ イ ロ ン な ど に よ

っ て 物 理 的 な 変 位 と し て 検 出 し 、 こ れ を ノ ズ

ル フ ラ ッ パ 一 機 構 等 で 笠 気 圧 の 変 化 に 変 換 し

さを気モータ一、リレ ー な ど を 操 作 す る 方 式 で

ある。

〔特長〕

① 危 険 性 ( 防 燥 ) が な い 。

② 耐 久 性 に 13む。

③ 組 み 合 わ せ [lj) 作 が 容 易 。

④作動が確実で大谷 ｩｾｬ にも適応できる。

⑤ 組 み 合 わ せ 動 作 が 容 易 。

⑥高度な{ 制l御 動 作 が 得 ら れ る 。

(3) 電 子 式 サ ー モ ス タ ッ ト

m . 気式と同様に指令の伝達や操作音寺を駆動

する動力源として電気を使用し制御: @ : ( 室温)

の 変化 を m気 抵 抗 の 変化 で キ ャ ッチし、ホイ

ー ス ト ン ブ リ ッ ジ を 利用して 、m位 の 偏 差 と

し て と り 出 す 。 こ の 偏 差 信 号 を 増 幅 し 、 ブ リ

ッジ' l lL i!京の{ 立中目と比較して同イ立粍lかi ] ! f立中目か

に よ り 加 熱 、 ま た は 冷 却 用 の 出 力 リ レ ー を 働

かせるものである。

〔特長〕

①熱谷 ｩｾ ｩＺの小さな検出端を使用しているので

感度が高〈 、信号の伝達が速い。

② 応 答 性 が 良 い の で 高 級 な 制 御 が で き る 。

③il/f. j獲 が 1 箇 所 で 集 中 し て 行 え る の で 、 セ ン

トラ J レシステムに逃している 。

④ 夏 ltrl 、 中 間 期 、 冬 期 2 連 続 制 御 が 簡 単 に 行

える。

3 . サ ー モ ス タ ッ ト の 取 り 付 け 位 置

他 の 場 所 の 温 度 の 影 響 を う け る 。

(4)サ ーモスタ γ トへの 配 線 コ ン ジ γ トは管端

に コ ー キ ン グ 材 を つ め る ( 管 内 の 空 気 の 対 流

|妨止 のため) 。

Ｈ Ｕ Ｉｦｾ 守、務イ ｩ Ａｩｊ 、点検ができるような場所

以 上 の こ と を 考 慮 し た 上 で 建 築 宅 内 意 匠 上 納

ま り の 良 い 所 を 選 ぶ 。 ま た 全 体 と し て 配 管 工

事 が 少 な くな る所 ( 制 御 弁 の 近 < ) を 選 ぶ 方

が 工 'J_¥-l貨 は 安 く な り 、 故 障 も 少 な く な る は ず

である。

〔参考文献〕

「宝剣般偏向 。動制御 J ｾ若島武途著 日刊工業新聞社

「空気制和的自動制御 J " 耳目供之 1

船 橋 明 1共 編 オ ー ム 社

小笠原祥五 j

「空制 自動化袋務? ニュアル J

山下秀一 1

} 共 綱 オ 一 社

猪尾武逮 j 日

( たけざさてつろう 大阪電気暖房悩技術本部主任)
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R C造による超高層

ビル

一鹿島建設椎名町アパート工事概要一

金 子 宏

日本では 1963年に建築基君主法が改訂された

こ と に よ り 、 従 来 の 向 さ 31mの fl Jl I皮 が 撤 廃 さ

れ 、 多 数 の 超 高 層 建 築 物 が 建 設 さ れ る に 至 っ

ている 。こ れ ら の 高 層 建 築 物 の 高 層 部 構 造 方

式 は 純 鉄 骨 造 と 鉄 骨 ・鉄 筋 コ ンク リー ト造に

限られており、 4 5 m以 上 の 建 築 物 に 本 格 的 に

適 用 し た 例 は な か った。 こ れ は 主 と し て 「 鉄

筋 コ ン ク リ ー ト 部 材 が 池 袋l時 の 繰 返 し 荷 重 に

対して脆性破壊しやすい」、「施工が煩雑で商

品 質 を 綴 保 す る こ と が 困 難 で あ る 」 こ と に よ

って いる 。

しかし R C工 法 は コ ス ト 、 工 期 あ る い は 居

住 性 等 に 数 多 く の 優 れ た 特 性 を 有 し て お り 、

鹿 島 建 設 で は こ の メ リ ッ トに注目し、上記の

問 題 点 を 解 決 す る た め の 研 究 を 行 い 、 自 社 ア

パ ー ト ( 椎 名 町 ア パ ー ト ) で 試 行 建 設 し 、 所

期 の 成 果 を 収 め た 。 そ の 概 要 を 紹 介 す る 。

1. 工事概要

建 物 1 ;，: 鹿島建設椎名前Tア パ ート

建 築 場 所 : 東 京 都 豊 島 区 南 長 崎 6 丁 目 3 番 地

建 築 面 積 : 351.  33m
2  

延 床 面 積 : 6，742. 10m
2  

階 数 : 地 上18階 ・ 地 下 111皆・ 塔 屋 21塘

高 き . 最 高 部 高53 .5 7 m、基 準 階 高2.6 5 m

榔 造 方 式 : 鉄 筋 コ ン ク リー ト造

2  - 18階( 純ラーメン桃造) 、 地 上

1 階 ・地 下 111皆 ( 耐 渓壁 を 配 し た

ラ ー メ ン 構 造 )

2. 鉄筋工事

R C構 造 の 高 層 ビ J レを計画するに当た って

鉄 筋 工 事 で 基 本 的 に 解 決 し な け れ ば な ら な い

問 題 点 は 以 下の 2 点 で あ る 。

① 構 造 的 に は 大 地 涙H寺 の 繰 返 し 変 形 に た い し

て せ ん 断 腕 性 破 渡 し な い ね ば り の あ る 部 材 が

得 ら れ る よ う な 高 性 能 を も っ た 配 筋 形 式 で あ

ること 。

② 施 工 的 に は 現 場 作 業 を 合 理 化 ・ 省 力 化 し 、

品 質 管 理 を 容 易 、 確 実 に し 、 か っ 作 業 の 安 全

性 を 確 立 す る 。

こ の 榊 進 上 、 施 工 上 の 問 題 点 を 解 決 す る た

めに、当工、J'; の 計 画 お よ び 施 工 に 当 た って 数

多 く の 実 験 を 行 い 、 そ の 結 果 得 ら れ た 新 し い

配筋方法、定: 1 ' : 1工 法 を と り 入 れ 、 実 施 し た 。

鉄筋工事に| 測する主な特徴は以下のとおり

である 。

① ね ば り の あ る 柱 部 材 と し て 、 円 形 ス パ イ ラ

l レフープと角フ ー プ を 組 み あ わ せ た カ ジ 7 式

ス パ イ ラ ル 柱 の 開 発。

② 施 工 性 の す ぐ れ た U 型 定 渚 工 法 、 プ レ ー ト

定 着 工 法 を 開 発 ・採 用 。

③ 太 径 鉄 筋 ( D3 8、 D3 5) を 採 用 し 、 そ の 接

合 工 法 と し て カ ド ウ ェ J レド工法の笑用化。

④ 柱 ・は り 鉄 筋 の プ レ ハ プ 化 と 床 鉄 筋 の メ ッ

シュ イt. 。

⑤ 外 周 柱 に 働 〈 引 張 応 力 度 を 低 減 さ せ る た め

に P S 工法の採用。

3. 型枠工事

型 枠 工 事 は 最 終 的 に 建 物 本 体 に 残 る 工 事 で

は な く 、 い わ ば 仮 設 的 な 工 事 で あ る 。 とくに

建 物 の 高 層 化 に と も な い 、 材 料 的 に は 反 復 使

用 度 が 地 す の で 転 用 効 率 を 考 慮 に 入 れ な が ら

最 少 の 材 料 で 粉j支 の 良 い 編 体 を 作 る よ う 計 画

し な け れ ば な ら な い 。 また: : ( : E 来工法ではきわ

め て 煩 雑 で 現 場 の 組 立 作;場 が 多 く 、 人 工 を 要

する耳続前Eである 。

そ こ で 型 枠 工 事 の 合 理化 が 高 層 建 築 の 鉄 筋

コンクリ ー ト 工 法 の 最 大 の 問 題 で あ る 。

以 下 型 枠 工 事 に お け る 主 な 特 徴 を 述 べ る 。

① 柱 型 枠 の 特 殊 パ ネ l レ化工法と L 型 コ ラ ム ク

ラ ン プ 工 法の開 発

②外周苦ISの 安 全 対 策 と し て 歩 廊 付 き 大 型 パ ネ

ル 工 法 を 採 用

③梁型枠内蔵大型床型枠 Ｈ ｋｔｓ 型枠Ｉの ｉ ｾ 日 発

④ 梁 型 枠 の パ ネ J レ 化 工 法 と ビ ー ム ク ラ ン プ 工

写真 1 梁内蔵大型床型枠工法

k  

写真 2 プレハプ寮筋の建て込み

法 の 開 発

⑤ 型 枠 の 存 世 JUJ 聞 に つ い て は 建 築 基 準 法 第38

条 に よ る 特 認 を 得 て 、椛 造 上 の 安 全 性 が 確 保

できるコ ンク リー ト強度を計勿: によ って 求 め、

こ の 強 度 が 出 た こ と を 確 認 し て 型 枠 を 脱 型。

4. コンクリート工事

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 に よ る 高 層 ビ J レを計

画 す る 場 合 、 商 品 質 ・高 強 度 の 材 料 を 用 い て

設 計 断 而 を で き る だ け 小 さ く し 、 地 工 面 で は

そ の 合 理 化 の た め 断 面 形 を 統一 し さ ら に 型 枠

の 存 世 期 間 を 短 く し て 早 期 に 脱 型 す る こ と が

好 ま し い 。 そ の た め コ ン ク リ ー トでは若材令

で 強 度 発 現 の 大 き い 高 強 度 コ ンク リー トが要

求 さ れ る 。 日 強 度 コ ン ク リ ー トとしては、沈

降 や ブ リ ー ジング を 少 な く し 、 乾 燥 収 縮 等 に

よ る 亀 裂 の 発 生 を 少 な く す る た め 、 セ メ ン ト

立 を 低 減 し 、 単 位 水 量 が 少 な く 、 ス ラ ン プ の

小 さ い コ ン ク リ ー ト が 望 ま し い 。 そ し て ス ラ

ン プ の 小 さ い 硬 練 り コ ン ク リ ー ト を 分 離 さ せ

る こ と な く 確 実 に 打 設 す る に は 、 在 来 工 法 の

よ う に ポ ン プ 圧 送 に よ って 柱 と 床 ・ 梁 を 同 時

に 打 設 す る こ と は 難 し い と 考 え ら れ る 。

当 工 事 で は 欧 米 で す で に 行 わ れ て い る 柱( 垂

直 部 材 ) と床 ・梁 ( 水 平 部 材 ) を 別 々 に 打 設

する分割l打 設 工 法 を 採 用 し 、 ク レ ー ン による

パケット打ちとした。

表 コンクリートの品質

項 目

ス ラ ン プ 11 14cm士 2 cm 

空 気 量 11 4 % 土 1 %

単 位 容 積 . . 11軽量 コンク リート の間比置を 1. 9以 下

設計基準強度に " C  240 ( 地下組体 ) 16%  

対 す る 不 良 率 " C  300、L C 240、L C210(地上躯体) 2 . 3 %

( かねこひろし 鹿品建設は建築工務部)
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日 本 建 築 総 合 試 験 問 り 園 t

GENERAL BUI LDI NG RESEARCH CORPORA T10 N  

本試験所 。⑤ 565 吹田市政白台 5 丁目 125 電 話/ 大 阪 (06)872 - 039 1代表

大淀分室 ⑤ 531 大阪市大淀 区長柄西通 2 丁目 35 電話/ 大阪 (06)  351 - 7217 

工 業 化 住 宅 認 定 制 度 に つ い て

1  . 工 業 化 住 宅 認 定 制 度 の 概 要 宅 産 業 の保 護 、 育成 に お か れ て い た よ う で あ

る が、今 後 は最 終 需 要 者 で あ る 住 宅購 入者( 消

工 業化 住 宅 ( プ レ ハ プ 住 宅 ) の 普 及 は 近 年 費者 ) に 対 す る 適 切 な 施 策 を 続 じ な け れ ばな

著しく、 昭 和47年 度 の 実績 は 約20万 戸 、 全 住 ら な い よ う な 情況 にあると 思 わ れ る 。 す な わ

宅 建 設 戸数 の 約10% に 及 ん で お り、 今 後 そ の ち 、 消費者 が 住 宅 を 購 入 す る 場 合 、 そ の 住 宅

割 合 は ま す ま す 増 大 す る こ と が 予 想 さ れ る 。 が も っ 性 能 を い く つ か の 指 標 に よ っ て 正 し く

こ の よ う な 工 業化 住 宅 の 普 及 に 伴 い 、 工 業化 表 示 し で あ る な ら ば 、 そ の 選 択 に 当 た り 、 よ

住 宅 に 対 す る 苦 情 ( 主 に 購 入 者 か ら の ) も増 り合 理 的 に 判 断す る こ と が可 能 に な る と 思 わ

加 し て い る の が 現 状 で あ る 。 れる 。

従 来 、 住 宅 問 題 に 関 す る 施 策 の 重 点 は 、 住 このような背景のもとに発足したのが、「工

業 化 住 宅 認 定制 度 」 で あ る 。 す な わ ち 、昭 和

定観

⑨

認

定

住

宅

の

購

入

図 一1 エ換化住宅性能総定手続 フローチャ ー ト

表 一 1 認定性能項 目・ s 定方法

項 目 認 定 方 法

( 1)構造耐力性能 適 ・ 否

(2)  

屋 ヰ員

安

防
外装 外 盛 軒 裏 級 ｾｉｊ＠

火 開 ロ 部

全

性
内装 ( 室 名) 級 ｾｉ ｊ＠

性

自E
長 屋 等 の 界 壁 級 ｾ ｉｊ＠

(3)転落防止性能 適 ・ 否

(1)開 放 性 能 適 ・ 否

(2)通 風 性 能 適 - 否

2  

(3)  
断

屋 根 級 ｾｉｊ＠

熱 熱

外 壁 級 ｾｉｊ＠
居

性

関 能
床 級 ｾｉｊ＠

す

る
保 ;旦 性 能 級 ｾｉｊ＠

性

住 能 防 震 性 能 適 ・ 否

(4)  
遮

居 住 室 の 外 壁 等 級 ｾｉ ｊ . 否

音 音

寝 室 問 の 間 仕 切 壁 級 ｾ ｉｊ＠
性

性
関 能

長 屋 等 の 界 壁 級 別 ・否

す

る
長 屋 等 の 床 衝 掌 音 遮 断 性 能 級 別 ・否

性

能 設 備 の 静 ひ っ 性 能 級 ｾｉ ｊ＠

3  

( 1)防錆 ・防腐・防蟻性能 通 ・ 否

耐

久

(2)防水 ・排水性能 適 ・ 否

性
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写真 一 1

48年 10月 4 日 に 建 設 省 告 示 第2031号 に よ っ て 助 け を さ せ て も ら っ て い る 。 写 真 一 1 に 耐 力

告 示 さ れ た 「 工 業化 住 宅 性 能 認 定 規 程 」 が そ 壁 の 面 内 せ ん断 試 験 の 状 況 を 示 し た が 、 こ の

れ で 、 さ ら に 認 定 に 係 る 技 術 的 な 基 準 に つ い よ う な 光 景 が 、 こ こ 一 年 、 わ れ わ れ の 試 験 所

ては 、昭 和49年 2 月 8 日 の 建 設 省 告 示 第 120号 で い つ も 見 ら れ る よ う に な り 、工 業化 住 宅 認

に よ っ て 告 示 さ れ て い る 。 ま た 、 上 述 の 規 程 定 制 度 用 の 試 験 が 重 要 な 業 務 の一 つ に な っ て

の 第 1 粂では、 「この規定は、工業化 住 宅 の きている 。

性 能 に つ い て 、 建 設 大 臣 が 認 定 を 行 う こ と に わ れ わ れ が 、 こ の一 年 余 の 問 、 工 業化 住 宅

より、住宅購入者の住宅の選定に指標を与え、 認 定 制 度 用 の 試 験 を や っ て き て 感 じ た こ と 、

も っ て 住 宅 購 入 者 の利 益 の 増 進 を 図 る こ と を 反 省 し た こ と な ど を 記 し て 結 び に 代 え た い 。

目的とする 。」 と菰い 、 こ の 制 度 の 目 的 を 明 確 ま ず 、 試 験 方 法 に つ い て は 、 先 に も 述 べ た

にしている 。 が、その細かい点が明確にされていないこと、

この制 度 の 詳 細 に つ い て は 制 愛 す る が 、 認 ま た 軒 先 パ ネ ル の 吹 き 上 げ 試 験 な ど は 具 体 的

定 手 続 の 大 略 は 図 ー 1 の 通 り で あ り、このよ な 試 験 方 法 が 指 示 さ れ て い な い こ と な ど の 問

う な 手 順 に よ り 、 す で に 認 定 の 終 了 し た も の 題 点 が あ る 。 こ れ ら の 点 に つ い て は す で に あ

もいくつかある 。また、表 ー 1 に 示 す 諸 項 目 が る 試 験 方 法 を も 含 め 、 検 討 さ れ 、 よ り 適 切 な

性 能 認 定 の 対 象 と な る 。 も の へ と 改 良 さ れ て い く も の と 恩 わ れ る 。

ま た 、 非常 に 多 く の 認 定 を 短 期 間 に 終 了 す

2 . 性 能 認 定 の た め の 試 験 に つ い て

表 - 1 の 各 項 目 に つ き 、 適 切 な 認 定を行う

た め に は 、 そ の 判 定 の 基 準 が 必 要 で あ り 、 ま

た そ の 基 準 を 満 足 す る か 否 か を 確 認 す る た め

の 試 験 が 必 要 で あ る 。 たとえば、 (1)の 構 造 耐

力 性 能 に つ い て の 試 験 方 法 と し て は 、 JI S A  

1414 - 1973 r建 築 用 構 成 材 ( パ ネ ル) お よ び

そ の 構 造 部 分 の 性 能 試 験 方 法」 等 が あ る 。

当 試 験 所 と し て も 、 公 的 な 試 験 機関 である

性 格 上 、 こ の 制 度 発 足 当 初 よ り 現 在 ま で 、 構

造 部 門 だ け に 限 っ て も 、 申 官官者であるプレハ

ブメ ー カー 10数 社 か ら の試 験 依 頼 を 受 け 、 上

述 の よ う な 方 法 に よ り 試 験 を 行 っ て き た。 発

足 当 初 は 試 験 の 方 法 も 明 ら か で な く 、 ど の 程

度 の 規 模 と 内 容 の 試 験 を や れ ば よ い の か わ か

ら ず 、 依 頼 者 の 方 々 と 相 談 し た り、 関 係 機 関

に ご 指 導 を仰 い だ り し て 、 い わ ば 、 手 さ ぐ り

の 状態 で 試 験 を 始 め た の で あ っ た 。 試 験 開 始

後 1 年 余 た っ た 現 在 で も 、疑 問 点 が 完 全 に な

くなったわ け で は な い が 、 そ れ で も わ れ わ れ

な りに 方 法 を 考 え 、 依 頼 者 の 方 々 の 申請 の 手

る必要から 、試 験 に 与 え ら れ る 時間 が 非 常 に

少 な い こ と も 、 わ れ わ れ の 悩 み で あ る 。 最 近

で は 、 依 頼 者 の 方 々 の ご 協 力 に よ り 、 打 ち 合

わ せ 、 試 験 体 の 準備 等 を か な り 早 くやっても

ら え る こ と が で き 、 余 裕 を も っ て試 験にとり

くむことカずできるようになった。 この 点 に つ

い て は 、 当 試 験 所 の モ ッ ト ー で あ る 「 迅 速 か

つ 正 確 」 と い う こ と か ら も 、 わ れ わ れ 自 身 よ

く考 え 、 努 力 す べ き で あ る と 考 え て い る 。 ま

た 、 わ れ わ れ は 、 た だ 与 え ら れ た 基 準 と 方 法

に よ り 、 試 験 を 行 い 、 報 告 舎 を 発 行 す る だ け

でな く、 より積極的にとり くみ 、 よ り 適 切 な

判 定 を 行 う こ と が で き る よ う な 試 験 の方 法 を

模 索 す る 努 力 を 怠 って は な ら な い と 考 え る。

い ず れ に し ろ 、 こ の 工 業 化 住 宅認 定 制 度 の

目 的 と し て 掲 げ ら れ た 高 遁 な 精神 を忘れるこ

と な く 、 試 験 機 関 と し て の一 層 の 努 力 を す る

所 存 で す の で 、 関 係 各 位 の ご 協 力 、 ご 指 導 を

お 願 い す る 次 第 で あ る 。

(主任研究只 阪国憲次)
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レ ポ ー 卜

サ ン タ ン ガ ー デ ン を 通 し て 、 地 下 の 開 放 的 な 食

堂を見下ろすブリ ッ ジ を 渡 り 、 総 ガ ラ ス 帰 り の

エ ン トラ ンスホーノレへ一 歩 足 を 踏 み 入 れ た と き

か ら 何 か メ カ ニ ッ ク な 雰 囲 気 に 包 ま れ た 気 が し

た。 ホーノレの約半分をショーノレーム的な' l 1 l f l : 室

が 内 め て い た か ら か も し れ な い。 予 定 の H寺川 ど

おりに参加者ーのほとんど全只が、 12階 の 小 教 室

に 集 ま り 、 日 本 I B M熊 谷 氏 の 若 々 し く 張 り の

ある戸で講演カサ古められた。 コ ン ビ ュ ー タ ー の

歴史、 f土 組 、 そ し て そ の 応 用 な ど に 関 し て き わ

め て 大 ま か な 説 明 が 2 、 3 本 の 短 編 映 画 を ま じ

えて行われた。納二十 世 紀 の 怪 物勿 の 性 格 を わ ず

か 数 十 分 で 伝 え な け れ ば な ら な い の だ か ら 、 i議

師 を 務 め て 下 さ っ た 熊 谷 氏 の 苦 労 と は が ゆ さ は

祭 す る に 余 り あ る も の が あ っ た。 しかし、こ の

鱗 械 で 見 た コ ン ビュータの概略を示すアニメ ー

ショ ン と、コ ン ビューターを自動点の数百十に応

用 し て い る 某 ノ ー カ ー の 記 録 映 画 「設 計 開 発 と

コンビュ ー ター」 は、非常に有x f . 栽なものを私

た ち に 示 し て く れ た。 つ ま り 、 前 者 に 思 考 過 程

に お け る 全 体 性 の 正 硲 な 把 爆 と 婆 紫 の 序 列 化 の

あり方を、後者には人間1の必 脳 の 延 長 で あ る コ

ンビ ュー タ ー と 人 間 と の 関 係 、 お よ び そ れ を ど

の よ うに用いる べ き か と い う こ と に 関 し て の 知

織 を 見 た。 コン ビ ュ ー タ ー は 人 聞 の 能 力 を は る

かに超えた ｩｾＨ ｦｬＺ装置であるが、しかし、それは

あ く ま で も 人 間組 織 の一 機 能 の 延 長 物 で し か な

い。 そ れ を 忘 れ て 単 に コ ン ビ ュ ー タ ー だ け を 信

じこむと大変な fdj 違 い を 引 き 起 こ す こ と に も な

りかねない。 コ ン ビ ュ ー タ ー に よ っ て 待 ら れ た

結 呆 で あ っ ても、それが芳、味する内容によ っ て

はプログラマーの思考までをも. J j-察 、 検 討 し な

け れ ば な ら な い 場 合 も 出 て く る。 ともすればコ

ンピュ ー タ ー を 安 易 に 信 頼 し 、 考 え る こ と を 忘

れ て し ま う こ と を 戒 め る た め で あ ろ う か 、 数 点

の 正 面 に 光っ ていた r T H I N K
J

と い う 文 字

が 、 妙 に 印 象 的 に 私 の 脳 裏 に 残っ ている 。

講 演 の あ と 、 似 た ち は別 室 に 移 り 、 日 本 I B M

東 京 本 社 の 大 型 電算 機 とf包 括 回 線 を 通 じ て 直 結

している立尚末機 を 用 い て 、 コ ン ビ ュ ー タ ー と の

対 話 を 楽 し む こ と に な っ た。 5 台 の 端 末機 にそ

れ ぞ れ 6 、 7 名 の グ ル ー プ に 分 か れ 、 説 明 只 か

ら 端 末 機 の 操 作 と そ れ に よ る 簡 単 な シ ミ ュ レ ー

シ ョ ン や コ ン ビ ュ ー タ ー ゲ ー ム の 説 明 を 受 け た。

あ る グ ル ー プ は ゴ ル フ プ レ ー の シ ミ ュ レ ー シ ョ

ン、またあるグループはカード遊びゃ金利計算、

そして別のところで・ Ｑ ＺＱＺ Ｏ ｊ 吋ｾ計算など 。 とくに、

参 加 者 の一 人 が 端 末機 を 使 っ て 操 縦 す る ロ ケ y

ト の 降 下 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン で は 、 没 後 に r y O

U  H  A  V  E  C  R  A  S  H  E  D.  J と い う コ ン ビ

ューターの戸が打ち出されると、 ド y と 笑 い 声

が あ が る な ど 、 終 始 楽 し い 雰 囲 気 の な か で勉 強

が続けられた 。 講演では、 ｾｩｲ な内容を短時間

の う ち に 附 い た た め 、 戸 惑 い を 感 じ て お ら れ

る 方 も 幾 人 か 見 ら れ る よ う で あ っ たが、ここ

で は 参 加 者 会 員 の 股 が 生 々 と し 、 端 末 機 を 操 作

ま だ ま だ 見 た り な い 気 持 を 残 し な が ら 、 そ れ で

も 予 定 さ れ た 時 間 を 幾 分 オ ー バ ー し て 主 婆 階 の

す る 他 の 参 加 者 の 手 元 を く い 入 る よ う に 見 つ め 見学も終わり、 1 階 ホ ー ル でる参 加 さ れ た 方 々 と

て い る の を 見 て 、 や は り コ ン ビ ュ ー タ一理解の

第一 歩 は こ れ に 限 る と い う こ と を 、 数 年 前 の 私

自 身 の 経 験 を 思 い 出 し あ ら た め て 確 信 を 強 め た。

休 恕 の 後 の 質 疑 応 答 で は 、 い つ 、 ど こ で で も イ

ン プ ッ ト 、 ア ウ ト プ ッ トができるワイヤレスと

でもいうべき小型付与帯用端末機は笑用可能でh あ

る か な ど 、 ど の よ う な 形 で コ ン ビ ュ ー タ ー を 日

常 の 仕 事 、 お よ び 生 活 へ 取 り 入 れ て い け る か 、

ま た 、 い く べ き で あ ろ う か と い う 姿 勢 か ら 発 せ

られ た 質 問 が い く つ か 出 さ れ た。 企 画 委 只 の一

人 で あ る 千 紫 氏 か ら 、 今 回 の 若 い 会 只 の 集 い は

い つ に な く 参 加 者 の 椛 成 が ヴ ァ ラ ェ テ ィ ー に i J

ん で い た と の 報 告 が あ っ た が 、 や は り 建 築 を 中

心とした集まりのためであろうか、程度のi t . l い

こ そ あ れ 、 日 頃 、 創 造 と い う こ と に 関 係 を も た

れ て い る 方 ば か り ら し く 、 質 問 の な か に は創 造

面 に お け る コ ン ビ ュ ー タ ー に 関 す る も の も 出 さ

れ、務自市の熊谷氏も質問者の深〈意図すること

を 察 し て か 、 返 答 に 窮 す る 場 面 も あ っ た。 しか

し、コンビュータ ー と 呼 ば れ る も の が こ の 世 に

現 れ て か ら 約40年 。 も し か り に 、 い ま 、 な ん ら

かの形でコンビューターに創造する能力カず“ 生

え た ら 、 今 後40年 を 待 た ず に 人 聞 は 思 考 す る こ

と を す ら 放 楽 し て し ま う こ と は 明 白 で あ ろ う 。

私 に は こ の よ う な 未 来 は 考 え ら れ な い し 、 だ か

らこそ現在、 a創創|リIJi巡立のために安心して苦しむむ. こと

カがeてで，きるのだと

うかれ。 も ち ろ ん 「創 巡 」 と い う こ と の 解 釈 ま た

は定義の仕方によ つ ては 別 の 意 見 も 成 り 立 ち う

るとも恩恩、うカが<. .目それやこれでで- 今回のメインテ一

一 7 でで干あるコンピユ一タ一との対苦諮苦に関する内

答 は ま た た < f間目削i に 過 ぎ て し ま つ た。 最 後 の 建 物

見学は、今回 の ｾまりの会場とな っ た日本 ＱＸ

M の建物が比較的最近竣工した廷診廷であり、設

計者が著名な主主築家であるということから、い

わ ば二 次 的 目 的 を も っ て 予 定 さ れ た も の で あ っ

た が 、 参 加 者 の 知 徹 吸 収 欲 は メ イ ン テ ー マ に 劣

ら な い も の が あ っ た。 各 階 の 見 学 は 、 い ろ い ろ

と 参 考 に な り 教 え ら れ る と こ ろ も 多 く あ っ た が 、

と く に 、 電 算 階 や エ レ ベ ー タ ー 内 に 8 G Mが 流

れ 、 と も す れ ば 冷 た く な り が ち な 室 内 を 柔 ら か

く 包 ん で い る の が と て も 快 〈 感 じ ら れ た 。 見 学

コ ー ス と し て 予 定 し て い な か っ た地階の食堂も、

たっ ての願いということで見学カ弔午可されるな

ど 、 参 加 者 会 只 の 建 築 に 関 す る 関 心ftl: は非常な

ものであ っ た が 、 そ れ も 地 下 2 階 に 設 置 さ れ て

あるビうレ管理用コンビュータ一、 S Y S T E M

/ 7 の 働 き を 自 の 前 に し て 最 高 潮 に 透 し た よ う

で あ っ た 。 建 物 各 部 の 状 態 、 お よ び 各 組 器 機 の

運 転 状況 な ど が 次 々 と ブ ラ ウ ン 管 上 に映 し出 さ

れ る な ど 、 建 物 は 生 き て い る と い う こ と を ま ざ

まざと見せつけられ、その巧みな機械に鴛暗躍す

る と 同 時 に 、 生 物 体 と の ア ナ ロ ジ ー か ら か 急 に

親 し み 加 勇 き 、 あ た か も 建 物 全 体 が 把 握 さ れ た

か の よ う な 錯 覚 を 一 瞬 覚 え た。

別 れ の 挨 拶 を 交 わ し 、建 物 の 外 へ 出 る と す で に

あ た り は す っ か り 暗 く な っており、あらためて冬

の 自 の 短 か さ を 感 じ る と と も に 、 帰 り を 急 〈・通

勤 者 の 波 も お さ ま り か け た凶 γ 僑 筋 に 街 の 灯 で

ほ の 白 〈 浮 か び あ が っ た 婆1RI) のタイ J レ面を見上

げながら、ある充雰三感を胸に I B Mビ ル を 後 に

した。
( 野 崎 秀 雄 紀 )

今 回 向{ 惜しに つ い て企画当初よ O 臼 本 ア イ ピー エ ム 株 式会 社 及

び 附 谷 局生氏 、 三島 問 芳 氏 に は 全 面 的 に ζ 協力をいただきま した.

紙 上よ り厚 〈お 礼 申 し あ げ ま す.

「コンビュータとの対話」に参

加して思ったこと 香 西 喜 八 郎

コ ン ビ ュ ー タ ー に 無 知 で あ る ゆ え に 畏 怖 の 念 に

駆 ら れ る 私 は 、 巨 大 企 業 の 威 圧 感 と 非 日 常 的 典

和感で、コンビュータピルの玄関ホーノレのパノレ

セ ロ ナ チ ェ ア に 坐 っ て 、 ぎ こ ち な く 参加 名ーが集

ま る の を 待っ た。 コ ン ビ ュ ー タ ー な る 機 械 の 働

き に つ い て は 野 次 馬 的 理 解 に 留 ま っ ていた私は、

建 築 と 社 会 12月 号 の 「 コ ン ビ ュ ー タ ー が 私 達 と

どのよ うな 対 話 を す べ き か 考 え る 」 テー 7 に 魅

か れ た。 参 加 者 の 多 様 性 が コ ン ビ ュ ー タ ー に 対

す る 関 心 の 閉 さ 、 興 味 と 疑 問 を 示 し て い た。 会

合 は T H I N K と舎かれた演台を前にしてシノレ

バ ー グレイとライトプノレーのコンビュータ ー カ

ラー の 部 屋 で 、 映 画 を 交 え て シ ス テ マ テ ィ ッ ク

に 行 わ れ た。 しかし I B Mの 2 人 の 講 師 の 解 説

は き わ め て 人 問 中 心 的 で あ っ た。 デ ィ ス プ レ イ

装 訟 を 使 っ て チ ー タ が 走 る 姿 を ラ イ ト ベ ン で な

め ら か" にディフォノレムするよう予めプログラ

ム さ れ て い る や 対 話¥力日迷性のチェ ッ ク に は 哲

学 す な わ ち 人 間 は 不 用 で あ る が 、 こ の 対 話 に お

け る フ 方 ー ム の 決 定 は で 美" に 対 す る 人 聞 の 直

感 に よ る。 コ ン ビ ュ ー タ ー と は 異 な る パ タ ー ン

選 択 の 構 造 な の で あ る。 コンビュータ ー は 記 憶

と計算の役割l を果たし、人間lに よ り 多 く の 創 造

的 活 動 "4'l J断 砂 の 時 間 を 与 え る。 其 の 判 断 は 全

体 に よ り な さ れ る も の な の だ が・・・ ・ー。 入 力 出 カ

デ ー タ は わ れ わ れ に 直 接 的 に 訴 え る。 ブラ ッ ク

ボ ッ ク ス で あ る プ ロ グ ラ ム は 、 生 活 を 捨 象 し た

ものではないか、問題の機迭を捉えているか、

判 断 に は あ る 程 度 の 新 し い ポ キ ャ プ ラ リ ィ の 修

得 が 必 要 で あ る。 コンビュータ ー を 絶 対 視 す る

の は 危 険 で あ る が 、 私 は 初 め て キ ー を 叩 き 、 打

ち 出 さ れ る レ ス ポ ン ス に 陶 酔 し 、 思 考 が 麻 博 す

る 体 験 に 恐 れ を 感 じ た。 コ ン ビ ュ ー タ ー 技 術 者

は 絶 え ず こ の 恐 れ に 注 目 す る 必 要 が あ る 。 私 が

こ の 体 験 を 得 た の は 非 常 に 有 意 義 で あ っ た。 大

局 的 に 再 度 物 事 を 見 直 し て み る 必 要 性 が 普 遍 化

し て い る と き に 、 こ の ま と を 得 た 企 函 に 参 加 す

るチャ ンス を 与 え て 下 さ った 若 い 会 只 の 集 い の

方 々 お よ び 日 本 慈 諜 協 会 に 感 謝 い た し ま す。

( J I ; : 畑挫築砺務所 )

日 時 昭 和 何年 1 月29日制

集 合 13 :  30→解 散 17 :  30 

会 場 I B Mピル 12' 昔、教室

4 階、繊末装置室

参加者 27名

鴎 師 日本アイ・ ピー・エム株式会社

熊 谷 寿生 氏

三 島 照 芳 氏

スケジュール

13 :  30→ 14 :  50 III 演と映画

「コンビュ- 9 J ・r SOL UT I ON.IN.T I MEJ  

「位置十開発と コンビュータ」

14 :  5  ()→ 16 ・10 端末装置によ る実演

「コンビュ- 9ゲーム J その他

16 :  1()→ 16 :  20 休 憩

16 :  2()→ 17 :  00 懇該 ・質疑応 答

17 :ω → 17 :  30 建物見学(18Mピル位計芦I J . . 信氏)
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日本建築協会

月間の動き

昭 和50年 2 月 分

通 常 総

L >、

: D;  

26日 4 s寺- 4 1時半 於会館集会室

出 席 者 塚 本、稲田正副会長ほか 9 名

議事 (1)監事 1 名選挙の件

(2;本部所属評議員 26名選挙の件

(3)役員重任承任のイ牛

評 議 員 懇 談 会( 技術部門) I  

6 日 5 時半一 7 時 於会館集会室

出 席 者 相 川 副 議 長 ほ か 4 名

2 月間fl*の総会における技術部門選出評議

員候補者の推せんについて慾談協議

国

主
T

Z

 

事

u

u

 
19 日 4 時 - 5 1時 於会館集会室

出席者塚本、稲田正副会長ほか12理l'l¥:

議事 (1)定時評議以会開催の件

(2)第11回よろず相談住宅展開催の件

(3)凶会述合協定、工事請負契約約款改

正の件

Ｈ Ｔ Ｉ 四会述令協定、工ｾｲ［Ｎ ｍ￬ 負契約約款述

令委且会に参加婆望のイ牛

(5)寄付金受領の件

(6)入退会者ぷ認の件

(7)報特 'F項

事 業 委 員

L >、

: D;  

若い会員の集いIJ 、委員会

4 日 6 11寺- 9 11寺 於会館集会室

出席者西村副委員長、広瀬、森下各斡ll¥:

ほか 7 1'，

議事 (1)第 8 回「コンビュータとの対話」の

実地報告

(2)第 9 回「解体修理rl' の占建築見学会 ・

m.*寺釈迦堂」の時l 込状況について

(3)次年度第1回「建築家に話をIlfl <会(3)J

の企阿について

(4)次年度の企画について

(5)そのほか

(6r .都市と水」の勉強会

見学会小委員会

5 日 6 11寺- 81時 於会館集会主

出席者姥副委員長、水谷幹事ほか 41，

議 ｾｆ (1)  1 月に実施した見学会の報告

(2)  2 月の見学会申込状況について

(3)次年度の企画について

60  他 策 と社会/ 1975年 4 月号

(4)そのほか

広報小委員会

5 日 6 時一 7 時半 於会館集会室

出席者三品副委員長ほか 6 名

議事 (1)大阪堂島屯屯ビルの展示写真笑施報

4土ニ

口

(2r 中河内、北河内府民センタービル」

の写真展示企画について

(3)次年度の写真展示企画について

(4)そのほか

委 員 会

13 日 6 時一 8 時 於会館集会室

出席者 窪田委員長、境、西村各副委員長

ほか 3 名

議事 (1)各小委員会の事業報管と卒業企画に

ついて

(2)竹股健造先生米寿を祝う会実施報告

(3)事業委員会の編成 ( 委員長案) の検

討について

(4)そのほか

若い会員の集い小委員会みどりの分科会

14日 6 時- 9 時半 於会館 3 1>皆会議室

出席者 田中主査ほか 5 名

議事 (1)建築家のためのホみどり 。学習会(3)

の企画について

(2)その他

竹藤健造先生米寿を祝 う会実行委員会懇談会

27 日 6 1侍- 8 時半 於太閤図

出席者坂本、福田正副会長、窪田委以長

ほか 7 名

一

4

冨

一

一

回貝

一

一

委

一

一

集

一

一

編

一

6 月号編集幹事会

6 日 5 時半 - 8 時半 於会館3階会議室

出席者杉本正美( 大阪府大) 、上田隆夫

( 大阪市) 両特別幹・10 ; 、絵村委只長

ほか 2 名

議事 6 月サ「者11市の卦観と胞設J ( 仮称) 特

集の企画( テーマと執筆者のi鑑定)

広告企画小委員会

12 日 4 時- 6 時 於会館 3 1渚会議室

出席者 松村委員長、附図副委員長ほか61町

議 t i- (1) 3 月号インテリア特集広告の件

(2)4 月号以降の広特企画

(3)そのほか

投稿欄 小委員会

13 日 4 時- 6 時 於会館 3 11皆会談窓

出席者 西 村 委 只 、 鈴 木 委 員

殺事 (1)投稿状況の報特

(2)今後の投稿の誘導について

(3)そのほか

委 員 会

14日 4 時- 6 1時半 於会館集会室

出席者悩田副会長、松村委只長ほか 4 :1"，

議事 (1) 3 月号= インテリア特集経過報告

(2)4 月号= P C板を使用した工業化住

宅特集経過報告

(3) 5 月号= 社会 ・建築 ・法特集経過報特

(4)6 月号= 都市の景観と施設特集幹 'I¥:

A 壷日. t l =.

" " 1司え r寸

(5) 7 月号以降の企画

(6)本年度収支見込報告

(7)次年度編集委貝の件

(8)そのほか

作品作風小委 員会

26日 4 時 - 6 時半 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 横 山 副 委 員 長 ほ か 4 名

議 事 (1)3 月号インテ リア作品の報告

(2)4 月号作品テー? の選定 塵芥工場

(3) 5 月号以降のテー? の候補について

建 築 デ ー タ シ ー 卜 委 員 会 |

企画分科会

4 日 正 午 - 2  1時 於 会館 3 階会議室

出席者 岡田幹事ほか 2 名

議 事 (1)新しいジャンルでの記載モデルの作

成

(2)データシート普及方法の研究及びP R

(3)そのほか

C グループ打合会

19日 5 11寺一 6 11寺 於会館 3 階会議室

出席者 問団幹4:1'¥. ほか 3 名

議 事 (l )No. 50号 ( 8 月発行) の企画について

(2)そのほか

委 員 会

19 日 6 時一 8 時 於会館集会室

出 席 者 井 上 委 員 長 ほ か 8 名

議 事 (l )No.49号 ( 5 月発行 )の発行シートについて

(2)No. 50号 ( 8 月発行 ) の企画について

(3)企画分科会からの報告について

(4)次年度委貝の委嘱について

(5)そのほか

住 宅 委 員 会 |

住宅展打合会

12日 3 時 半 - 5 1時半 於会館集会室

出 席 者 委 民 会 岩 本 副 委 只 長 ほ か 2 名

出展 Ｓ 走者吉田商 ｾＱ Ｑｻ附ほか Ｕ 名

フジヤ 2 名

展示小間 そのほかについて打合

委 員 会

12日 5 時半 - 8 時 於会館集会室

出席者 小西委貝長、岩本、高野扇IJ 委貝長

ほか10名

議事 (1)第11回よろず相談住宅展の委貝派遣

について

(2)相談記録について

(3)次年度の委員会編成について

(4)そのほか

法 規 委 員 会 |

委 員 会

17日 3 時- 5 時 於会館集会室

出席者市川委貝長ほか13名

議事 (1)都市計画法の改正に伴う開発許可制

! 度の改正について

(2)次年度の法規委只について

(3)そのほか

建 材 委 員
A  

: D;  

委 員 会

28日 5 11寺半 - 8 11寺 於会館集会室

出席者 山田委員長ほか10名



議 事 (1)中 国 の 建 築 事 情 に つ い て の お 話

(2)近 畿 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 工 業 組 合

の 申 入 事 項 に つ い て

(3)そ の ほ か

竹 腰 健 造 先 生 米 寿 を 祝 う 会

1 日 2 時 一 31時 半 於太| 刻匝l

出 席 者 約 300名

当 日 は 来 賓 と し て 建 設 省 大 田 建 築 指 導 課 長

を は じ め 大 阪 府 ・ 大 阪 市 ・協 貧 困 体 代 表 多

数 出 席 、 盛 会 に 開 催 さ れ た 。

〕

に

学

日 商 岩 井側 大 阪 本 社 ピ ル 新築 工 事の 見学 会

(第 2 回)

( 本会 ・大阪府建築士会 ・日本建築学会近俄支部共催)

8 日 2 時 一 4 時 半

参 加 者 76名

設 計 監 理 附 東 畑 建 築 事 務 所

施 工 治 水 建 設 糊 ・鮒 大 林 組 ・

鹿 島 建 設 側 共 同 企 業 体

清 酒 白雪 の 西 宮 工 場 見 学 会

21 日 2 時 - 4 時 半

参 加 者 ＴＸ ｾ＠

| 若 い 会 員 の 集 い |

解 体 修 理 中 の 古 建 築 見 学 会(3)

一 清 水 寺釈 迦 堂 ( 重文) と成就 院 庭 園

22 日 2 1侍- 5 時

参 加 者 41名

官の成就院 搬影 ・白鹿正徳

| 第 11 回 よ ろ ず 相 談 住 宅 展 |

自21 日 至26 日 於 そ ご う 2 階 特 設 会 場

入 場 人 只 3，908名

相談件数 544件

| 建 築 ク ラ ブ 朝 食 会

12日 8 1時半 - 9 時 半 於 大 阪 グ ラ ン ド

ホテノレ

出 席 者 67名

当 日 は 根 津 耕 一 郎 氏 よ り 「 建 築 設 計 と 海 外

事 情 」 に つ い て の お 話 を 伺 っ た 。

| 建 築 6 団 体 会 長 昼 食 会 |

12 日 正 午 - 1 時 半 於 ク ラ ブ 関 西

出 席 者 塚 本 会 長 ほ か17名

2 月 の 入 会 者 ( 敬紘略)

〔団体会只 3 社〕

ltr1 一報社 骨哨織南組 附 大 協

〔個人会員 116名〕

足 立 広 災 )!f 木 克 己 天 羽 雅 幸

荒木 健 安 毛 利 彦 井 川 雅 行

井 上 利 美 伊佐三日1¥ 伊 雌 武 夫

飯 塚 究 明 池 田 浩 司 池 悶 竹 志

石 井 礼 二 布 団 正 明 石 塚 克 彦

石 僑 行 雄 板 垣 勝 岩倉 党

組 木 雄 三 内間態-91¥ 内 村 幸 雄

内山 鼻 江 守 恒 夫 小倉 m 

大 倉 照 雄 大 滝 陽 一 太田 保

太 田 英 雄 問中I 広 m合 敏 雄

加 治 佐 守 1m悶 紀 之 加藤 京ー

金 井 良 之 鎌 田 鱒 彦 刈 回 廊 美

川 口 教 義 神 間 敏 雄 木 村 達 也

木 富 茂 樹 北l主.'/!，sII 消 住 武 彦

久保 繁 久 保 図 彰 熊 谷 克 己

栗 林 修 作 小林 一郎 小 林 英 樹

小 寺 普 救 幸I也 幸司童 坂 口 幹 司

桜 井 秀 則 笹本
岡'1 沢都宮害見

消 水 茂 紀 芝聖r J.売却 品崎 弘

須 田 昭 夫 |刻 洋一 問 中 康 明

国 辺 克 彦 田母神国雄 高田 illm 

高 田 構 次 高 橋 兆 一 高僑 進

高 ｴｾ 由治 瀧 沢 竹 雄 立 問 正 興

i : 1! 川徳一 塚 村 俊 樹 鶴田 登

手 塚 尚 義 時長 1)) 次 窓 口 哲 雄

中村康男 伸弁 消 長 谷 常 三

長友征二郎 野々村博文 来 本 一 史

萩 原 輝 男 橋谷手11澄 浜 崎 義 行

浜名 春 田 敏 雄 中本 鹿市

日比述次 平井 i!!I夫 稲岡 悟

藤 原 広 治 細 村 雅 彦 』日 俊民IJ

場 口 和 夫 本悶消太郎 前 田 成 人

松 井 一 三 炎 筒 正 孝 溝 部 芳 明

光 益 幸 次 村 上 靖 敬 望月 f呆

矢 野 義 彦 安回 ilf樹 柳 原 薫 彦

山田作男 山 本 政 大 山本陵三郎

矢 倉 宏 純 弥武 j)) 弓 庭 邦 彦

古 川 政 雄 和田 n:治 若林 勝

渡 辺 琢 夫 渡 部 正 英

建築防災計画講習会の

案 内
-.. 
、.圃

主 催 ( 財) 日本建築セ ンタ一、( 社) 日本雄築

士会迎合会、( 社) 日本科学防火協会

後 援 主主般省、消防庁、( 社) 日本建築学会、

( 予定) 全国主tt 築士事務所協会迎合会、

(財) 日本特殊遮築安全セ ンタ一、

(財) 日本主tt 築設備安全セ ンタ一、

( 財) 日本弁降機安全センタ一、

日本建築協会ほか

かねてより財団法人日本主I l 築センターでは建設

省からの要諮を受けて、建築防災を推進すると

わう鋭点から設計、施工、管理、法規など名分

野を総合して防災計画の手法について研究を進

めてきましたが、その成来が今般「建築防災計

画 舟 針」として刊行されることになりました 。

これが建築の設計、施工および管理各段階それ

ぞれに携わる方々に広〈活用されることを目的

として、講習会を次のような妥領で開催するこ

とになりました。大阪での講習会希望者は、大

阪府建築士会へお申し込みください。

講習予定 ( 大阪市のみ)

①鶴習会場

大阪郵便貯金会館

( 天王寺区上本町 9 - 95) 

②定 員 700人

4 月 17日

9  :  00 - 18 ∞ 
③際習 日時

I  9，000円( 8，000円)

③ 受 概 料 |

|‘ ( 8，0∞円) は、主催者及び後媛団体会

( テキスト含む)1'

'  員の割引受講料

⑤受穏申込

受付窓口

大阪府建築士会

( 東区博労町 2 - 41中博ピル内)

b よるす相談住宅展

第 11回よろず相絞住宅展 そごうにて |  同 左 会 場 風 祭
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内 装 不 燃 材

宮 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市生田区北長狭通 4 - 1  ( 英和ヒつレ)

' ; ( 1活神戸 ( 331) 0881- 3  

支 l吉 大阪市北区制1笠町50{ 立ビル 5 階 502号室)

ｾｴ￯Ｚ話大阪 ＨＳＶＴＩ 2031- 4  

倉 庫 神戸市王手合区八幡通 1 - 5  ( 屯話221 2923)  

陸屋根防水には 奥 山 式 特許絶縁工法を

新 工 法 /

プ レ ノ テ ク ト 吹 付 工 法

前 ＮＷ 臥Ｍｾ古ｾ帯

法) 苧 ヲ q イト

奥山化工業株式舎紅

本 社

大 阪 出 d長所

名古屋出張所

札 脱 出 張 所

東京都中央区銀座 8 - 4 - 1 1 ¥l1話 03(571)2703- 4・2370・4064・0264

大阪市都島区部品中述。) 2  -3- 1  1[ ，活 06(921)  2 4 9 7 ・(922) 7  2  8  0  

名 古 屋 市 南 区 若 草 町 3 3  'ilr話 052(811) 3  6  6  0 ・3 1  0  4  

札 械 市 中 央 区 北三 条点阿丁目 屯話 011 (231) 7 5  1  1  

豊 か な 経 験

最 新 の 技術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本 社 ・大 阪 市 東 区 間 答 町1- 12 日生ビル 宮 ( 943) 6571代 表

東京・横浜 ・脱岡 ・郡山 ・水戸 ・浜 松 ・岡崎 ・名 古 屋 ・日山 ・大 ilt ・京都 ・堺 ・神戸 ・広 13LJ ・福岡他会悶主要都市
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空 調 ・ 衛 生 設 備 の 頁

空 気 調 和 ・ 冷 暖 房 設 備

設 計 ・ 施 工

給 排 水 衛 生 設 備 λ ロ 一

@ 郡 朝 日 三 業 社

本 社 以 ，1;( ｴｭｾ 佐ｼメ ー ｺｩｧｈｾ 田 ｦｉ Ｍ Ｒ Ｍ Ｗ 1L:話 (434) 6171 (大代)

大阪支社 大阪市東淀川区力11山町 357 m話 (302) 2271 ( 代)

支 広 北 海 道 ・ 仙 台 ・ 名 古 屋 広 品 ・福 岡

営 業 所 釧 路 ・函 館 ・ 後 岡 ・検 浜 ・ 静 岡 ・京 都 ・神 戸

電 気 ・ 空 調 ・ 給 排 水 衛 生 設 備

設 計 施 工

.  大阪電気暖房株式会社

本 社 大阪市西区江戸繍 1 - 60 包 括 (441 )8231代袋

支 l苫， 東 京 名 古 屋 ・大阪 ・福 岡 仙 台 金沢 ・広 J斗

営業所 札帆・新潟 岡山・高松・熊本

出張所 盛岡・秋田・繊浜・ iJ 山・盟国 ・稲井 ・京高11 ・

神戸 鹿児1:.¥. ) 用問

給 排 水 衛 生 設 計 施 工

Bl 冷 房 - 換 A

去 五 大 阪 城 口 研 究 所

取締役社長 城 口 庸 平

阪 市 北 区 問 屋 町 - ｾＱｉ話大阪 ＳＷＲ 局 ＷＱＵＱＨ 代Ｉ

京都市東山区大和大路正面上 J レ 屯 話 京 都561局4944( 代)

神 戸 市 生 田 区 下 山 手 通六 ノ ー 電 話 神戸 341局 5 8  9  2  

- 給 排 水 衛 生 ・ 冷 暖 房

・ 空 気 調 和 設 備

. そ の 他 管 工事 一 切 の 設 計 ・ 施 工

⑮ (1日 脚 久 利務 所)

斎久 ｉｾ 株式会社大阪支広
大阪支広 大 阪 市 北 区 常 安田JI I 電 結 06- 443 - 504 1附

東 京 本社 東京都千代 図区大手 町2- 6- 2( 日本 ヒソレヂン グ)

電言舌 0 3 - 2 7 0 ー 7 4  1  1  (ft) 

64 

営 業 所 札 眺 ・ 仙 台 ・ 金 沢 ・ 高 松 ・ 岡 山

:11 Ｇｪｬｾ 所有Ｎ｜ .)1' . 合 !倣 ・ 広 品 ・ ; s 小 牧

冷 暖 房 X  環 境術 生施 設

給排水、南i生水道 R... 荷 役i重 機 機 械

電 気 i 三L 化 学 鉱 山 機 械

厨 房 マ戸ー一ー可ア

三 機 工 策 22 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 各 務 節

支 成 長 藤 田 初 蔵

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2 帯地 電綜 大阪 (202) 代 .&3071

本 庖 東 京 ・ 日 比 谷 ー三f曹ピル

支 1苫 名古E島、償問、札幌、広島、仙台、北陸

出 張 所榊浜、金沢、 勝l湖、高怯

空 気 調 和 設 備

設 計 施 工

衛 生 設 備

φ 三建設備工業株式畜社

後 阪 支 底 大 阪 市 北 区 紅 梅 田T 6  5 番 地 電 話 ( 352) 1131 ( 代)

本 社 東京都中央区日本橋蝋殺町 2 - 2 2 電 話 (667 )3431( 大 代)

支 社 名 古 屋 ・仙 台 ・ 札 帆 ・ 広 島 ・ 福 岡・ 金 沢 ・ 新 潟 ・ 横 浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

。 - ・

発 空 調
1式会社 -- ・

東京本庖 東京都新宿区西新宿新宿住友ビル i125苦 03- 344- 1911

大 阪 本 庖 大 阪 市 北 区 高 閲 町 16 帯 地 電 話 06- 363- 1371

支 庖 名 古 屋 市 中 村 区 下 笹 山 町 11 - 2  1立活052- 581- 8571

広 J斗rli 紙 屋 町 1 丁目 2 ｾ昨 ＲＲ 号 ｭｮ 古 ＰＸＲＲ Ｍ ＴＷ - 4535 

福岡市中央区大名 2 丁目 4 格22号1 l l お092- 761- 3795

出 張 所 横 浜 ・稲井 ・京都 ・神 戸 松 江 ・ 沖 縄

一 一 冷 ・ 暖 房 、 衛 生 、 機 器 配 管 、 設 計 施 工 一 一

⑧ 
株会社式 ご2重同三

71< 工 業 所

本 社 大 阪 市 大 淀 区 南 浜 町 3 丁目 14番地

干 5 3  1  ｾ ｌＺ話大阪 Ｈ ＳＷＲ Ｉ 2  8  5  1  ( 代表)

東京支 J山 東京都中央区八丁場 4 丁目 11番 7 号

干 1 0  4  ( 神谷ピ ル)

f正 話 * 京 (551) 8 0 4 1 (代表)

w  ｾｕ 所 ( ! i 取 ・lt下 ，ｾ・宇都宮 ・ 君ｩｉＡＮ

ｩ［ｾ［＠ .fN .  t;.¥ 岡 - 松 山 . ｲＮｾ 松

--吾豆島新日本空調株式会社

司& !

大阪支 ｉＮｬｩ 大阪市 ｾｴｾ .;;;: i; ，¥ i兵i泊1 ー 2 5  ( 新大ビル)

1正"品 (06) 344 - 6  0  3  1  ( 代)

本社・点京支山 東京抑中央区日本橋本石町4- 2(三井第二別館)

'.[L;活 (03)  279- 5  6  7  1  ( 大代 )

名市民 ・ 九州 ・ 広島・札帆 ・ ｾｴ 海 村 北 | を ・大 分

空 気 調 和 衛 生 設 備/ 設 計 施 工

須 賀 工 業

大 阪 市 西区 土佐 堀 通 |ー14  T  E  L  0 6- 4 4  1  - 5  1  7  1  

支 l苫 東 京 ・大 阪 ・名 古 屋 ・京 都 ・神 戸 ・福 岡

営 業 所 札 幌 ・千 葉 ・横 浜 ・静 岡 ・高 松 ・広 島

出 張 所 金 沢

空 気 調 和 地 盤 凍 結 冷 凍 冷 蔵

ｾ著書冊冷機織琵告柱
本 社 大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 3 按 丁 6 8 番 地

( オートセンターピル 2 附) 郵便番号 542

電 話 大 阪 (06) 768 - 5  0  3  1 番

東 京 営 業 所 東 京 都 千 代 m区 九 段 南 2 丁目 2 番 5 号

( 九段ビル 8 階) 蝉便番号 102

電 話 東 京(03) 262 - 3  2  4  1  - 4 番

- 空気胸辛口般備 ・給排水衛生股 備 ・途畿股備

・蒸気噴射式冷凍機・公害防止関連機器/1Il t"十・製作 ・施 工

、F 大
A' : : :  

ヌ1 而土

( 旧社名 建 材 社 )

本社 ・ ｾ点支 ｬ 市］東京昂軒宿区西輯 ｬｩｩｈ Ｈ 軒宿住友 ｾＱｾ ＱＲ ・ Ｑ Ｓｆ Ｉ ⑨ Ｈ Ｓ ＴＴ Ｉ Ｑ ＸＵ Ｑ 大代
大 阪 支 応 = 大 阪 市 北 区 中 之 助 2 - 22 ⑨(  203)3721 代

名古屋支広= 名古屋市中区宮市 2 - 2  - 13 ⑨ (211)1535 代

出 奴 所= 札 税 仙 台 ・ 盟 国 ・金 沢 ・神 戸 高 松

広 島 ・松 山・傾 向 ・沖 縄・パンコ ック



空 調 ・ 衛 生 設 備 の 頁

給・排水・衛生・消火・暖冷房設備

お 25 西原衛生工業所大阪底

一 般 空 調 段 備 ・ 恒i且 慢 湿 段 備 ・ 冷 凍 冷 蔵 設 備

冷 却 乾 燥 段 備 ・ 環 境 改 善 設 備 そ の 他 上E己 に 附

，問、一都する衛生、電気等一切の工事の設計・施工

ｉｾ タ写本 ｕ フヲシト繍玉究室祖
司ヌF 取 締 役 社 長 北 川 一 郎

本 社 大阪市大淀区中涼本通 1 丁 目 2 酢地 ホ ー コク ピル

〒 531 1!t 館 大 阪 ( o. 6) 372- 5171(代 表)

東 京 都 中 央 区 日 本 締 本 町 3 の 1 共 同 ピル

干 10. 3 1'It 路 東京( o. 3)242- 5521 ( 代表)

縮 問・名古屋・広 助 ー 札 幌・仙

大 阪 市 大 淀 区 中 在住南 通 4 丁目 11・2重大阪 ( 458) 3531.

出 張 所 = 京 都 ・広 島 ・天 理 ・福 岡

l苫支

台
営割陣所

平山互業株式会社@  

暖 ・ 冷 房 ・空 気 温 湿 度 調 整 装 置

設 計 施

ｾ＠

-← 

工

套拘
fi!!! 高回 衛 生 ・空 気 調和 設 備 ・設 計 ・施 工

大 阪 市 北 区 芝 田 町 55番 地 ( 北 阪急ピノレ 9 階)

電 話 大 阪 (372) 2  5  1  1  (代 表 )

東京都千代田区神田駿河台 4 丁目 2 番 地

大 阪 支 庖

T E L  (4 4 1)附 1994. ( 443 ) (f切 331 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 通 2 の 2

キ土本

空気調和・恒温恒温・冷凍・冷蔵

給 排 水 衛 生 設 備 設 計 施 工

温 湿 度 調 重 装 置 、 暖 房

冷房、水道、織送機設備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

@ 不 ニ 熱 紅 葉 続 ま 鋭

大 阪 市 南 区 )1限 度 町 2 - 5  0  電 話 261- 2436仰

東京都大田区西馬込 1 - 2 - 1 i電話 773- 1231間

銀 座 ・浜 松 ・京 都 ・神 戸 ・稲 岡

本 底

東京支唐

営 業 所

大 阪 市 北 区 日 田 町 3 0. 包 括 ( 364) 6  6  6  1  ( 代)

本 社 点 京 郎 千 代 田 区 九 ノ 内 3 - 3- 1(新 東 京 ピ ル )

1lL 骨;5 ( 211 )  8  5  1  1 ・ 8 5 6 1 (1-1:)

仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0. 

ftI il 舌 ( 21 ) 4  4  9  1  

名 古 昼 市 東 区 東 門 前 田T 3  - 6  

llt 話 ( 971 ) 3  6  2  1  

仙 台 支 庖

名古屋支庖

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・ 環 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

空 気 調 和 設 備 J

設 計 施 工

換 気 ・ 除 塵 設 備

r mODAI Rっ

業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 西 区京 町堀 1 丁 目 6 2 l1l話 06 (443)8161(大代表)

名古 展 支 社 名 古 hl "i中区 栄 2 丁目 16- 13 電e活 055 (202) ω17(代 J<)

京極ピル

出 強 所 東京侃港反北 {f山 3 丁目 6 - 1 8  

共同ビルディング汗山 3 附l 1I ，孟 03 (409)  8  9  0  5  

神 f i 市生田区北公侠泊 7丁目 l 町 l 電，i/i 078 (341)  1778 ・4386

エ回山
東 洋 煎 工 靖 信 機 武 舎 極 大 騒 安 倍

T  E  L  ( 443)  8  0. 7  1  

T  E  L  ( 562)  1  3  5  1  

大 阪 市 西 区 京 町 堀 4 丁 目

本 社 東京都中央区京僑 2 丁目 9

支 庖 名 古 屋 ・ 福 岡

設 計 施 工

空 気 調 和 設 備

給 排 水 衛 生 設 備

各 種 プ ラ ン ト 設 備

温湿度調整・暖冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

各 種 送 風 機 ・ 風 力 輸 送 装 置

空 調 機 器 類 ・ 公 害 防 止 装 置

⑨日本管工業株式会社

設 計 製 作

⑪ 

京 都 市 南 区 西 九 条 盟 関 町 2 0. 番 地 内 1

電話 (681 ) 5  1  0. 1  - 5 ・夜 間i専 用 ( 691 ) 10. 45 

大 阪 市 北 区 天 満 織 筋 1 - 37( 天満儲北詰)

電話 (352)  3  5  0. 1  - 3  

四 日 市 市 浜 田 西 末 広 町 電 話 ③7431 - 3  

大 津 市 打 出 浜 13 - 15 電話 0. 775 ⑫ 9 7 3  8  

m市 栄 町 2 - 1  1  1包 括 0. 592 ｾ＠ 3  6  1  0. 

大 阪 支 l吉

回 目 前 支 唐

大 津 営 鍵 所

津 営 鍵 所

ＢｾＹＮシ械 式 会 社

2舎町震H 嗣 S4"1&. 

仙 田 四 郎

関西媛房工業株式会社

本 社 大 阪市 住 吉 区 万 代 東 6 丁目 3 T E L  ( 672) 1281 ( 大 代)

営業所 東京 ・名古屋 ・京都 ・広島 ・稲岡 工場 和泉・名古屋

テレックス 本社 No. 562 - 7688 和泉工場 No. 538- 5898 

代表取締役

旧社名

圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃Ｑ｛ＢＧＮー可 ＺｾＺｕｾＺＮ

唱 F電'ー....

③百雨量議属部

6 5  



電 気 設 備 ⑤ 設 計 施 工

電 気 株 式

代表取締役 山 本 ↑ 奪 三

大阪市北区中之島 3 の 3 朝日ビルディング

T E L  代 表 (385) 1  3  6  1  

吹 関 市 垂 水 町 3 - 3 4 - 6

T E L  代 表 (385) 1  3  6  1  

京 郷 市 右 京 区 西 京 極 郎 蔦 野 町 2 1 番 地

T E L  代 表 ( 311) 1  1  8  5  

社

A

Q

一

A

陽朝

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工

電 気 設 備の 頁

6を 社
ふ
一
品式株業工栗 原

本土

本社営蝶所

本

英

大 阪 市 北 区 高 垣 町 1 6 番 地 ( 東 阪 急 ビ ル )

電 話 大 阪 ( 313) 1  1  0  1  ( 大代)

支 J吉 東京・名古屋 ・舞鶴・大阪南・神戸 ・広島・九1+1

原菜取 締 役 社 長

京都営損所

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

支社長 姉 川 正 男

大阪市東区t r，J 1( ! 橋五丁目 二八 番 地 氾 前 大 阪 ( 202)0325- 9 零

本 社 * f，>:  n11 千 代 田 区 内 仲 間 1 丁 目 4 按 I也 5 号

支 社 札 帆 . flh 台 ' ) L / 内 ・名古1 ; { .  1; ，¥岡

山 張 所 旭 川 ・ 白 河 ・ 横 浜 ・ 静 岡 . ￭ ｾ 山

会 社

電 気 工 事 設 計 施 工

血i
，、.

代表取締役 林 敏夫

社 大 阪 市 北 区 絹 笠 町 5 0  ( 堂ピル 7 1塘)

包 括 ( 361) 3  6  7  1  (代)

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 箱 崎 町 3 丁目 2 番 地

電 話 ( 671) 1  4  7  8  (代)

川 崎 ・ 相 模 原 ・ 堺 ・福 山

ネ土一
一
一

株 式 会 社

庖

本

支

出 張 所

設計・施工

司'

気 株 式

電 気 工 事
電 気 ・ 暖 冷 房 ・空 間 エ 司E怯 骨十施工

S与 社

取締役社長 中 本 正 明

社 大 阪 市 域 東 区 野 江 東 之 町 三 丁 目 一 五

1tl. 1前 大 阪 (931 ) 代 表 7 3 4 1 - 5

( 0 3 8 8 ) 2 1 9 3  

大阪市城東区野江東之町 3 丁目 11 電話大阪 (931)7004

禁良県御所市御園通 3 6 0 電話御所 ( 2 ) 0 1 2 2

枚方市山之上西町 1の 1 電話枚方(43)8659 ・(44)9232 

ふ
一

A
本 電中

本

宝 電 機 株 式 会

取 締 役 社 長 嘉 納 伝 三

大 阪 市 北 区 紛 笠 町 五 O (盆 ビ ル三 1;符)

f包 括 ( 364) 1  4  7  1  ( 代)

東京都港区新僑二 一一 六( ニュー新備ピル七l滑)

電 話 ( 504 ) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 二 丁 目 二 O 番 地

話 ( 991 ) 5  1  3  1  ( 代)

戸 - 堺・ 千 葉 ・三十: 布日 富 ・熊

社

ヰ土

1ち

本

支

資 材 倉 庫

奈良営集所

彼方営集所

l苫支

本神営 業 所

各種電気工事設計施工・制御盤製作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 相 翠 匝T 1 丁 目 1 1  0 需 地

司E 路 大 阪 ( 472) 代 表 1 1  0  1  - 7  

東京都品川区西五反田 6丁目 25番 11号 ( 福 島 ピ ル )

. 館 東 京 ( 491) 1746 ( 492)0182 ・03ω

北 九 州 市 小 倉 区 鋳 物 師 IBT 2  3 香 地

電 話 小 倉 ( 56) 5  6  6  5 ・5 8  1  8  

馬 ・ 千 葉 ・ 和 歌 山 ・ 名 古 屋

社

庖

本

支

ネ土

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事 ・ 設置十施工

中 央 電 気 工 業 株 式 会

取締役会長 今 村 騰

取締役社長 平 木 1t 

大 阪 市 北 区 梅 ヶ 校 町 5 6 番 地

電 話 大 阪 大 代 表 ( 312) 8  8  8  1  

東 京 - 名 古 屋 ・ 四 日 市 ・ 神 戸 ・和 歌 山

松 山 ・ 京 都 ・草 津 ・静 岡 ・ 水 島 ・ 稲 岡

キ上本

営 業 所
支 l市

営業所
群出 張 所

電 気 工 事 設 計 施 エ

キ富士電業株式会社

取締役社長

社

A

Q

一

A

電 気 工 事 設 計 施 工

事 株 式エ藤エ太 陽

実
け:回

日目四林取 締 役 社 長

阪市西区北堀江上通 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 (541 )0564- 7・7148- 9

東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・栢 岡

杜本

大 阪 市 福 島 区 上 偏 仏 北 1 - 2  

T  E  L  ( 06)  452 - 1  1  5  1  ( 代 )

社ノド

大阪市此花区恩1 ' 1 :・南 之 町 7 3  

T  E  L  ( 06)  462 - 1  3  0  1  (代 )

電力工事本部

営業所

ι
・

晶

0

表

奇

圃

T

|

代

。
E

ト

巾

式

日

パ

ル

寓

仁

ペ

&

⑩

T

。r

鱗

崎

朝

刊

1

亀

岩

町

一川

川

1

1

・

縫

市

川

府

4

1

阪

話

京

国

副

大

電

東

A

S

A

 

商

電気工事・計装工事・設計施工

株式会社 ヤ マ ト 電 気

刀く

電気設備設計施工

⑤ 、tj，

1旦

大 阪 市 北 区 内 功 ! 川 町 1 5  1住 地

電 話 大 阪 ( 364 ) 代 3 0  5  6  

東 京 ・神 戸 ・広 品

名 古 屋 ・岡 山 - 水 品

札 幌 ・滋 賀 ・高 砂 ・松 山 ・三 原 沖 縄

本山取締役社長

キ土

庖

所

所

本

支

営

出

雄久取 締 役 社 長

ヰ土本

業

張

営 業 所

6 6  



底の
1  奉 仕 感 謝 底 |

医 ｾｉｉｉｉｉｊ 盟国産事琵画面・

特許申請中・完全滑止タイル

⑪ 

本

サ ン エ ス

5 5 5  タイル新発売

( カタロ グ進呈)

..軍司

会 誌 Jll 芳 窯 零 歳 月S

キ土 大阪市西区靭本町 2 丁目 98番地( 靭本町バス停前)

電 話 大 阪 06 (532) 代 o4  6  1  

-姫路営業所 姫路市北条ロ 126 {陸地 (住友生命保険ピル 3 階)

11l: rili 姫路0792 (82)  0  9  9  9  

ソリジットスタイン

ヱ パ ウ オ ー ル

エ パ ー サ ン ド

エ パ テ ッ ク ス

建設省総定の防火材料

基材同等 o  0  0  3号

基材同等 o  0  0  3号

基材同等 o  0  0  4号

基材同等 0 0 0 4号

本 社 大阪市東住吉区駒川町 3 - 54 ｾｲｌ話 Ｈ ＰＶ Ｉ ＷＰＲ Ｍ ＷＸＱＴ Ｍ 7  

東 京 事 業 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所 ・ 福 岡 出 張 所

年中見ていただける 皆様の見本室

建 材 ・ そ の 他 の 頁

内外装ホ一口一建材及スパンドレル( ヨドウォル・ヨドスパン)

屋根折版( ヨドルーフ) 販売及責任施工

ペ孟争

史宅F
サクラ建産株式会社

大阪市都島区都島中通 2 丁目 1 7 番 4 号

屯 話 大 阪 ( 922) 代表4421 - 3  

⑩ 

Standard 

ト弓 1 ・ヒューム宅

ペン手/，，-9ー・ミ〉たjレ

物 … 込

言 幸 商 曾

@問

主ムラボ守ーぞ亨事誕塑・・・思・

ザ 1 'f'] i 品 、慣習』事=

't:: π字。I ￱ｾＧｾＱ＠
E 姐¥11 J主主.2.1 /: .，; ，¥ 

Board &Sl ate 

大1 沼

AM.  10. 00- P M 5. 00 

日曜 ・祝日は休館

|実|

タイル

常設展示場

全 国 タ イ ル 展 示 協 会

大 阪 市 北 区 南 森 町46番 地

d二三y o l n &

送 風 機

株 式 会 社 谷 山 鍛 工 所

八 千 代 ビ ル 南 館2 F

T E L  (06)364ー 2059

営 操 品 目

L A F  リミγ トロードエヤーホイル77.ン

L E F  リミットロードアードファン

S A F ス ト リ ー ム ラ イ ン フ ァ ン

C A F  i U 流 式 i移 管 送 風 機

V A F 可 変 式 軸 流 送 風 機

T A F 軸 流 送 風 機

J O Y 可 変 節 軸 流 送 風 機

マ ル チ ウ イ ン グ 軸 流 送 風 機

HA F タ

P A F プ

MA F 多

1〆

翼

本 社 ・工 場

東 京 出 張 所

九 州 出 張 所

ポ 7 7 ン

ト 7 7 ン

送 風 機 塩
ピ 製 耐 般 送 風 機

〒 536 大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 2 丁 目 l 番 地

電 話 大 阪 (06) 9  3  1 ー 7 8  0 2  ( 代)

干 113 東 京 都 文 京 区 湯 島 4 丁 目 6 番 1 7 号

電 話 東 京 ( 03) 8  1  4  - 6  6  5  1  ( 代)

干 81 2 福 岡 市 博 多 区 下 呉 服 町 5 番 2 I 号

電 話 宿 岡 (092) 2  8  1  - 7  3  9  6 番

6 7  



A • 
51 fIIIIIIII' 

つ

社

.-0、

コ玄

j歴柏 原

電 話 大 阪 (471) 1493- 4・8267

電 話 大 阪 (471 )  0  
2  4  

大 阪 市 西 淀 川 区 御 幣 島 東 2 ノ 5

大 阪 市 西 淀 川 区 御 幣 島 西 3 ノ 99

本 社 工 場

第 二 工 場

今

ヤ

.g(.マ

ｾ￰＠ I・

3段

/ F / 戸インテリヤ・・・カラーストーン・・・研出し仕上/

ｳ ， ｐＲ ・ｾト Ｍｐ
ワンタッチ・・・洗出し仕上・. .  

.. 

( 旭化成ミュ- ) レコー卜・セット品 )

- カ タ ロ グ お 送 り し ま す

新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

( 株) 九州l新 興 建 材 工 業 一

d議

青 株 式

発

売

元

- 全 固 有 名 建 材l吉 へ 御 問 合 せ 下 さ い

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所

大 阪 市 凶 区 南 湖 江 通 6 丁目 39番地 T E L大 阪 ( 538) 2951- 5・(541 )5757- 9  

Ｑｴｾ 所点点高槻 ・ 明石 ・ 姫路 ・ 悶国 ・ 中国

68  



女 然 え な い

オコ才L るご、、

傍 ら な い

長 尺 物 ・ 色 彩 自 由 ・ 責 任 施 工

オリエンタルメタル ( O. P . M)

品 種 オリエンタルスーパーメタル ( S . P . M)

オリエンタルカラードメタル ( C . P . M)

カラースーパーオリエンタルメタル ( C . S . P . M)

波 板 規 格 S 小 波 S 大 波 V 波 ボ ッ ク ス 波 W ジャ ン ポ 波

周 途 平板・波板・棟包・雨押類・谷樋・竪樋・軒樋

通 風 器 ・ 排 気 ダ ク ト ・ モ ニ タ ー

本 ヰ土 兵 庫 県 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 26松 本 ビ ル 電 話 大 阪 ( 412 ) 5131代 表

東 京 支 社 及 工 場 均 玉 県 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 3 2 号 電 話 蕨 ( 42 )  3115- 8  

カ タ ロ グ 御 請 求 下 正 予 い 。 大 阪 支 社 及 工 場 兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 4 4  電 話 大 阪 ( 488 ) 1081代 表

九 州 支 I苫 及 エ 渇 福 岡 県 遼 主 主 君iS 水 巻 町 頃 末 電 話 八 幡 ( 69 ) 2831 - 4  

名 古屋 支 1苫 及 工 場 名 古 屋 市 中 村 区 泥 江 町 1の 24第 2中 経 ビ ル 電路 名 古 屋 ( 581 ) 2781 - 4

特 許 セ メ ン ト 分 散 剤

自 然 石 状 積 ブ ロ ッ ク

コ ン ク リ ー ト 減 水 剤

クリプトン

ι. ':2コ， ， .. 
(標 準 型)

(早 強 型 )

型 枠 剥 離 剤

R  
(遅 延 型)

セハール

包. ' ! 2ニ.:.1 三段ブロック

其 の 他 コ ソ ク リ ー ト 二 次 製 品 建 設 材 料 全 般

⑮神戸五泊株式計t

本 社 神 戸 市 3王子干区熊内町 2 丁目 8 8 番 地

Ｇｾ ｦＡＺ 訴 ｯ 7  8 代 表 ( 2 3 1 ) 1 4 2 1 ・6 9 5  6  

東京営業 所 東京 高IS 千代田医内神岡 1 ー 12- 12 美土代ピル

;[L;tii 0  3  ( 2  9  4 )  6  1  6  7 ・6 1  7  7  

4富山出 張 所 福 山 市 曙 町 3 - 7 8 - 2

ｾ ｬＡＺ 訴 ＰＸＴＹ Ｈ ＵＳ Ｉ 2 0 2 7  

69 



B E園周

- 用途に応じて選べる1.3m' (O.4坪) から

6.6附 ( 2坪) までの豊富な8 機種

・素材はさびを知らない特殊カラー鋼板

・色はクリームとローズのツートンカラー

E 自

※マンション・団地などのベランダに

ヨド物置ミこが好評です。

恒 l 本 社 大 … 間 一 番 地 一 … - 1111

理 網目所 札健{お1…………柿1) 1171 

東京支社 東京都中失区八丁喝 Ｔ 丁目 Ｓ 番地 ＱｾＨ 軍岨高市ピルｽ 干 Ｑ 加 古 ＨＰＳＩ 弱 ＱＭＱＱＷＱ

慣 揖 ( 641) 9123 高崎 ( 61) 1281 静岡伍3) ∞19・富山 ( 32) 2804 ・名古度( 571 ) 割引

大阪{ 割引 1201 広島 ( 48) 2431 高松 ( 34) 3611 幅問 ( 781) 回35

おしゃれな

ヨドコウの生活関連商昂

「一一一一一一一一ｾヨド物 置 の 看 板のお居、まだ ｬ 拾固有名百 貨 庖布地竺竺 ｌｉｬ

モルタル・コンクリー卜用

ご一報次第

カタロ グiffi 宅します

70 

車 マ ノ ー J レ 防 水 剤 は セ メ ン ト の 加 水 分 解 生 成 物 で あ る 水 酸 化 石 灰 と 化 学 的 に 結

合 し 、 硬 化 機 精 を 妨 げ る こ と な く セ メ ン ト粒 子 に機 水性 を 与 え て 毛 細 管 の 表

面 張 力 を 低 下 さ せ 、 吸 水 性 を 減 少 さ せ ま す 。

事 A E 効 栄 に よ り. i i & 量の空気を i進 行 し 、 気 孔 を 間 違 す る こ 主 な 〈 セ メ ン ト ・ プ

ラ ス タ ー 及 び 砂 の 粒 子 に 対 し 分 散 性 を 与 え ワ ー カ ピ リ テ ィ ー を 向 上 さ せ ま す .

ま た 特 有 な 帖 渚 性 に よ っ て 材 料 分 離 、 レ イ タ ン ス の 発 生 を 防 止 し ま す。

申セ メ ン ト と 結 合 し た 生 成 物 は 永 久 不 変 質 の 物 質 で 、 水 や 空 気 中 の 塩 類 、 酸 類

も 作 用 せ ず 、 セ メ ン トの 中 性 化 を l坊 ぎ 、 鋼材 、 木 村 等 の 1腐 蝕 . J潟 朽 を 防 止 し

て 精 造 物 の 耐 久 性 を 高 め 、 そ の 防 水 ・防 j:J.. 効 力 は 恒 久 的 で す 。

その他マノール製品

急 結 剤 ・ 接 着 剤 ・ 剥 離 剤 ・ 早 強 剤 ・ 防 凍 剤

Z %: : ' -I - ( セメント起泡剤) . ZP: : : ' ・ & 漂泊杭工)

関 東 営 機 所

東北 営業 所

盛 岡 営 業 所

大 阪 営 業 所

セ メ ン ト 泌 和 斉IJ ・ 』 リ ] 材 綜 合 メ ー カ 一

株式ｾＮＮＮｉＺｉｉｾ，ＮＮＮＮＮ
. 市 】 也

会 社 . . . . 周 回 唱 . . .  . . . . . .  

東 京 都 品 川 区 大 井 1 - 15 - 1  t宝 東 京 ( 774) 4111代 表

茨 城 県 土 浦 市 大 町 1 2 1 3  宜主 土 浦 (21 )  5  1  8  9  

稲 山 県 稲 山 市 下 野 寺 ' { 二 途 原 n  稲 山 (34)  7  1  1  1  

岩 手 県 盛 岡 市 南 大 通 3 - 12- 50 n  盛 岡 ( 24)  0  2  1  3  

大 阪 市 東 成 区 束 中 本 2 - 17 - 26 包 大 阪 ( 971 ) 4  7  6  5  



東

西

ア

ス

と

田

島

の

実

績

を

写

女

東

西

ア

ス

写

真

集

、

完

成

。

⑭東西アス協組

防水なら・・・という自信は、一朝一夕では生まれません。

東西アス、生まれて20年。写真集はその歩みの集約でホ

戸国ｾ

f .  

事

芭 F

陛 堕 坐 基 生 壁 豆 塑Z47

今日までの積み重ねをパネとして、新た

東西アス責任施工による実績( 累計)

50年

v東西アス川事業協同組合

田島ルーフィング株式会社

大阪: 大阪 市 西 区 京 町 堀 | ー74 電話(06)441 ー5951

東京東京都千代田区岩本町3- 1卜13 電話 (03)862- 853148年45年昭和35年 40年
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和
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年

4

月

刊
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日

発

行

(
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回

白

日

発

行
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昭

和
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年
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月

同

日

第
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櫨

郵

便

物

窃

可

第

日

輯

第

4

号

ピサロンは、材料だけの販売はいたしません。

l ' f 任施工の出米る協組員が入念な仕

全く新しい床タイルです

げをします。三 星 ピサロンは、従来のビニールタイルとは製法
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パ ターンは、現代の

インテリアデザイ ンに要求される個性的な床造り

には欠かせません。 東京 浜松 町の超高層世界貿易

これからはピサロンの時代です

ニ 星 ピサロンの新しい色調、

原 料 配 合 が全 く違います。塩ビの他に最近開発さ

れ た 新 し い 共重 合体の特殊樹脂を用いた画期的な

新 製 品 で す。軟質プレスタイ プの床タイルに比べ

仕 上 り安定性がよく、

センタービルの 4 F以上の各階通路、エレ ベ ータ ー

ホールにも、使用されております。と三星 ピサロン と

カレンダ一方式の流れ模様

ピサロンの持つとは対照的な静止した現代模緒。

エラスチ ックで高級な質感、す ぐれた歩行感は、

はその模様がフラ ンスの画家 ピサロのタ ッチに似床タイルの新しい世界を聞きました 。
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ていることから 、名付けられたものです。

育 刷 物 =333 . 3  x  333 .  3  x  2 協

* 色 数 = 15色

育 制ｉｩ 桁 ］ ｴ ｾ ｾＱ 叫 ｦ ｱ 二 法 Ｒ ，100Pl / m'  ( 300m' 以上)

l耐 水 工 法 2，250P-J / m'  ( 300m' 以上)
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東京/ 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 の 1 1  

電路 ( 866)  6  1  0  1  

大阪/ 大 阪 市 西 区 京 町 堀 l の 7 4  

11U孟 ( 44 1) 5  9  5  1  
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